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新
出
本
一
M
L

酔
客
蔵
〔
南
北
朝
〕
写

『
新
古
今
和
詩
集
』

l
一
幽
架
番
号
叩

-m
ー
ー
に
就
い
て

ー
天
理
図
書
館
蔵
烏
丸
本
と
の
比
較
を
中
心
に
|

平

津

五

良R

t工

め

じ

既
に
数
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
歌
書
類
全
般
に
わ
た
る
書
誌
調
査
に
併
せ
て
、
そ
の
撮
影
の
御
許
可
に

預
り
、
初
春
数
度
の
御
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
た
折
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
目
録
に
よ
っ
て
大
凡
の
見
当
は
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
仕
事
も
事
な
く
終
り
に
近
付
き
、
極
く
一
般
の
普
通
書
の
点
検
に
と
移
っ
た
頃
か
と
憶
わ
れ
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
と
、
そ
そ
く
さ
と
目

を
転
じ
て
は
閉
じ
て
ゆ
く
洋
装
本
の
中
に
本
書
が
入
雑
っ
て
い
た
の
に
同
行
の
者
共
と
に
柳
か
吃
驚
の
吐
息
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
、
ず
、

文
字
通
り
脱
め
ま
わ
す
と
で
も
い
っ
た
緊
張
の
気
配
で
も
あ
っ
た
。
折
も
折
、
唐
突
と
は
斯
様
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
の
か
、
黒
ク
ロ
ス
仕
立
に
改
装
さ
れ
、
元
装
訂
は
最
早
推
し
量
る
べ
く
も
な
い
。
紙
質
は
旧
く
く
す
ん
だ
斐

紙
に
古
墨
の
あ
と
は
永
く
馴
染
ん
で
旧
紗
本
特
有
な
古
雅
な
風
趣
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
南
北
朝
期
の
、
し
か
も
中
期
を
降
ら
な
い
伝
存
本

で
あ
る
。
両
帖
巻
首
に
捺
さ
れ
る
朱
印
二
頼
に
は
、
旧
制
宮
城
中
学
校
・
同
第
二
高
校
の
図
書
記
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
伝
来
は
既
に
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手
懸
り
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
然
る
べ
き
所
由
の
襲
蔵
書
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
装
訂
か
ら
一
般
翌
日
架
の

中
に
紛
れ
込
む
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
集
の
旧
紗
本
は
、
猶
古
写
に
し
て
、
そ
の
数
も
他
集
に
比
べ
て
砂
い
と
は
云
い
難
い
が
、
本
書
両
帖
に
載
せ
る
奥
書
群
は
天
理
図
書

館
蔵
書
の
、
本
集
伝
本
の
白
眉
で
あ
る
所
謂
烏
丸
本
と
全
く
同
じ
く
し
而
も
該
本
上
帖
の
奥
書
冒
頭
を
補
欠
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時

に
、
隠
岐
本
撰
抄
歌
符
、
撰
者
名
注
記
、
作
者
勘
物
、
そ
の
他
を
全
巻
に
豆
り
本
文
同
筆
に
て
移
写
さ
れ
、
天
理
本
第
十
四
・
五
の
両
巻

に
遺
漏
す
る
の
を
補
填
す
る
点
に
も
更
に
要
祝
さ
れ
る
。

一
方
、
本
文
は
天
理
本
と
其
の
奥
書
を
共
有
し
な
が
ら
に
後
述
す
る
ご
と
き
顕

著
な
一
異
同
が
看
取
さ
れ
て
、
叉
そ
の
意
味
に
於
て
も
勉
め
て
留
意
さ
れ
る
べ
き
伝
存
本
で
あ
る
。
唯
、
本
書
は
上
記
の
ご
と
く
に
原
態
を

と
ど
め
ず
、

且
つ
巻
七
・
八
・
九
の
両
三
巻
の
散
離
、
閉
そ
見
出
す
一
・
二
葉
の
剥
脱
の
痕
跡
な
ど
が
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
資
料
紹
介
は
、
当
初
よ
り
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
愁
じ
い
に
着
手
す
る
の
も
惇
か
ら
れ
て
其
儲
に
さ
し
お
い
て
い
た
の

で
あ
る
が
、

一
昨
春
、
天
理
図
書
館
の
歌
書
類
の
調
査
を
願
い
、
そ
の
際
、
烏
丸
本
の
充
分
な
繕
関
の
御
厚
意
に
預
り
、
こ
の
機
に
便
乗

し
て
、
敢
て
本
書
解
題
の
ご
と
き
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

一
一
一
口
を
重
ね
る
ま
で
も
な
く
、
本
集
は
な
ま
な
か
に
論
題
す
べ
き
対
象
で
は
な
く
、

且
つ
叉
、
も
と
よ
り
迂
拙
の
任
と
は
思
わ
ぬ
が
、
現

状
の
ま
ふ
の
放
却
も
如
何
か
と
も
思
返
し
、
標
題
に
誌
す
ご
と
く
天
理
烏
丸
本
と
の
比
較
を
以
っ
て
解
題
と
も
つ
か
ぬ
報
告
に
代
え
る
次

第
で
あ
る
。

付

卦一回

訪日仙

本
書
は
既
述
の
ご
と
く
南
北
朝
期
の
古
紗
本
で
あ
る
が
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
に
至
る
経
由
の
間
に
黒
表
紙
の
洋
装

-2-



本
仕
立
に
改
装
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
何
時
の
事
か
明
ら
か
に
し
な
い
。
原
装
訂
は
恐
ら
く
綴
葉
装
の
上
下
二

帖
で
あ
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
。

現
装
訂
寸
法
は
、
堅
二
十
四
・
二
糎
、
横
十
六
・
六
糎
で
あ
る
。
そ
の
改
装
時
に
は
天
地
左
右
の
四
辺
は
裁
断
し
整
え
ら
れ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
か
、
下
辺
は
少
々
詰
屈
し
て
い
る
。

上
帖
と
下
帖
は
、
以
下
の
ご
と
く
梢
と
相
違
し
、
各
帖
書
写
者
も
異
る
か
の
印
象
を
受
け
る
。
ま
ず
、
料
紙
は
共
に
斐
紙
で
あ
る
が
、

上
帖
は
厚
手
、
下
帖
は
前
者
に
比
し
幾
分
薄
手
で
あ
り
、
且
つ
歌
本
文
上
下
に
押
界
を
施
し
て
い
る
。
字
面
高
さ
は
共
に
約
十
九
・
八
糎

前
後
で
あ
る
が
、
上
帖
は
毎
半
葉
八
行
で
あ
る
に
対
し
、
下
帖
は
九
行
に
、
詞
書
略
二
字
下
げ
、
作
者
名
、
歌
二
行
に
書
写
し
て
い
る
。

こ
の
書
写
状
況
よ
り
し
て
、

一
見
あ
る
い
は
両
帖
は
相
異
る
事
情
・
時
期
の
許
に
書
写
さ
れ
た
寄
合
書
の
ご
と
く
に
も
想
像
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
書
写
年
代
、
叉
筆
者
も
書
写
過
程
に
起
り
が
ち
な
小
異
の
印
象
を
去
れ
ば
殆
ん
ど
同
じ
く
し
て
、
略
同
一
時
期
に
同
一

筆
写
者
に
よ
る
書
写
本
で
あ
り
、
両
帖
の
行
数
の
相
違
、
押
界
の
存
否
等
は
、
下
帖
に
移
る
に
伴
い
料
紙
の
変
更
、
叉
、
撰
者
名
注
記
・

作
者
勘
物
な
ど
を
考
慮
し
て
の
偶
と
の
変
化
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
ひ
と
ま
ず
推
測
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

外
題
・
題
策
等
は
既
に
亡
侠
し
、
上
帖
は
一
扉
(
遊
紙
)
に
、
「
新
古
今
和
歌
集
」
(
左
肩
別
筆
補
)
、
「
上
巻
」
(
中
央
別
筆
補
)
、
下
帖
は
、
後

補
格
紙
に
、
「
新
古
今
和
歌
集

下
巻
」
(
左
肩
別
筆
補
)
と
目
安
と
し
て
新
し
く
打
付
書
き
し
て
い
る
。

内
題
、
「
新
古
今
和
詩
集
巻
第
一
ハ

1
3

十
五
j
廿
、
巻
第
二

i
六
・
十
・
十
四
は
「
謂
」
字
に
作
る
。

春
寄
上

(
1釈
教
奇
)
」
と
誌
す
。
但
し
、
部
立
の
「
寄
」
字
は
巻
第
一
・
十
一

i
十
三
・

本
書
は
、
巻
第
七
j
九
の
三
巻

l
賀
歌
・
哀
傷
歌
・
離
別
歌
ー
を
欠
落
し
、
叉
、
以
下
の
ご
と
く
落
丁
・
切
取
り
が
散
見
さ
れ
る
。
上

下
帖
の
丁
数
を
併
せ
誌
す
。
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上
帖

本
文
墨
付
一
八
二
丁
、
真
名
序
・
仮
名
序

i
一
丁
オ

i
一
二
丁
オ
!
、
自
巻
第
一
春
寄
上
至
巻
第
六
冬
詩
!
二
二
丁
オ
;
一
七

七
丁
オ

l
、
奥
書
J
一
七
八
丁
オ
;
一
八
三
丁
オ
、
但
し
一
八
一
・
二
丁
の
間
に
白
紙
一
丁

i
。

落
丁
は
、

一
七
二
丁
と
次
葉
の
問
、
冬
詞
六
八
六
詞
書
よ
り
同
一
ハ
八
九
歌
ま
で
の
約
一
葉
分
で
あ
る
。

下
帖

本
文
墨
付
二
四
二
丁
、
自
巻
第
十
爵
旅
謂
至
巻
第
廿
釈
教
寄

i
一
丁
オ

1
一
一
二
八
丁
ウ
l
、
奥
書
l
二
二
九
了
オ

1
二
四
二
了

ウ下
帖
の
落
丁
・
切
取
り
等
は
十
余
ケ
処
に
豆
り
散
見
さ
れ
る
。

一
O
丁
と
次
葉
の
問
、
蕗
旅
詩
九
一
一
一
九
作
者
名
よ
り
同
九
四
一
一
一
歌
上
旬
ま
で
の
約
一
葉
。

一
八
丁
と
次
葉
の
問
、
覇
旅
詩
九
八
一
歌
下
旬
よ
り
同
九
八
九
巻
末
歌
ま
で
の
約
一
葉
。

二
六
丁
と
次
葉
の
問
、
恋
一
骨
一
、
一
O
毛
詞
書
後
半
よ
り
同
一
O
一
一
ニ
作
者
名
ま
で
の
約
一
葉
。

八
四
丁
と
次
葉
の
問
、
恋
詩
四
、
一
一
一
一
実
歌
下
旬
よ
り
同
一
一
一
三
詞
書
尾
辺
ま
で
の
約
一
葉
。

九

O
丁
裏
余
白
、
即
ち
恋
一
骨
五
、
一
一
ニ
ゴ
一
八
作
者
名
よ
り
同
一
一
一
一
四
O

歌
ま
で
で
あ
る
。
本
書
は
一
紙
両
面
書
き
で
あ
る
の
で
書
写
状
況
不
審
。

備
忘
ノ
!
ト
に
は
、
同
巻
首
表
模
写
欺
、
同
裏
余
白
残
紙
に
一
畏
打
す
、
と
誌
す
。

一
一
二
丁
と
次
葉
の
問
、
雑
一
母
上
一
四
五
五
詞
書
後
半
よ
り
同
一
四
五
七
詞
書
冒
頭
ま
で
の
約
一
葉
。

一
一
五
丁
と
次
葉
の
問
、
雑
帯
上
一
四
六
七
歌
よ
り
同
一
四
吉
一
詞
書
前
半
ま
で
の
約
一
葉
。

一
三
三
丁
と
次
葉
の
問
、
雑
一
母
上
一
五
四
忠
歌
よ
り
同
一
歪
ο詞
書
前
半
ま
で
の
約
一
葉
。

一
四
こ
丁
と
次
葉
の
問
、
雑
一
苛
上
一
正
八
七
巻
末
歌
下
旬
、

一
葉
。

一
四
四
了
と
次
葉
の
問
、
雑
寄
中
一
五
九
八
歌
下
旬
よ
り
同
一
六
O
一
一
一
詞
書
ま
で
の
約
一
葉
。
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一
四
八
丁
表
五
行
よ
り
同
丁
一
畏
五
行
ま
で
、
雑
豆
町
中
一
六
二
〈
作
者
名
よ
り
一
六
一
八
歌
ま
で
を
切
取
っ
て
い
る
。
即
ち
綴
目
よ
り
表
一
畏
各
四
行

を
残
し
、
表
五
行
裏
五
行
を
逸
し
て
い
石
。

一
九
四
丁
と
次
葉
の
問
、
雑
豆
町
下
一
八
一
三
一
歌
下
旬
よ
り
同
一
八
一
毛
詞
書
冒
頭
ま
で
の
約
一
葉
。

二
二
二
丁
表
六
行
よ
り
同
裏
四
行
ま
で
、
釈
教
寄
一
九
四
九
歌
よ
り
一
九
五
一
詞
書
ま
で
を
切
取
る
。
即
ち
同
丁
綴
目
よ
り
表
裏
各
五
行
を
と
ど

め
、
表
四
行
裏
四
行
を
欠
い
て
い
る
。

巻
第
七
j
九
の
欠
巻
は
と
も
か
く
と
し
て
、
上
掲
の
落
丁
・
哉
除
は
伝
来
の
間
の
偶
発
的
な
痕
跡
と
み
る
よ
り
も
寧
ろ
古
筆
断
簡
と
し

て
裁
断
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
既
に
本
集
古
鈴
本
と
し
て
の
音
ω
義
が
見
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

猶
、
本
書
に
は
別
融
の
三
箇
処
を
細
補
じ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
他
本
文
と
同
筆
と
見
受
け
ら
れ
、
書
写
後
の
誤
脱
を
補
訂
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

本
書
は
前
書
き
し
た
ご
と
く
、
ハ
円
隠
岐
本
系
奥
書
、
。
同
撰
抄
歌
符
、
同
撰
者
名
注
記
、
帥
作
者
勘
物
、
等
が
克
明
に
書
写
さ
れ
、
隠

岐
本
系
古
紗
一
本
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
で
右
記
の
次
第
に
従
い
略
言
及
又
は
詳
記
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

印
記
、
両
帖
巻
首
に
「
宮
城
中
/
学
校
図
/
書
之
印
」
(
方
形
大
型
朱
印
)
、
両
帖
一
扉
に
「
第
二
高
/
等
学
/
校
図
書
」
(
方
形
大
型
朱
印
)
、

と
二
頼
を
捺
す
が
、
伝
来
の
旧
蔵
者
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

註
秋
諦
下
回
六
八
番
贈
左
大
臣
長
実
歌

保
の
野
の
く
さ
は
を
し
な
み
を
く
露
に
ぬ
れ
て
や
人
の
た
つ
ね
ゆ
く
ら
ん

巻
第
五

巻
第
六

先

詩

さ
一
九
番
守
覚
法
親
王
歌
・
言
一
O
詞
書
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ヘ
ハ
朱
〉

む
か
し
お
も
ふ
さ
よ
の
ね
さ
め
の
と
こ
さ
え
て
涙
も
こ
ほ
る
そ
で
の
う
へ
か
な

百
首
寄
た
て
ま
つ
り

L
時

悶
冬
詩

ヘ
〈
朱
〉

み
な
か
み
や
た
え
/
¥
こ
ほ
る
い
は
ま
よ
り
き
ょ
た
き
か
は
に
の
こ
る
し
ら
波

合
一
四
番
摂
政
太
政
大
臣
歌
・
一
ハ
一
霊
詞
書

百
首
寄
た
て
ま
つ
り
し
時

以
上
、
一
二
箇
処
で
あ
る
。

tミ
奥

書

本
書
の
奥
書
は
、
既
述
の
ご
と
く
上
帖
は
巻
第
七
・
八
・
九
の
両
三
巻
が
落
失
し
、
所
謂
隠
岐
本
系
に
見
ら
れ
る
巻
第
す
巻
尾
に
書
写

さ
れ
て
い
る
前
半
奥
書
部
分
は
、
巻
第
六
冬
謂
の
末
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
下
帖
は
、
通
常
巻
第
と
異
り
梢
と
変
則
的
に
巻
第
十
属
旅
詞

に
は
じ
ま
り
全
十
一
巻
を
以
て
構
成
さ
れ
、
後
半
部
奥
書
は
当
然
の
事
な
が
ら
集
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。

次
掲
す
る
本
書
奥
書
に
於
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
隠
岐
本
系
諸
本
の
中
で
は
、
就
中
〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕
期
写
本
で
あ
る
天
理
図
書
館

蔵
本
の
そ
れ
と
同
じ
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、

且
つ
本
書
が
天
理
本
に
相
接
す
る
時
期
の
古
鈴
木
た
る
と
共
に
、
該
本
に
於
け
る
上
帖
末
の

註
一

前
半
部
奥
書
に
所
見
す
る
欠
落
部
を
本
書
が
存
し
、
そ
の
全
貌
を
補
完
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
理
本
系
の
一
部
補
足
に
と
ど

ま
ら
ず
、
同
本
系
の
奥
書
が
提
示
し
て
い
る
紛
雑
す
る
書
写
経
由
に
終
止
符
的
な
意
義
ー
を
留
保
す
る
も
の
で
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
も
あ
る
。

先
ず
、
そ
の
奥
書
を
全
掲
す
る
。
叉
、
，
以
下
に
天
理
本
奥
書
に
言
及
の
必
要
上
、
そ
の
右
傍
に
該
本
の
異
同
を
細
書
し
た
。
但
し
、
そ

の
校
記
は
漢
字
・
仮
名
、
仮
名
遣
い
等
の
小
異
は
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
叉
、
各
奥
書
の
頭
首
に
、
そ
の
次
第
番
号
・
略
符
を
私
に
付

-6-



し
た
の
は
、
両
帖
相
互
の
対
比
を
略
示
す
る
た
め
で
あ
る
。

=u 
書早
本会上
云シ帖

末
奥
書

t 

下
賜
御
本
書
之
詑

承
元
三
年
五
月
十
二
日

在
判

勅
定
被
直
改
之
記
一
社
』

2 

『同
以早七
宮長月
内シ廿

卿 二
家日
隆依

皇重
本
1;坦k
I氾

書
写
之
ア

新
本
者
是
賜

上
皇
御
本
被
書
写
之
後
/
依
重

宣
旨
所
と
被
直
之
正
其
草
本
即
/
上
皇
召
此
本
令
書
写
之
御
一

f
弥
為
備
/
証

=司

本草本
云会数

シ度
校
メ』
口

可
税、

巴=
」ー

178 
オ

3 

延
応
元
年
四
月
九
日
以
梶
井
宮
御
所
御
本
、
/
一
交
了
彼
御
本
云
以
証
本
五
度
校
合

7
』

品
下
ナ
シ

『
定
長
'
四
年
二
月
甘
一
日
以
或
誌
本
所
令
書
〆
写
也
』
」
(
問
ウ
〉

4 5 

〈
三
行
余
白
〉

『
立
与
畑
暫
今
集
は
い
に
し
一
克
久
の
比
/
を
ひ
護
所
の
と
も
か
ら
に
お
ほ
せ
て
/
ふ
る
き
い
ま
の
歌
を
あ
っ
ぞ
め
て
そ

の
/
上
み
つ
か
ら
え
ら
ひ
さ
た
め
て
よ
り
こ
の
/
か
た
い
ヘ
ミ
と
の
も
て
あ
そ
ひ
も
の
と
L

/
て
み
そ
ち
あ
ま
り
の
は
る
娠
を

す
き
に
/
た
れ
は
い
ま
さ
ら
あ
ら
た
む
へ
き
に
は
/
あ
ら
ね
と
も
し
っ
か
に
こ
れ
を
み
る
に
」
〈
川
オ
)
思
と
の
風
情
ふ
る
き
も

あ
た
ら
し
き
も
/
わ
き
か
た
く
し
な
/
¥
の
よ
み
人
た
か
き
/
い
や
し
き
も
す
で
か
た
く
し
て
あ
っ
/
め
た
る
と
こ
ろ
の
膏
ふ

-7--



た
ち
t
A

な
り
か
す
/
の
お
ほ
か
る
に
つ
け
て
は
う
た
こ
と
に
い
ふ
/
な
る
に
し
も
あ
ら
す
そ
の
う
ち
み
つ
/
か
ら
か
寄
を
い
れ

た
る
こ
と
三
十
首
に
あ
/
ま
れ
り
み
ち
に
ふ
け
る
お
も
ひ
ふ
か
し
と
い
」

(mウ
)
ふ
と
も
い
か
て
か
集
の
や
つ
れ
を
か
へ
り
/

見
さ
る
へ
き
お
ほ
よ
そ
た
ま
の
う
て
な
/
風
や
は
ら
か
な
り
し
む
か
し
は
』
な
を
の
へ
の
/
く
さ
し
け
き
こ
と
わ
き
に
も
ま
き

れ
/
き
い
さ
こ
の
か
と
月
し
っ
か
な
る
い
ま
は
/
か
へ
り
で
も
り
の
こ
す
ゑ
ふ
か
き
い
ろ
を
/
わ
き
ま
へ
つ
へ
し
む
か
し
よ
り

集
を
抄
/
す
る
こ
と
は
そ
の
跡
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
れ
は
」
(
附
オ
〉
す
へ
か
ら
く
こ
れ
を
抄
し
い
た
す
へ
し
と
/
い
へ
と
も
摂

政
太
政
大
臣
に
勅
し
て
/
仮
名
の
序
を
た
て
ま
つ
ら
し
め
た
り
/
き
す
な
は
ち
こ
の
集
の
詮
と
す
し
か
/
る
を
こ
れ
を
抄
せ
し

め
は
も
と
の
序
を
/
か
よ
は
し
も
ち
ゐ
る
へ
き
に
あ
ら
す
こ
れ
に
/
よ
り
で
す
へ
て
の
歌
な
い
し
愚
詠
の
か
す
/
は
か
り
を
あ

ら
た
め
な
を
す
し
か
」
ハ
則
ウ
)
/
の
み
な
ら
す
さ
き
/
¥
の
歌
の
中
か
さ
/
ね
て
千
歌
む
も
斗
ち
を
え
ら
ひ
て
は
た
/
ま
き
と

す
た
ち
ま
ち
に
も
と
の
集
を
す
/
つ
へ
き
に
あ
ら
ね
と
も
さ
ら
に
あ
ら
た
め
か
/
け
る
は
す
く
れ
た
る
へ
し
あ
ま
の
う
き
は
/

し
の
む
か
し
を
き
ふ
わ
た
り
ゃ
へ
か
き
/
の
雲
の
い
ろ
に
そ
ま
む
と
も
か
ら
は
こ
れ
/
を
ふ
か
き
ま
こ
と
に
ひ
ら
き
っ
た
ヘ

て
/
は
る
か
な
る
ょ
に
の
こ
せ
と
な
り
」
(
則
オ
〉

書
本
云

6 

此
新
古
今
者
竹
馬
之
時
以
御
室
御
本
/
所
信
書
写
也

本

延
応
一
克
年
十
一
月
十
六
日
以
或
貴
所
御
所
/
長
一
一
範
能
と
校
合
了
不
合
点
寄
者
於
遠
/
所
被
出
寄
也

仁
治
四
年
ご
月
比
以
京
極
中
納
言
入
道
自
筆
/
本
校
合
上
之
注
写
之
早
」

(mウ
)

7 8 9 

(
一
八
二
丁
表
裏
白
紙
〉

年

四

平

建
長
四
季
三
月
廿
二
日
以
大
夫
阿
関
梨
/
円
嘉
之
自
筆
本
校
合
阜
市
朱
点
/
上
之
注
同
以
付
之
了
抄
序
者
此
本
/
難
有
端
依
無
其

-8-



-処所
下 奥
帖 令
末書
奥 写
書了

L_ 

オ

書
本
云

下
賜
御
本
書
之
詑

承
元
三
年
五
月
十
二
日

在
判

同
七
月
廿
二
日
依
重

勅
定
被
直
改
之

己
上
書
本

2' 

以
宮
内
卿
家
隆
自
筆
本
憶
書
写
之
了
」
(
別
オ
)

新
本
者
是
賜

上
皇
御
本
被
書
写
之
後
/
依
重

上
皇
召
此
本
令
書
写
之
御
戸
弥
為
/
備
証
本
数
度
校
合
可
秘
と
と
り
と
」
(
別
ウ
〉

也
r-.. / 

約即
四
行
余
白

宣
旨
所
と
被
直
之
正
其
草
本

3' 

手

平

延
応
元
年
四
月
九
日
以
梶
井
宮
御
所
/
御
本
一
校
了
井
作
者
名
注
了
彼
御
本
云
/
以
証
本
五
度
校
合
了
」

(mz

〈
約
五
行
及
同
一
義
余
白
)

a 

新
古
今
被
直
事

春
下

ナ
V

大
神
宮
に
百
首
豆
町
た
て
ま
つ
り
侍
し
な
か
に

い
か
に
せ
ん
ょ
に
ふ
る
な
か
め
し
は
の
と
に
う
つ
ろ
ふ
は
な
の
は
る
の
く
れ
か
た

太
上
天
皇

秋
上

-9-



同
詞

」

〈

mオ
一
)

あ
さ
っ
ゅ
の
を
か
の
か
や
は
ら
や
ま
か
せ
に
み
た
れ
て
も
の
は
あ
き
そ
か
な
し
き

以

、
己
上
二
首
被
出
之

秋
下

御
製

さ
ひ
し
さ
は
み
や
ま
の
あ
き
の
あ
さ
く
も
り

可
被
切
入

寂
蓮
寄

む
ら
さ
め
の
つ
ゆ
も
ま
た
ひ
ぬ
ま
き
の
は
に

此
寄
下

左
衛
門
督
通
光

あ
け
ほ
の
や
か
は
せ
の
な
み
の
た
か
せ
ふ
ね

此
寄
上

恋
高
三

た
の
め
す
は
人
を
ま
っ
ち
の
や
ま
な
り
と

可
被
切
入

」
(
剖
ウ
)

定
家
つ
ら
き
あ
ら
し
の
声
も
う
し
下

故
摂
政

な
に
ゆ
へ
と
お
も
ひ
も
い
れ
ぬ
ゆ
ふ
へ
た
に
上

-10 -
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(
一
行
余
白
)

b 

此
集
者
拾
遺
三
品
定
家
卿
以
自
筆
/
所
令
書
献
御
室
也
其
後
叉
有
取
/
捨
事
被
直
改
之
間
如
此
令
注
進
/
之
処
叉
遺
彼
人
之

許
悉
被
直
」

(mウ
)
定
了

7' 

(
一
行
余
白
)

之

延
応
元
年
十
一
月
廿
一
一
一
日
以
前
内
大
臣
家
/
御
本
一
範
に
位
能
と
令
校
合
了
但
於
/
合
点
者
於
隠
岐
令
抄
御
と
本
之
定
也
/
合
点
之

外
者
被
捨
寄
也

※ 

書
写
本
一
広
校
合
本
芳
秘
蔵
者
也
努
」
(
邸
オ
)
力
/
¥
不
及
外
見

平

定
家
卿
書
進
御
室
以
件
本
/
書
写
了
」
(
邸
ウ
)

在
判

6' 

(
約
三
・
四
行
余
白
)

c 

定
家
卿
消
息
云

新
古
今
直
付
進
上
之
狼
籍
鳥
跡
無
/
左
右
被
召
留
候
之
条
猶
と
恥
辱
面
/
目
両
方
相
兼
候
於
今
者
随
分
此
集
/
証
本
候
欺
外
題
事

言

於
如
此
物
者
為
僻
/
字
等
不
候
以
不
思
議
手
跡
書
付
候
事
」
(
捌
オ
)
雄
其
数
候
外
題
者
今
一
重
片
腸
痛
/
候
之
間
生
涯
未
試
候
比

興
候
之
故
乍
恐
/
所
進
上
候
也
得
御
意
可
然
之
様
可
被
加
/
御
詞
候
也
恐
と
謹
言

八
月
一
日

定
家

僧
都
御
房

L

(
別
ウ
)

(
一
行
余
白
)

8' 

寛
一
克
と
年
六
月
十
六
日
以
京
極
/
中
納
言
入
道
定
家
真
筆
之
本
/
校
合
了
此
本
努
可
令
秘
蔵
本
也

-11-



在
判
」
(
加
オ
)

(
約
二
・
一
一
一
行
及
同
一
畏
余
白
)

9' 

平

建
長
四
年
三
月
廿
七
日
以
大
夫
阿
閣
梨
/
円
嘉
之
自
筆
本
校
合
了
」
(
制
オ
)

d 

(
約
一
二
・
四
行
及
同
一
畏
余
白
〉

7
 

以
家
長
朝
臣
自
筆
本
校
合
平
件
本
奥
書
云

七
敗

1
天
ナ
ン

建
仁
元
年
十
月
和
寄
可
撰
進
之
由
被
仰
下
六
人
/
嫡
限
腕
鯨
腕
敵
同
二
年
七
月
寂
蓮
法
師
入
減
/
の
五
人
撰
之
同
一
一
一
年
十
一
月
廿
コ
一

日
入
道
三
品
/
釈
阿
賜
賀
九
十
葬
/
次
年
十
一
月
/
入
誠
九
十
一
於
和
一
骨
所
有
此
事
」
(
問
オ
)

統

子
細
注
別
帯
元
久
元
年
各
撰
進
五
人
撰
/
進
之
後
委
皆
叡
覧
有
御
点
於
和
寄
所
/
部
類
五
人
撰
者
各
参
会
毎
日
終
日
宗
宣
/
以

部

経
清
範
同
参
会
書
写
之
一
克
久
二
年
/
披
露
阜
清
書
後
京
極
殿
令
承
之
給
」
(
町
ワ
)
夏
目
マ
テ
御
書
写
之
間
御
頓
減
早

平

仮

名

序

後

京

極

殿

真

名

序

権

中

納

言

親

経

卿

ノ

承

之

勅

定

御

了

」

(

別

オ

)

元
久
元
年
各
直
令
蒙

(
約
二
・
三
行
及
同
裏
余
白
〉

e 

建
保
主
一
年
丙
子
十
二
月
日
清
書
し
侍
ぬ
/
比
本
以
御
本
於
和
一
骨
所
馳
筆
之
問
/
外
見
か
へ
す
/
¥
み
く
る
し
き
さ
/
ま
な
れ
は

か
さ
ね
て
手
自
清
書
し
侍
/
ぬ
る
に
な
む
た
t
A

し
此
も
外
見
/
更
/
¥
あ
る
ま
し
け
れ
は
た
L
元
久
L

ハ
加
オ
)
/
元
年
の
こ
ろ
和

高
所
の
関
閣
に
/
な
り
侍
て
こ
の
集
え
ら
は
れ
侍
し
/
こ
と
は
し
め
よ
り
撰
者
逮
の
も
と
へ
/
ひ
ま
な
く
仰
ら
る
ふ
事
も
叉
申
/

(
別
ウ
〉

叡
覧
あ
り
て
御
点
あ
り
て
/
五

こ
と
も
し
侍
し
の
ち
え
ら
ひ
て
/
ま
い
ら
せ
て
の
ち
は
ま
た
そ
れ
を
こ
」

人
の
寄
と
も
一
品
開
類
の
ほ
と
は
/
撰
者
達
五
人
な
か
ら
日
こ
と
に
和
寄
所
/
に
ま
い
り
で
ひ
め
も
す
に
候
へ
は
ひ
わ
り
こ
/
く

部

た
も
の
な
と
お
の
/
¥
め
し
ょ
せ
あ
け
」
(
別
オ
〉
た
て
は
く
る
ふ
を
か
き
り
に
て
日
類
/
侍
て
の
ち
寛
宴
を
こ
な
は
れ
侍
き
/
そ

と
/
¥
く

-12-



の
よ
は
御
遊
叉
和
帯
の
会
な
と
/
侍
き
さ
て
披
露
侍
し
ほ
と
に
そ
の
斗
/
ち
お
ふ
く
寄
と
も
い
た
さ
れ
ま
た
い
」

ナ
シ

る
ふ
こ
と
侍
り
寛
宴
之
後
の
/
寄
か
く
出
入
せ
ら
る
ふ
も
し
ら
す
/
出
入
以
前
の
本
を
お
の
つ
か
ら
か
き
て
/
あ
ら
ん
事
は
あ
さ

ま
し
き
ひ
か
こ
/
と
あ
る
本
な
る
へ
し
か
る
か
ゆ
ヘ
に
/
い
た
さ
る
ふ
う
た
と
も
右
ニ
し
る
し
」
(
加
オ
)
を
く
の
ち
に
い
れ
ら

み
ia

る
斗
耳
町
と
も
は
/
年
号
た
し
か
に
侍
寂
勝
四
天
王
院
の
/
障
子
な
と
に
か
ふ
れ
た
る
寄
そ
の
/
ほ
か
も
少
と
侍
か
く
れ
あ
る
ま
し

ナ
シ

/
こ
れ
ら
み
な
さ
た
ま
り
て
の
ち
こ
の
/
清
書
は
し
て
侍
れ
は
御
本
に
い
さ
t

こ

の

天

ア

リ

ナ

シ

こ
れ
に
た
か
は
ん
本
内
わ
ろ
き
/
本
と
末
代
人
お
も
ふ
ヘ
し
あ
な
/
か
し
こ
/
¥

(
川
ウ
)
れ
ら

(
加
ウ
)
か
も
か
は
る
と
こ
ろ
あ
る
ま
し
/

建
保
四
年
十
二
月
廿
六
日

和
寄
所
開
閤
正
五
位
下
行
備
前
守
源
朝
臣

〈
加
オ
)

在
判
」

f 

宝
治
元
年
三
月
廿
三
日
左
近
大
夫
/
将
監
源
朝
臣
家
棟
自
手

ナ
シ

/
院
御
所
上
北
面
所
伝
得
之
也

左
兵
衛
権
少
尉
源
盛
棟
」

(
加
ウ
)

こ
の
掲
出
し
た
奥
書
群
は
書
写
・
校
異
・
政
文
・
識
語
等
と
諸
般
に
わ
た
り
、
本
集
の
成
立
、
切
継
、
伝
流
、
そ
の
他
多
岐
に
お
よ
ぶ

諸
と
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
当
面
す
る
隠
岐
本
系
の
一
流
た
る
所
謂
烏
丸
本
の
形
成
経
過
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
そ
の
本

文
の
基
底
を
な
す
祖
本
の
認
定
と
其
後
の
校
合
、
移
点
、
転
注
の
経
過
を
解
明
す
る
二
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
関

す
る
争
点
は
詰
る
と
こ
ろ
此
の
烏
丸
本
系
の
原
拠
た
る
祖
本
が
、

ω承
元
三
年
月
日
の
年
紀
を
誌
す
定
家
本
系
か
、
又
は
、
例
上
掲
の
2

r奥
書
に
載
す
る
宮
内
卿
家
隆
自
筆
本
系
か
に
逢
着
し
、

そ
の
検
証
の
是
非
に
帰
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

註
二

現
在
の
資
料
上
か
ら
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
後
藤
重
郎
氏
の
「
烏
丸
本
新
古
今
和
歌
集
奥
書
に
関
す
る
問
題
」
に
て
巨
細
に
わ
た
る
詳
密
な
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論
証
結
果
が
殆
ん
ど
其
億
に
最
も
妥
当
性
あ
る
結
論
と
し
て
受
け
入
れ
ら
る
べ
き
と
勘
案
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
M
W
の
起
点
で
あ
る
。

今
、
上
掲
本
の
奥
書
群
の
対
処
も
叉
氏
の
御
論
証
に
沿
っ
て
疏
と
な
が
ら
略
記
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

倍
、
本
音
一
日
奥
書
が
天
理
本
を
補
綴
す
る
の
は
上
掲
奥
書
中
、
上
帖
に
於
け
る
1
・
2
・
3
・
4
の
各
奥
書
と
隠
岐
本
政
文
の
前
半
部
で

あ
る
。
其
他
小
異
は
傍
記
校
異
に
見
る
ご
と
く
極
く
些
細
の
事
柄
と
し
て
対
処
さ
れ
、
参
考
ま
で
に
注
付
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
叉
、

天
理
本
に
所
見
す
る
、
僧
弁
実
以
下
、
鶴
丸
・
満
義
・
冬
光
等
の
相
伝
奥
書
は
本
書
に
は
存
し
な
い
が
、
直
接
に
は
本
書
と
無
関
係
と
考

え
言
及
を
省
く
こ
と
に
す
る
。

此
処
で
、
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

本
書
に
よ
る
補
足
奥
書
を
以
っ
て
所
謂
烏
丸
木
系
上
下
両
帖
は
、

i
i
f

、

i!

，，、

}
9
f

、
-
-

4
E
4
4
4
E
q
4
4
4
n
L
q
M
4
l
w
q
u
s
、

t
v、
7
3
T、
8
1
r、
g
t
y、
と
対
称
し
並
記
さ
れ
た
形
態
が
烏
丸
本
系
本
来
の
祖
形
で
あ
っ
た
の
が
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
就

中
、
上
帖
4
の
奥
書
は
後
述
す
る
が
本
系
統
本
の
底
本
と
校
合
諸
本
と
の
関
聯
を
明
示
す
る
要
諦
と
も
な
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
あ
ら
た
め
、
後
藤
氏
の
論
証
を
確
認
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
烏
丸
本
系
本
文
の
祖
形
と
な
る
依
拠
原
本
に
就
い
て
右
奥
書
群
か
ら
抽
出
す
る
と
、
上
帖
の

1

・2・

3
・
4
と
そ
れ
に
相

詮
三

対
応
す
る
下
帖
の

V
-
r
-
Y、
と
な
る
。

1
・
V
は
定
家
又
は
家
隆
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
は
猶
存
疑
あ
る
と
す
る
も
、
本
書
奥
書
の

2
乃
至

r
に
記
す
「
宮
内
卿
家
隆
自
筆
本
」
即
ち
依
拠
底
本
の
記
事
を
指
す
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
同
首
尾
に

現
状
か
ら
す
れ
ば
、

「
書
本
一
広
」
「
緊
」
と
付
記
す
る
の
も
依
拠
本
の
記
を
書
写
に
当
り
、
家
隆
自
筆
本
に
は
か
く
識
語
が
追
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
冒
頭
に
断

り
誌
し
た
も
の
と
素
朴
に
受
け
と
る
こ
と
は
出
来
が
た
い
と
の
一
方
の
推
測
も
否
定
し
が
た
い
も
の
も
あ
る
が
!
し
か
し
、
そ
の
真
偽
は

叉
別
と
し
て

i
。
と
す
れ
ば
、

2
・
r
は
1
・
V
の
記
を
継
承
す
る
書
写
と
、
問
書
の
改
直
の
経
過
を
記
す
説
明
、
即
ち
上
皇
下
賜
御
本

↓
家
隆
書
写
↓
被
直
革
本
と
経
て
上
皇
令
写
本
に
至
る
由
来
の
付
加
で
あ
る
。
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次
い
で
、

3
・

y
の
奥
書
は
「
延
応
元
年
四
月
九
日
」
に
「
梶
井
宮
御
所
御
本
」
を
以
っ
て
一
校
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
校

合
は
2
・

r
の
「
:
:
:
自
筆
本
憶
書
写
之
了
」
の
時
期
と
如
何
様
に
係
る
か
で
あ
る
。

一
般
の
そ
れ
と
し
て
は
、
底
本
書
写
、
他
本
校
合

は
自
ら
歳
次
を
程
隔
て
ず
し
て
同
一
筆
写
者
叉
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
の
手
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
仮
り
に
此
慣
例
を
本
奥
書
に
も
充
当

す
る
と
、
延
応
元
年
同
N
S
四
月
の
頃
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
2
・

r
の
書
写
の
こ
と
が
了
り
、
同
記
に
見
る
改
直
経
過
が
追
補
さ
れ
た
、
そ
れ

は
即
ち
1
・
V
の
「
書
本
」
の
補
説
的
な
識
語
で
あ
っ
た
、
と
推
論
す
る
こ
と
は
果
し
て
無
理
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
か
く
も
、
所
謂
烏
丸
本
系
本
文
の
基
底
は
、
上
下
両
帖
に
併
記
さ
れ
る
右
記
述
か
ら
は
、
家
隆
自
筆
本
系
本
文
を
書
承
し
梶
井
宮

御
所
本
に
依
る
校
合
本
で
あ
る
の
は
略
確
か
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
本
書
に
於
い
て
は
、
上
帖
に
4
の
奥
書
を
有
し
、
建
長
四
年
二
月
廿
一
日
に
或
証
本
を
以
っ
て
書
写
せ
し
め
た
こ
と
を
誌
し
て

い
る
。
「
或
証
本
」
と
は
、
前
記

1
1
3
・
M
l
i
y
の
奥
書
を
併
持
す
る
伝
存
本
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
下
帖
に
こ
れ
を
欠
く
の
理
由

は
不
審
で
あ
る
が
、

v
i
y
の
両
記
と
の
間
が
丁
を
改
め
書
写
さ
れ
て
い
る
の
を
参
考
す
る
と
、
或
は
本
書
に
聞
と
散
見
す
る
ご
と
く
、

そ
の
次
葉
を
侠
却
し
た
ご
と
き
こ
と
な
ど
も
臆
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
扱
措
き
、

天
理
本
に
上
帖
に
此
の

1
・
2
・
3
・
4
を

欠
く
の
は
、
次
の
隠
岐
本
政
文
前
半
と
共
に
恐
ら
く
落
丁
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
、

4
項
建
長
四
年
書
写
の
記
も
叉
存
し
、

上
下
両
帖
が
相
対
応
す
る
の
が
本
来
で
あ
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
建
長
四
年
二
月
廿
一
日
の
書
写
の
期
日
の
後
、

つ
い
で
同
年
三
月
廿
二
日

(
上
帖
)

(
下
帖
)

廿
七
日

に
大
夫
阿
閣
梨

円
嘉
自
筆
本
、
即
ち
定
家
本
系
(
奥
書
云
御
室
本
〉
の
校
合
、
更
に
年
紀
は
誌
さ
ぬ
が
家
長
本
系
に
よ
る
対
校
の
経
過
が
存
し
た
の
が
、
所

謂
烏
丸
本
系
諸
本
の
祖
本
形
態
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
も
本
書
上
帖
の
1
1
4
項
の
奥
書
の
伝
存

意
義
は
砂
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
第
二
の
奥
書
群
は
、
後
藤
氏
の
御
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
校
合
本
、
大
夫
阿
閣
梨
円
嘉
自
筆
本
に
見
る
書
写
校
合
の
経
由
を
誌
す

諸
本
奥
書
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
上
帖
5
1
8
及
び
下
帖
a
-
b
-
T
・
※
-
N
O

・
C
-
w
u

で
あ
る
。
上
帖
5
隠
岐
本
政
文
は
天
理
本
落
丁
を

補
う
の
ほ
か
、
天
理
本
と
の
異
同
は
既
述
校
記
し
た
ご
と
く
に
小
異
を
所
見
す
る
に
す
、
ぎ
な
い
。

且
つ
、
上
帖

6
・
7
・
8
・
9

は
又
下

帖
N
0

・
T
・引
0

・
V
と
相
対
応
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
上
帖
5
の
隠
岐
本
政
文
は
、
上
帖
9
尾
部
に
誌
す
「
雄
有
端
依
無
其
処
奥
令
書
写
了
」
の
記
に
て
巻
初
叉
は
巻
尾
に
書
写
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

6
・

r
に
云
う
定
家
自
筆
御
室
本
か
、
或
は
7
・
T
に
云
う
家
隆
真
筆
前
内
大
臣
(
基
家
欺
)

家
本
の
執
れ

か
で
あ
ろ
う
が
、
該
記
述
は
明
示
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
。

し
か
し
、

T
「
但
於
合
点
者
於
隠
岐
令
抄
御
と
本
之
定
也
」
の
記
か
ら
し
て
も

家
隆
本
に
存
し
た
も
の
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
の

6
・
V
の
両
奥
書
は
円
嘉
自
筆
本
に
載
す
る
も
の
と
す
る
と
、
円
嘉
本
の
底
本
は
、
定
家
が
御
室
に
「
童
日
進
」
し
た

i
v
j該
本

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
竹
馬
之
時

L
1
6
!と
往
昔
を
想
つ
て
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
書
写
者
は
、

9
・
f
の
記
「
円
嘉
之
自
筆
本
」

と
認
知
す
る
手
懸
り
は
、
僅
か
に
w
u
項
、
に
於
け
る
「
在
判
」
の
付
記
を
そ
れ
と
推
測
す
る
の
ほ
か
は
な
い
が
、

6
1
8
・
N
o
i
r
の
両
本

校
合
の
記
も
円
嘉
そ
の
人
の
手
に
か
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。
続
拾
遺
集
に
千
載
集
の
書
写
に
係
り
家
隆

一
読
四

と
の
交
渉
を
誌
す
の
詞
書
な
ど
を
看
る
と
、
右
の
書
写
・
校
合
の
当
事
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
氏
本
た
る
定
家
自
筆
御
室
本
に
は
、

a 

「
新
古
今
被
直
事
」
、

b
奥
書
、
そ
れ
に
c
僧
都
御
一
男
宛
「
定
家
卿
消
息
」
が
添
え
ら
れ

併
せ
て
転
写
し
た
の
で
あ
る
'
三
こ
ふ
に
一
五
う
御
室
本
の
実
体
は
、
後
藤
氏
の
詳
説
(
前
掲
書
)

さ
れ
る
b
奥
書
に
記
す
「
拾
遺
三
品
定

家
卿
」

の
呼
称
を
遠
り
問
題
を
提
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
そ
の
も
の
は
素
朴
に
文
脈
を
辿
れ
ば
、

a

叫
が
五

田
中
裕
氏
が
述
べ
ち
れ
る
ご
と
く
「
定
家
が
自
筆
本
を
御
室
に
献
じ
て
後
、

間
も
な
く
改
訂
の
こ

「
新
古
今
被
産
事
」
に
付
随
す
る

御
室
側
の
添
付
識
語
と
読
み
と
ら
れ
、
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と
が
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
注
進
し
た
の
が
(
一
〉

l
新
古
今
被
直
事
i

の
条
々
で
あ
」
っ
た
と
解
し
、

や
が
て
「
悉
被
直
定
了
」
の

事
を
追
記
し
た
と
。
天
理
本
は
四
首
い
ず
れ
も
載
録
し
、
切
出
歌
二
首
に
は
被
除
築
符
を
付
し
て
い
る
の
も
其
の
聞
の
事
情
を
語
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、
本
書
は
、
後
述
す
る
が
、
此
の
切
出
歌
二
首
は
既
に
被
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
し
か
し
、
後
述
す
る
ご
と

く
に
単
に
転
写
途
上
の
問
題
と
し
て
対
処
し
得
る
か
否
か
は
猶
決
め
が
た
い
も
の
が
残
る
。

つ
い
で
、

7
・
T
の
両
奥
書
は
前
記
書
写
本
文
に
対
す
る
第
一
次
校
合
と
も
云
う
べ
き
記
述
で
あ
り
、
延
応
元
年
】

Mg十
月
(
天
理
本
、

(
本
鉄
)

十
一
月
)
十
六
日
(
上
帖
〉
、
同
十
一
月
廿
三
日
(
下
帖
)
に
、
「
或
貴
所
御
所
」

1
7
1
・
「
前
内
大
臣
家
御
本
」

l
T
lた
る
家
隆
自
筆
本
に

て
「
能
と
校
合
」
を
了
っ
た
と
誌
し
、
隠
岐
に
於
て
「
合
点
」
、
「
抄
御
と
本
之
定
」
と
付
記
す
る
の
を
み
る
と
、
本
文
校
合
と
共
に
、
所

謂
隠
岐
本
の
眼
目
た
る
御
鳥
羽
院
撰
抄
歌
符
の
移
点
が
施
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
奥
書
文
面
よ
り
此
の
家
隆
本
の
実
体
は
測
り
が

た
い
が
、
や
は
り
同
合
点
符
を
付
さ
れ
た
形
態
の
本
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。
現
本
文
の
中
で
は
、
聞
と
作
者
に
つ
き
、
「
壬

生
自
筆
性
無
之

京
極
本
無
之
」
の
ご
と
き
朱
筆
校
記

l
後
述

l
を
所
見
す
る
が
、
厳
密
に
は
同
合
点
の
ほ
か
は
、
第
一
の
書
写
本
、
第

二
の
円
嘉
本
底
本
・
校
合
両
本

l
家
隆
本
・
京
極
中
納
言
入
道
本

l
と
の
識
別
は
困
難
で
あ
る
。
叉
、
既
述
し
た
ご
と
く
隠
岐
本
政
文
も

此
の
校
合
時
に
併
せ
転
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
両
奥
書
は
、
略
右
記
の
経
過
を
辿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
下
帖
の
両
記
は
上
帖
の
記
載
次
第
が
6
・
7
の
妥
当
な
序
列
に
対
し

て、

-
T
-
V
の
順
序
と
処
を
変
え
書
写
さ
れ
、
そ
の
不
審
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
理
本
、
本
書
共
に
一
・
二
字
下
げ
に
書
写

さ
れ
て
確
か
に
処
を
得
ぬ
が
ご
と
く
に
落
着
か
ぬ
感
を
拭
い
得
な
い
。
兎
角
の
臆
測
は
屋
上
屋
を
架
す
る
の
難
は
逃
れ
が
た
く
、
此
の
一

連
の
奥
書
群
を
円
嘉
本
奥
書
と
認
め
る
上
は
、
上
帖
の
経
過
を
辿
る
の
ほ
か
は
な
く
、
現
状
に
於
て
は
既
に
推
測
し
が
た
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
ど
下
帖
V
に
対
応
す
る
上
帖
6
の
記
中
「
此
新
古
今
者
竹
馬
之
時
」
と
あ
る
御
室
御
本
の
書
写
本
に
は
、

定
家
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白
筆
本
の
そ
れ
に
附
随
す
る

a

「
新
古
今
被
直
事
」
・

b
奥
書

-
T
奥
書
・

c
定
家
卿
消
息
が
添
査
一
一
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
で
も
あ
ろ
う

か
、
と
す
れ
ば
偶
発
的
な
結
果
と
し
て
其
の
転
写
本
な
ど
に
は
起
り
が
ち
な
こ
と
か
と
も
叉
し
て
臆
測
に
走
る
の
で
あ
る
。

次
の
、

8
・wo
の
両
記
は
、
上
帖
は
仁
治
四
年
目
立
ω
二
月
項
、
下
帖
は
同
年
二
月
二
十
六
日
改
元
、
寛
元
元
年
六
月
十
六
日
に
、
前
記

6・

V

の
円
嘉
本
底
本
た
る
定
家
本
と
は
異
る
京
極
中
納
言
入
道
自
筆
本
を
以
っ
て
各
帖
を
校
合
し
た
記
述
で
あ
ろ
う
。
上
帖
8
の
記
は

更
に
「
上
之
注
写
之
己
ご
と
追
補
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
理
本
・
本
音
一
同
等
に
所
見
す
る
撰
者
名
注
記
を
移
写
す
る
も
の
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
本
文
校
合
に
就
い
て
は
、
家
隆
本
同
様
に
、
「
京
極
自
筆
本
無
姓
」
の
ご
と
き
朱
校
を
散
見

す
る
の
ほ
か
に
現
在
そ
の
識
別
は
困
難
で
あ
る
。

如
上
の
書
写
校
合
を
経
由
し
た
の
が
大
夫
阿
閣
梨
円
嘉
自
筆
本
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
先
の
第
一
の
書
写
本
、
即
ち
梶

井
宮
御
所
本
の
校
合
を
経
た
家
隆
自
筆
本
に
対
し
て
校
合
を
加
え
た
の
が
此
の
円
嘉
本
で
あ
り
、
そ
の
校
合
日
付
は
建
長
四
年
目
N
m
N

の
三

月
廿
二
日
(
上
帖
〉
、
三
月
廿
七
。
日
(
下
帖
)
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

9
・
V
の
両
奥
書
で
あ
る
。
且
つ
、
上
帖
9
に
は
、
同
時
に
上
述
の

校
合
結
果
で
あ
る
「
朱
点
」
、
「
上
之
注
」
、
叉
「
抄
序
」
を
移
写
し
た
旨
を
一
括
再
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

叉
-
更
に
加
え
て
、
天
理
本
系
・
本
幸
一
一
回
は
第
二
次
の
校
合
本
と
し
て
家
長
本
を
選
び
、

d
家
長
自
筆
本
奥
書
、

e
建
保
四
年
十
二
月
廿

六
日
の
年
紀
を
誌
す
和
歌
所
開
閤
家
長
の
識
語
と
f
同
奥
書
・
識
語
の
源
盗
棟
に
至
る
相
伝
奥
書
と
を
併
せ
添
え
て
付
載
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
校
合
も
前
二
者
と
同
様
に
、
そ
の
跡
を
辿
る
の
は
殆
ん
ど
不
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
を
以
っ
て
、
本
書
の
上
下
両
帖
の
奥
書
群
は
終
り
、
天
理
本
系
に
所
見
す
る
相
伝
奥
書
は
全
て
記
載
し
て
い
な
い
。
が
、
両
者
一
回
奥

書
群
は
二
・
三
の
語
句
上
の
小
異
を
除
き
全
く
同
じ
く
し
、
そ
の
依
拠
す
る
処
も
叉
そ
の
源
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
想
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
し
て
、
本
書
が
天
理
本
に
比
し
、
そ
の
書
写
年
次
を
檎
と
降
る
と
し
て
も
略
同
時
代
の
古
紗
本
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
理
本
上
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帖
に
於
け
る
奥
書
群
起
首
の
侠
落
、
即
ち
1
1
4
を
補
綴
す
る
の
意
義
は
砂
く
な
い
。
既
述
し
た
ご
と
く
、
上
下
両
帖
に
相
対
応
す
る
元

来
の
奥
書
形
態
を
と
り
、
両
書
の
依
拠
底
本
に
関
す
る
第
一
群
の
奥
書
は
、
本
書
に
所
見
す
る
1
1
4
、

就
中
4
の
記
述
を
も
っ
て
更
に

検
証
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
一
天
理
本
系
の
転
写
本
中
、
書
陵
部
蔵
享
保
十
七
年
初
冬
烏
丸
光
栄
書
写
識
語
を
誌
す
烏
丸
本
の
上
帖
奥
書
群
に
於
て
、
天
理
本
侠
落
の
5

「隠

岐
本
政
文
」
前
半
部
が
存
し
て
補
綴
す
る
に
と
ど
ま
る
。

註
二
後
藤
重
郎
氏
「
新
古
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
」
第
六
章
第
四
節
塙
書
房
昭
和
四
十
三
年
三
月

註
三
後
藤
氏
は
前
掲
書
当
該
部
に
於
て
、
定
家
書
写
本
系
に
於
け
る
類
似
奥
書
、
即
ち
「
承
元
三
年
六
月
十
九
日
書
之
/
同
年
七
月
廿
二
日
依
重

(
也
)

勅
定
被
改
直
之
」
、
「
承
元
三
年
七
月
一
白
書
之
/
向
廿
二
日
重
勅
定
有
改
直
事
等
即
注
付
了
」
(
唐
招
提
寺
蔵
伝
正
徹
書
写
本
〉
、
の
記
を
挙
げ
て
論

及
さ
れ
‘
当
該
奥
書
を
家
隆
本
と
の
関
聯
に
於
て
の
み
把
え
ら
れ
う
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
、
「
現
在
の
資
料
を
以
て
し
て
は
そ
の
何
れ
と
も
決
し
得

な
い
」

F

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
後
考
を
侯
つ
も
の
で
あ
る
。

大
夫
阿
閤
梨
円
嘉
に
就
い
て
は
、
手
許
の
辞
典
類
に
依
る
の
ほ
か
寡
聞
に
し
て
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
「
大
江
氏
流
。
大
夫
阿
閤
梨
・
爪
木

阿
闇
梨
と
も
。
生
没
未
詳
。
僧
門
盛
の
子
。
叡
山
の
僧
」
と
の
事
で
あ
る
。
勅
撰
集
に
は
続
後
撰
集
雑
歌
中
に
初
出
、
以
下
、
続
拾
遺
集
雑
歌
上
、

統
一
千
載
集
罷
旅
歌
、
新
拾
遺
集
雑
歌
上
、
に
各
一
首
を
入
集
し
て
い
る
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
続
拾
遺
集
雑
歌
上
二
五
四
番
に
、

従
二
位
家
隆
千
載
集
か
か
せ
侍
り
け
る
を
、
っ
か
は
す
と
て
つ
つ
み
紙
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る

あ
と
と
め
で
と
は
る
る
か
ひ
も
あ
り
な
ま
し
昔
お
ぼ
ゆ
る
す
さ
び
な
り
せ
ば

註
四

円
嘉
法
師

返
し

従
二
位
家
隆

い
に
し
へ
の
な
が
れ
の
末
の
た
え
ぬ
か
な
か
き
っ
た
へ
た
る
水
ぐ
き
の
跡

と
、
家
隆
と
の
贈
答
を
看
る
。
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註
J五

阪
番
組
議
未
叢
卦
一
回
「
新
古
今
和
歌
集
局
丸
本
上
(
下
)

解
題
」

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
四
日

凸
V

隠
岐
本
撰
抄
歌
符

本
書
は
、
上
述
の
ご
と
く
、
所
謂
烏
丸
本
と
奥
書
群
を
同
じ
く
し
、
本
書
上
帖
の
補
欠
を
も
っ
て
完
備
す
る
、
と
推
定
さ
れ
る
。
従
つ

て
、
両
書
の
此
の
奥
書
群
の
源
は
、
そ
の
本
文
は
暫
く
措
き
、
共
通
祖
本
を
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
現
在
そ
の
伝
存
本
は

聞
く
と
こ
ろ
で
な
い
と
す
る
と
、
本
書
4
記
「
建
長
四
年
二
月
廿
一
日
」
に
或
証
本
に
て
書
写
の
後
、
両
書
の
9
・
V
記
に
見
る
同
年

の

「
二
一
月
廿
二
日
」
(
上
帖
)
、
「
三
月
廿
七
日
」
(
下
帖
)
、

円
嘉
本
校
合
を
以
っ
て
此
の
烏
丸
本
奥
書
群
は
、
本
書
の
ご
と
き
形
態
と
成

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
両
書
は
円
嘉
本
奥
書
に
記
す
が
ご
と
く
、
隠
岐
本
撰
抄
歌
符
、
撰
者
名
注
記
を
共
有
し
、

且
つ
極
め
て
近
似
類
縁
す
る
の
で

あ
る
。先

ず
、
両
書
の
撰
抄
歌
符
よ
り
省
関
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

両
書
の
撰
抄
歌
符
の
移
写
叉
転
祭
は
、

7
・
T
の
記
に
見
る
、

〈
本
飲
)

延
応
元
年
十
月
十
六
日
以
或
貴
所
御
所
/
量
一
仁
蹴
能
と
校
合
了
不
合
点
著
者
於
遠
/
所
被
出
寄
也

1
7記

延
応
元
年
十
一
月
廿
三
日
以
前
内
大
臣
家
/
御
本
務
一
に
位
能
と
令
校
合
了
但
於
/
合
点
者
於
隠
岐
令
抄
御
と
本
之
定
也
/
合
点
之

外
者
被
捨
寄
也

i
T記

と
、
誌
す
文
面
に
よ
り
、
前
内
大
臣
家
本
l

家
隆
自
筆
本
の
校
合
を
経
た
円
嘉
本
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

Q

所
謂
隠
岐
合
点
本
の

諒
一

原
形
態
は
猶
存
疑
を
残
す
も
の
斗
、
現
天
理
図
書
館
蔵
の
藤
原
隆
祐
(
家
峰
子
)
奥
書
本
に
記
す
一
ー
朱
合
点
之
外
皆
除
之
」
と
あ
る
記
に
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依
っ
て
も
家
隆
本
系
の
移
点
本
た
る
両
書
が
撰
抄
歌
に
付
点
・
付
策
し
て
い
る
の
は
当
然
の
推
移
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
天
理
本
下
帖

註
ニ

に
は
一
部
「
被
出
寄
」
尾
に
朱
点
を
施
す
処
を
散
見
し
、
そ
の
来
由
は
叉
別
に
辿
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
。
こ
の
点
を
除
け
ば
、
両
書
の

撰
抄
歌
符
は
元
来
同
一
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
理
本
は
、
そ
の
影
印
本
に
も
見
る
ご
と
く
、
巻
第
十
四
・
十
五
両
巻

l
厳
密
に
は
巻
第
十
四
、
三
一
ニ
七
番
歌
以
下

l
に
於
て

は
、
如
何
な
る
理
由
か
は
審
ら
か
に
さ
れ
ぬ
が
、
こ
の
撰
抄
歌
符
と
撰
者
名
注
記
と
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
転
写
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
享

保
十
七
年
烏
丸
光
栄
書
写
本
・
同
蔵
嘉
永
六
年
書
写
本
は
当
然
の
事
な
が
ら
当
該
部
は
此
の
符
・
注
記
を
欠
い
て
い
る
が
、
同
一
奥
書
本

と
し
て
は
書
写
時
期
を
程
隔
て
ぬ
本
書
に
こ
れ
を
載
録
し
補
完
す
る
の
で
あ
る
。

又
、
天
理
本
に
於
け
る
此
の
撰
抄
歌
符
は
本
書
等
に
看
る
朱
合
点
符
と
異
り
、
数
種
の
色
紙
の
細
片
を
以
っ
て
貼
付
さ
れ
る
と
い
う
特

殊
性
の
た
め
に
伝
存
経
過
に
伴
い
既
に
剥
落
す
る
処
も
砂
く
な
く
、
叉
、
績
か
な
が
ら
も
誤
認
再
貼
付
す
る
箆
処
も
推
測
さ
れ
、
こ
れ
を

本
書
が
補
足
す
る
意
義
も
砂
く
な
い
。

こ
の
天
理
本
に
対
し
、
本
書
も
叉
既
述
し
た
ご
と
く
に
巻
第
七

1
九
の
両
三
巻
を
散
験
し
、
聞
と
落
丁
、
切
取
り
箇
処
が
散
見
さ
れ
、

却
っ
て
天
理
本
を
以
っ
て
補
足
さ
れ
て
、
両
書
相
補
っ
て
完
全
に
具
備
す
る
こ
と
を
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

が
、
し
か
し
、
上
記
の
ご
と
き
事
柄
と
は
別
し
て
両
書
の
書
写
上
に
於
け
る
誤
認
や
或
は
既
に
依
拠
本
に
於
け
る
転
写
・
経
由
途
上
の

異
同
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
に
、

一
覧
し
た
の
は
、
上
述
の
事
項
等
を
含
め
て
両
書
の
異
同
を
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
両
書
の
当
該
箇
処
を
新
一
編
国
歌
大
観
番
号
に
て
掲
示
し
、
東
北
大
本
の
存
否
を
上
記
し
、
そ
の
許
に
天
理
本
の
存
欠
、
剥
落
の

痕
跡
有
無
等
を
記
し
た
。
天
理
本
に
貼
付
す
る
同
細
片
は
剥
離
の
後
も
微
か
に
痕
跡
を
留
め
、
今
回
調
査
に
際
し
て
は
私
ほ
か
更
に
別
者
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の
検
閲
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
査
定
は
な
か
な
か
に
困
難
で
あ
り
、
既
に
確
実
な
再
現
は
期
し
が
た
い
状
況
に
あ
る
。
従
っ
て
略
認
知
さ

ワ・

れ
る
痕
跡
に
は
「
跡
」
と
し
、
微
細
な
残
痕
と
推
測
可
能
な
も
の
に
は
「
跡
」
と
疑
問
符
を
付
す
こ
と
L
し
た
。

又
、
「
阪
意
図
師
富
岡
本
叢
書
」
所
収
同
影
印
本
の
上
梓
後
、
補
修
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
若
干
の
移
動
が
生
じ
て
い
る
。
そ

の
相
違
箇
処
に
は
現
在
時
の
そ
れ
と
し
て
「
現
」
と
記
し
、
前
者
と
区
別
す
る
こ
と
に
し
た
。

又
、
東
北
大
本
に
付
す
「
不
明
」
の
記
は
同
書
が
洋
装
本
仕
立
に
改
訂
さ
れ
、
そ
の
綴
目
に
組
入
れ
ら
れ
、
解
綴
以
外
に
は
現
在
未
詳

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

猶
、
本
稿
尾
に
、
両
書
の
撰
抄
符
を
一
覧
し
た
。
同
一
覧
に
は
、
小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
本
の
そ
れ
を
併
掲
し
、
加
え
て
後
藤
重
郎
氏
に
よ

る
右
記
痕
跡
の
検
証
結
果
を
参
照
付
記
さ
せ
て
戴
い
た
。
併
せ
参
校
さ
れ
た
い
。

巻
第

存
(
東
北
大
本
、
以
下
向
略

)
l跡
(
天
理
本
、
以
下
同
略
〉
、
六
四

欠
l

長
跡

表
註
参
照
)
、
九
五

巻
第

一O五

存
l

欠
、
三
一

存

l
欠
、
一
一
ニ
Q

存

i
跡
、
一
四

一五七
f

よ〈
C
存
、
一
七
O

不
明
i

存、一七一一一

存

i
跡

巻
第
三

ニ
O
七

欠

寸二三

跡?丘

二 存

跡
存
j 七

跡?ブし

ニ 存
戸|

ブし

存

i
跡
、
一
九
九

存
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存

i
跡
、
一
六
一
一
七

存

i
欠、

一六四八

存

i
欠、一六六一一一

存
l

跡
、
二
(
六
五

一六七五

存
i

跡、

一一〈八六

存

i
跡
、
一
六
八
七

存
!
現

存
ー
跡
、
二
〈
九
五

一七()五

一七一三

存
l

跡、

存
ー
跡
、

存

l
跡、

存存存
I I I 
跡?跡?跡

一七()七

一七ニー

存

l
欠、

一七六一品

存

i
跡、

一七八五

存
i

跡、

一八
O
一一

存
1

跡、

存
f
!
跡、

欠

i
#跡、

一八四五

存
i

欠、
4

八四一(

存

l
跡
、
二
〈
九
七

存

i
跡
、

存

l
跡
、
一
五
九
七

存 宗

跡?
存

存

i
跡
、
一
六
五
O

二(七七

存

i
跡
、
二
(
七
九

一一〈九九存

品??
石 跡
主乙

存
!
跡
、

一七()九

存
l

欠
、
一
七
一
四

一七一一六)

存

l
跡、一七百一一一一

一七六七

存

i
跡、

存

跡?宗
/六、

ブし

一七八六

存 存
I I 
跡?跡

一八
C
一一

一八一一一一

存
1

跡、ワ・

一乙
J

L

小
1

4

ヂト
1
1
1
耽府村

一八ニ七

存
i

欠、

一八四九

一七七ニ
一七八八

一八
O
一(

一八一四

存

跡?会
ノに

存
i
跡、

存
ー
欠
、

存
l

跡、

存

l
跡、

存

i
欠、

子
i
，

T

J

，t

E
民

一七
(

)

O

一七四回

存
ー

一七七五

存

一七九一一

存

一八
O
七

存

一八一七

存

一八一一一一一一土(東北 存存存
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存 巻
|第
跡?十
、九

/又
寸コ

存
ー
跡
、
丈
夫

存
ー
跡
、
一
八
六
五

存

i
欠
、
一
八
五
九

存

l
跡
、
一
八
六
八

存
i

欠
、
一
八
七
ニ

一八五ニ

存
i

欠、

一八五五

存
|存
跡? ) 

跡

/¥.. 

存
ー
欠
、
一
八
七
八

存
!
跡
、
一
八
八
一

存
!存
跡? [ 
、 うと

J、、
フL 一一
フL ^ 

^ gg 

存
!
欠
、
一
八
八
六

存

l
欠
、
一
八
八
八

存
l
跡
、
一
九
O

一

存

!

ー
欠
、
一
八
九
四

存
ー
欠
、
一
八
九
五

存
ー
跡
、
一
八
九
七

一八九八

存
1
欠
、
一
九

8

跡
、
一
九
O
四

存

l
欠
、
一
九
O
五

存
ー
欠
、
一
九
O
六

存

l
欠
、
一
九
O
七

存
!
跡
、
一
九
一
一
ニ

存
ー
跡

存
l

欠
、
一
九

巻
第
二
十

一九ニ
O

存
l

欠
、
一
九
三
〈

存
i

欠
、
一
九
二
七

存

l
欠
、
一
九
三

一九一七

存

l
欠、

存

i
欠
、
一
九
一
三存

ヰ?存
完欠

プし

|存
跡? ) 

欠
ブ1."
gg -
2王 ブじ

ブL

存
ー
跡
、
一
九
一
一
三

存

跡

存茜

時?存

主跡
豆玉 、

ブじ

存

l
跡
、
一
九
一
ニ
六

存

l
跡
、
一
九
一
完

欠

l
長
跡
、
一
九
四
九

i
五O
東
北
大
本
切
取
リ
、
一
九
五
一
一
一

存
!
跡
、
一
九
六
一
ニ

存

l
跡
、
一
九
四
六

存

l
欠
、
一
九
四
七

存

l
跡、

ブL
Z王
/、

存

l
跡
、
一
九
五
九

存
!存
跡? ) 

欠

ブし

Cコ

存

l
跡
、
一
九
六

存

l
欠
、
一
九
六
一

存

l
跡
、
一
九
六
五

存

l
欠
、
一
九

存
ー
跡
、
一
九
七
O

付
記
勢
符
は
小
宮
本
に
於
て
撰
抄
歌
符
を
欠
く
各
歌
で
あ
る
。
叉
、

ノ、

ブL

※
符
は
天
理
本
に
看
取
さ
れ
る
特
異
例
と
し
て
後
述
す
る
。

両
書
各
と
に
於
け
る
撰
抄
歌
符
の
異
同
は
如
上
の
四
九

O
余
例
が
所
見
さ
れ
る
。
そ
の
内
分
は
、

ω両
書
相
互
に
看
る
問
符
の
、
存
I
欠
(
右
表
)
、
と
記
す
明
ら
か
な
異
同
筒
処
は
略
一
六

O
例
ほ
ど
で
あ
る
。
が
、
そ
の
中
、

東
北

大
本
に
同
符
を
欠
く
の
は
七
例
(
後
述
〉
に
す
ぎ
ず
、

他
は
天
理
本
の
欠
符
と
な
っ
て
い
る
。

天
理
本
の
同
符
剥
離
に
伴
う
現
象

と
し
て
、
其
の
過
半
は
対
処
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

制
そ
し
て
、
そ
の
天
理
本
に
於
て
看
取
さ
れ
る
剥
離
痕
跡
は
凡
そ
二
五

O
例
ほ
ど
の
多
き
が
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

。r

・

付
同
じ
く
天
理
本
に
於
て
微
細
な
残
痕
「
跡
」
と
し
て
推
測
可
能
な
も
の
は
約
七
十
例
で
あ
る
。

付
又
、
影
印
後
の
天
理
本
に
於
て
同
符
の
貼
付
移
動
箇
処

i
即
ち
右
記
「
現
」
は
八
例
が
看
取
さ
れ
る
。

存存
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制
東
北
大
本
に
於
け
る
右
記
「
不
明
」
筒
処
は
二
例
を
見
出
す
。

村
両
志
向
北
ハ
に
同
符
は
存
し
な
が
ら
に
、

天
理
本
に
於
て
の
み
歌
尾
に
隠
岐
本
被
除
符
を
朱
書
す
る
、

の
両
例
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
と
関
聯
し
、
天
理
本
に
は
微
か
な
残
痕
「
跡
」
を
示
す
と
共
に
歌
尾
同
被
除
符
を
付
す
る
一
O

一八の

※
符
を
付
し
た
一
O
九一一一・二四一一

一
例
が
存
す
る
。

的
註
一
例
、
天
理
本
八
四
に
所
見
す
る
特
異
例
で
あ
る
が
、

其
の
痕
跡
も
存
せ
ぬ
も
上
旬
と
下
旬
の
間
に
同
符
細
片

歌
頭
の
同
符
、

が
現
在
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
他
の
剥
離
符
策
が
紛
れ
誤
り
貼
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
岡
本
ニ
(
六
況
に
は
、
叉
、
剥
離
痕
跡

を
と
ど
め
る
が
、
問
符
細
片
が
や
は
り
現
在
、
同
歌
の
詞
書
右
上
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
例
は
同
影
印
本
に
は
撮
ら
れ
て

い
な
い
。
共
に
残
留
遺
片
の
橋
入
で
あ
ろ
う
。
付
・
川
W
項
に
つ
い
て
は
附
載
一
覧
表
に
註
記
し
た
の
で
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

両
書
の
概
要
内
分
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
一
五
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
が
両
者
相
互
に
於
げ
る
撰
抄
歌
符
の
異
同
を
示
す
も
の

で
な
く
、
天
理
本
に
多
と
所
見
す
る
不
祭
符
箇
処
も
又
そ
の
一
部
を
除
き
散
亡
す
る
処
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
大
概
の
目
処
と
し
て
一
覧
表
中
に
は
、
同
じ
く
家
隆
書
写
本
系
の
一
本
、
小
宮
堅
次
郎
本
の
同
符
を
併
掲
し
、
対
照
し
た
。
そ
の

表
中
結
果
か
ら
、
右
記
欄
異
同
か
ら
は
、

*
符
を
除
き
!
但
し
、
村
二
例
、
一
O
九
一
一
一
・
ご
四
一
一
一
と
問
項
一
例
、
ニ
〈
六
五
、

の
両
三
例
は
特
異
例
と

し
て
別
す

i
小
宮
本
中
に
問
符
を
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
本
の
有
無
を
以
っ
て
対
比
す
る
に
と
ど
め
た
の
は
繁
楼
を
避
け
る
と
共
に
後

藤
重
郎
氏
の
集
成
総
覧
表
に
拠
り
敢
て
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
っ
て
以
下
の
結
果
記
述
も
そ
の
限
り
に
留
保

す
る
こ
と
に
す
る
。

川
W

川

w
項
約
一
六

O
例
中
、
小
宮
本
に
於
て
も
問
符
を
付
し
て
い
な
い
の
は
、

*
符
を
付
す
マ
一
七
千
五
O
九
・
一
五
ニ
八
・
一
歪
八
、

の
四
例
に

す
ぎ
ず
、
執
れ
も
天
理
本
と
共
通
す
る
。
即
ち
東
北
大
本
に
存
し
、

一
方
天
理
本
に
於
て
は
単
な
る
剥
落
に
よ
る
結
果
と
し
て
の

- 28-



み
は
捉
え
ら
れ
ず
、
元
来
こ
れ
を
欠
く
も
の
と
推
測
し
得
る
可
能
性
は
砂
く
な
い
。

ω次
に
、

東
北
大
本
に
存
し
且
つ
天
理
本
に
は
「
跡
」
を
残
し
な
が
ら
も
、

小
宮
本
に
同
符
を
欠
く
の
は
、
同
*
符
の
一
三
一
九
・
一
重

-
五
四
一
ニ
・
九
四
七
、
四
例
で
あ
る
。
天
理
本
の
痕
跡
査
定
に
は
主
観
的
判
定
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
四
例
は
小
宮
本
と
の
関
聯

に
於
て
の
み
同
符
存
否
の
事
実
は
未
だ
存
疑
の
一
面
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
猶
後
藤
氏
の
御
調
査
(
前
掲
書
)
時
に
於
て
は
一
重
一
番

歌
に
は
同
符
は
貼
付
さ
れ
、
他
三
例
は
痕
跡
を
認
定
さ
れ
て
い
る
o

qo 

一
方
、
天
理
本
に
存
し
、
東
北
大
本
並
び
に
小
宮
本
に
欠
く
の
は
、
同
*
符
の
、
四
三
・
空
一
・
四
三
ハ
・
四
七
一
・
六
四
0

・一芸一回・一五七七、

の
七
例
で
あ
る
。
こ
の
七
例
は
前
記

ω項
と
異
り
、
東
北
大
本
・
小
宮
本
と
天
理
本
と
の
異
同
を
確
実
に
提
示
す
る
も
の
で
あ

る。ω
叉
、
天
理
本
に
於
て
、
同
符
貼
付
の
「
跡
」
を
残
す
、
同
*
符
の
哩
一
五
・
一
八
ニ
六
、
の
二
例
、
微
か
な
が
ら
も
残
痕
か
と
看
取
さ
れ

る
「
跡
」
あ
る
、
同
*
符
の
九
五
・
ニ
宅
・
穴
二
・
さ
一
?
九
七
四
・
一
五
一
五
・
一
九
四
七
、
の
七
例
は
、
執
れ
も
東
北
大
本
並
び
に
小
宮
本
に
同

符
を
欠
き
、

ω項
同
様
に
存
疑
の
一
面
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
後
藤
氏
の
御
調
査
結
果
は
上
例
す
べ
て
痕
跡
な
し
と
さ
れ

て
い
る
。
此
処
に
は
私
共
調
査
結
果
に
ひ
と
ま
ず
拠
り
再
考
を
期
し
た
い
。

ω東
北
大
本
に
於
け
る
「
不
明
」
筒
処
、
一
四
一
・
一
七
O

、

の
二
例
は
執
れ
も
天
理
本
・
小
宮
本
に
存
し
、

本
書
も
同
様
と
は
臆
測
さ

れ
る
が
、

猶
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

納
付
二
例
は
天
理
本
に
両
符
!
撰
抄
歌
符
策
・
被
除
歌
符

i
を
付
す
る
が
、
東
北
大
本
・
小
宮
本
に
は
撰
抄
歌
符
の
み
を
記
す
。

天
理
本
の
雨
符
の
意
義
は
不
審
で
あ
る
が
、

ひ
と
ま
ず
撰
抄
歌
符
に
従
い
除
外
す
る
。
叉
同
項
一
例

i
一O
一八

i
も
前
者
に
準
じ
同

様
対
処
し
て
言
及
し
な
い
。
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両
書
に
於
け
る
撰
抄
歌
符
の
相
違
は
、
簡
略
な
図
式
な
、
が
ら
も
、
そ
の
大
概
は
右
記
の
事
項
を
以
っ
て
了
解
し
得
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
要
約
す
れ
ば

a
確
実
に
両
書
本
来
の
異
同
と
し
て
認
定
さ
れ
る
の
は

ω項
の
七
例
で
あ
る
。
即
ち
、
天
理
本
に
存
し
、
東
北
大
本
に
欠
い
て
い
る
。

b
叉、

ω項
四
例
は
小
宮
本
と
の
対
比
に
す
、
ぎ
ぬ
が
、
東
北
大
本
に
存
し
天
理
本
に
欠
く
可
能
性
を
多
分
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ワ
-

cω
項
四
例
、

ω項
の
、
「
跡
」
二
例
・
「
跡
」
七
例
は
共
に
天
理
本
に
於
け
る
同
符
祭
の
痕
跡
の
査
定
如
何
に
係
る
点
に
問
題
が
存

し
、
共
に
疑
点
を
残
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

ω項
九
例
は
後
藤
氏
の
御
調
査
の
ご
と
く
全
て
向
符
痕
跡
を
欠
く
と
す
れ
ば
、
こ
の
九
例

中
に
は
東
北
大
本
に
欠
き
天
理
本
も
共
に
欠
く
と
い
う
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、

ω・
ω項
は
前
記
し
た
ご

と
く
で
あ
る
。

以
上
が
大
凡
の
異
同
と
し
て
想
定
さ
れ
る
が
、
や
は
り
論
拠
の
脆
弱
さ
は
否
み
が
た
い
。

し
か
し
そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
天
理
本
に
於

け
る
撰
抄
歌
符
の
貼
付
と
い
う
特
殊
性
に
逢
着
し
、
そ
の
現
在
に
至
る
変
化
i

侠
落
・
再
貼
付
等
j
の
跡
を
辿
る
と
こ
ろ
に
基
因
す
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
か
ら
観
れ
ば
概
ね
は
両
書
よ
く
類
同
し
相
補
足
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

又
、
あ
ら
た
め
付
記
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
如
上
の
結
果
は
、
小
宮
本
一
本
に
よ
る
対
比
と
い
う
、
意
図
的
な
簡
略
化
を
以
っ
て
、
ひ

と
つ
の
蓋
然
性
を
抽
出
す
る
こ
と
に
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、

ω・
ω・
ω項
の
ご
と
き
は
他
の
傍
証
を
以
っ
て
論
及
し
得
る
と

こ
ろ
は
多
と
予
測
さ
れ
る
が
、
結
句
は
推
論
の
層
累
を
徒
ら
に
招
く
の
帰
着
を
倶
れ
、
単
一
化
し
た
推
測
に
絞
っ
た
結
果
で
あ
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
個
と
の
事
柄
は
今
後
に
残
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

註

該
本
は
江
戸
前
期
頃
の
書
写
二
冊
本
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
は
、
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本

云
承
元
三
年
六
月
十
九
日
書
之
/
同
七
月
廿
二
日
依
重
勅
定
被
改
直
之
/
己
上

号
阿
波
院
/
土
御
門
院
之
御
宇
」

故
二
位
入
道
殿
自
筆
正
本
也
の
不
透
一
字
書
写
之
/
藤
原
隆
祐
在
判

此
本
是
後
鳥
羽
院
於
隠
岐
手
自
有
御
撰
定
而
家
/
隆
卿
之
許
被
送
遺
也
此
号
御
撰
本
の
彼
卿
自
筆
書
/
写
之
而
所
止
置
家
也
朱
合
点
之
外
皆
除
之

一-A
K

後
覧
知
之
子
時
寛
元
二
年
十
二
月
十
七
日
以
彼
自
筆
/
之
本
書
写
之
為
備
後
代
明
鏡
執
云
前
権
介
隆
祐
加
/
判
形
早
尤
為
尋
重
不
僅
底
而
己
」

己
上
千
九
百
七
十
八
首
之
内
/
除
帯
三
百
六
十
七
首
/
御
撰
定
本
千
六
百
十
一
首
也

と
誌
し
て
い
る
。
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
承
元
三
年
の
定
家
本
奥
書
|
「
本
云
」

i
に
次
い
で
寛
元
二
年
家
隆
自
筆
本
を
隆
祐
書
写
の
こ
と
を
記
し
、

該
本
が
後
鳥
羽
院
よ
り
家
隆
許
に
送
遣
さ
れ
た
御
撰
本
の
書
写
本
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
隆
祐
奥
書
本
に
は
御
撰
合
点
は
何
も
付
し
て
い

な
い
。
前
記
の
「
本
云
」
と
あ
る
奥
書
と
本
文
は
結
び
つ
く
か
。
と
も
か
く
も
、
隆
祐
奥
書
の
記
述
は
屡
と
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
隠
岐
本
の
来
由
を

註
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

天
理
本
に
は
、
そ
の
下
帖
の
み
に
、
撰
抄
歌
符
築
と
は
別
に
歌
尾
に
被
除
歌
符
を
朱
合
点
し
て
い
る
。
以
下
の
四
巻
に
、

一O
圭一・一
O
壱
・
二
一
千
二
一
?
二
二
九
・
三
一
0

・
二
一
一
一
一
二
塁
、
巻

巻
第
十

一O
一八・一
O

一
千
一
O
四回・一
O
芝
・
一
O
詰
・
一
O
一宍・一
O
七
六
、
巻
第
十
二

第
士
一
一

二六一一一・ご七
0

・
二
主
・
二
八
0

・
二
九
七
・
一
云
)
一
・
三
O
ニ
・
三
二
一
ニ
・
三
一
六
・
三
一
一
ニ
、
巻
第
十
六

一
四
五
一
・
一
四
喜
一
・
一
四
五
回

の
二
十
八
首
を
朱
符
し
て
い
る
。
そ
の
経
由
は
天
理
本
奥
書
群
中
執
れ
の
伝
本
よ
り
の
移
写
か
は
類
推
し
が
た
い
。
且
つ
、
右
記
一
O

九
一
一
一
・
二
四
三
番
の

両
首
は
撰
抄
歌
符
を
歌
頭
に
貼
付
し
、
叉
一
O
一
八
番
に
は
微
か
な
同
符
貼
付
残
痕
を
と
ど
め
、
両
三
首
が
被
除
対
象
と
な
る
事
情
は
解
し
が
た
く
、
撰

抄
歌
符
の
貼
付
錯
誤
と
も
考
え
ら
れ
ず
、
転
写
過
程
に
於
け
る
他
本
と
の
校
合
結
果
と
で
も
推
測
す
る
の
ほ
か
は
な
い
。
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ω 
撰
者
名
注
記

続
い
て
、
本
書
と
天
理
本
に
於
け
る
撰
者
名
注
記
を
対
照
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
注
記
の
縁
由
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
書
叉
天
理
本
に
見
る
阿
閣
梨
円
嘉
本
奥
書
に
誌
す
校
合
一
本
奥
書
、

即
ち
、

8
・
rの
記
で
あ

ろ
う
。

仁
治
四
年
二
月
比
以
京
極
中
納
言
入
道
自
筆
/
本
校
合
上
之
注
写
之
羊

上
帖

寛
元
と
年
六
月
十
六
日
以
京
極
/
中
納
言
入
道
定
家
真
筆
之
本
/
校
合
了
此
本
努
可
令
秘
蔵
本
也

と
見
え
る
、
就
中
上
帖
の
「
上
之
注
」
の
記
が
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
り
、
上
帖
9
の一

i

而
朱
点
上
之
注
向
以
付
之
」
の
記
に
対
応
す
る

下
帖

の
で
あ
ろ
う

Q

こ
の
撰
者
名
注
記
の
澱
、
又
そ
の
経
由
に
関
し
て
は
猶
問
題
を
残
す
の
で
は
あ
る
が
、
現
存
諸
本
に
同
注
を
載
記
す
る
伝

本
と
し
て
、
後
藤
重
郎
氏
は
従
来
の
諸
論
を
踏
え
総
括
さ
れ
、

イ
承
元
三
年
六
月
十
九
日
藤
原
定
家
書
写
本

ロ
藤
原
定
家
書
写
九
条
内
大
臣
家
本

の
両
本
と
の
関
係
の
上
に
立
論
さ
れ
、
小
宮
本
・
書
陵
部
合
点
本
、
又
天
理
本
と
そ
の
転
写
本
等
を
ロ
系
の
同
注
記
移
写
本
と
分
類
さ

れ
て
い
る
。
本
書
も
又
、
天
理
本
と
当
該
奥
書
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
れ
ゴ
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
限
り
に
於
て
は
同
系
移
写
本

と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
両
書
の
同
注
記
は
、

そ
の
巻
首
部
分
に
は
、

「
二
定
/
一
一
一
隆
/
ほ
雅
」

1
、
一

l
i通
/
凶
」

4
、「

i
/
一
有
」
6
、
の
ご
と
く
記
す
が
、

以
下
同
じ
く
略
符
一
，
i
-

一
-
二
・
二
一
・
四
!
一
を
以
っ
て
付
注
し
て
い
る

Q

日IJ

り

一
』
通
具
・
有
家
・
定
家
・
家
隆
・
雅
経
」

の
五
名
の
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略
記
符
で
あ
る
。

但
し
、
既
述
し
た
ご
と
く
、
天
理
本
に
は
巻
第
十
四
・
十
五
の
両
巻
に
は
撰
抄
歌
符
と
共
に
此
の
撰
者
名
注
記
も
全
て
欠
い
て
い
る
。

因
み
に
そ
の
転
写
二
本
l
烏
丸
光
栄
本
・
嘉
永
六
年
本
j
も
叉
同
様
で
あ
る
。

落
丁
・
切
取
り
等
が
散
見
し
、
両
書
相
補
す
る
関
係
に
あ
る
。

一
方
、

本
書
は
巻
第
七
・
八
・
九
の
両
三
巻
を
逸
脱
し
聞
と

以
下
に
、

一
覧
し
た
の
は
上
記
箇
処
を
除
く
両
書
の
異
同
部
分
を
拾
い
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

両
書
の
当
該
箇
処
は
前
例
に
倣
い
各
歌
番
号
に
従
い
示
し
、
東
北
大
本
、
天
理
本
の
撰
者
名
注
記
を
略
称
「
通
有
定
隆
雅
」
を
以
っ
て

対
比
す
る
こ
と
に
す
る
。
表
中
に
付
記
す
る
「
不
明
」
は
天
理
本
一
五
一
番
下
旬
よ
り
一
六
一
番
作
者
迄
の
落
丁
部
分
を
除
き
他
は
東
北
大
本
に

於
け
る
既
述
の
綴
目
部
分
で
あ
り
、

〕
圏
は
同
本
注
記
の
判
読
箇
処
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

「一¥

叉
「
註
」
と
記
す
は
本
稿
尾
に
付
載
し

た
両
書
撰
者
名
注
記
一
覧
表
に
於
け
る
註
記
事
項
筒
処
で
あ
る
。

そ
の
撰
者
名
注
記
一
覧
表
に
は
両
書
に
併
せ
穂
久
週
文
庫
本
(
甲
〉
を
対
照
し
た
。

撰
抄
歌
符
一
覧
と
同
じ
く
小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
本
を

予
定
し
た
が
通
具
を
欠
く
注
記
た
る
に
よ
り
同
書
を
採
り
、
且
つ
後
藤
氏
の
集
成
さ
れ
た
「
撰
者
名
註
記
一
覧
表
」
に
あ
わ
せ
準
じ
た
も

の
で
あ
る
。

巻
第

有
(
東
北
大
本
、
以
下
同
略
)
l
M
T
ナ
シ
(
天
理
本
、
以
下
向
略
)
、
一
ニ
八

定
隆
雅
j

有
隆
雅
l
通
隆
、
き

定
j
隆
、
毛

寸三

*
ナ
シ
、
五
八

有
定
隆
雅
l
#
ナ
シ
、
完

有
定
l
*
ナ
シ
、
七
九

有
隆
雅
j
有
雅
、

通
l
*
ナ
シ
、
七
八

定
隆
l
*
ナ
シ
、
八
七

フ1.

有
定
隆
l
定
隆

巻
第

定
隆
雅
l
キ
ナ
シ
、

不
明

定
隆
雅
i
*
ナ
シ
、
二
八

不
明
j
定
、
二
七

定
隆
j
有
定
、
ゴ
一
九

一O五

〔定〕

雅
l
定
隆
雅
、
一
四
五

通
隆
雅
j
*
ナ
シ
、
一
五
一

一五ニ

i
一六
O

天
理
本
落
丁
、

当
該

定
隆
雅
l
定
隆
・
不
明
、

有
隆
l
有
定
、
一
四
九
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部
東
北
大
本
ヲ
以
テ
補
ス
、

一一.".、、一
〔
雅
〕
l
雅
、

巻
第
三

一七八

ヨ三

ま住

有
雅
、
一
五
四

ヨ三

隆
、
一
五
六

2佐

通
、
一
五
八

一五七

一一/、一.".、、

雅

雅

一七回

通
有
定
・
不
明
・
雅
1

通
有
定
隆
雅

不
明

i
通、

雅
l
隆
、
一
一
0
0

不
明
l
有
、
ニ
一
七

不
明

i
隆
、
言
。

有
l
ネ
ナ
シ
、
一
一
五
六

一九五

/、~ J 、

有
隆
雅
i
定
隆
雅
、
毛
穴

* 
ナ

シ

雅

巻
第
四

く〉

定
l
*
ナ
シ
、
一
元
ニ

巻
第
五

宜
(
)
回

巻
第
六

主主
ヨヨこ」

ー
*
ナ
シ
、
さ
七

了

定
!
*
ナ
シ
、
一
一
一
O
五

定
隆
l
隆
雅
、
一
ニ
一
志

有
定
雅
i
*
ナ
シ
、
思
一
回

定
l
有

定
l
*
ナ
シ
、
五
ニ
ニ

定
隆
l
有
隆
、
吾
一

経
i
*
ナ
シ
、
歪
七

隆
i
*
ナ
ジ
、
主
主

定
雅
i
定
隆
、
穴
Z

一回

隆
l
*
ナ
シ
、
穴
四
六

巻
第
七

1
九
東
北
大
本
欠
落

巻
第
十

八九九

不
明
・
定
隆
雅
l
通
定
隆
雅
、
九
0
0

定
※
雅
i
定
雅
、
九
一
一
一
一

定
隆
!
*
ナ
シ
、
吉
一
一
一
一
一
一

通
!
定
隆
、
一
一
一
五
一
一
一

経
l
*
ナ
シ

隆
l
*
ナ
シ
、
五
七
六

隆

l
定
、
五
八

有
定
雅
、
一
五
九

隆
、
二
(
O

雅、

通
隆
1

雅、

通
i
定
隆
雅
、
一
一
一
六
五

キ
ナ
シ

l
定
雅
、
五
八
一

定
雅

通
雅
l
*
ナ
シ
、
六
五
六

有
隆
雅
j
有
雅
、
六
八
六
{
〉
六
八
九
東
北
大
本
落

定
雅
l
定
隆
、
九
O

一

有
l
*
ナ
シ
、
喜
一
五

定
雅
l
有
雅
、
九
一
三
(

隆
j
定
、
九
一
一
一
九

1
九
四
一
一
東
北
大
本
落
丁
、
九
六
四

九
七
山
〕

定
雅
!
定
、
九
八

有
定
・
不
明
i
有
定
隆
、
九
八
二
f
〉
九
八
九
東
北
大
本
落
丁

巻
第
十

隆
!
雅
、
一
O
歪

*
ナ
シ
j
定
隆
、 一Oニ同一

有
定
雅
!
有
、
一
O
二六

定
隆
雅
l
定
雅
、
一
Q
一七
1
一O
一一5
東
北
大
本
落
丁
、
一
C
一一一七

定
j
*
ナ
シ
、
一
O
七一一一

通
定
j
定
雅
、
九
O
四

有
定
隆
i
有
隆
雅
、
一
O
七四

通
有
定
雅
l
通
有
雅
、
一
O
主

一O
七
九

*
ナ
シ
j
定
隆
、

一O
八
O

*
ナ
シ
l
有
定
隆
雅

有
定
隆
雅
i
通
有
定
、
九
O
六

雅
j
ネ
ナ
シ
、

通
有
定
l
通
定
隆
、
一

0
8

有
隆
雅
j
有
定
隆
、
一
O
七八

通
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巻
第
十
二

巻
第
十
三

隆
雅
、
士
一
O
穴

巻
第
十
四

一O八六

通
l
通
隆
、
三
一
七

通
j
*
ナ
シ
、
二
四
ニ

隆
l
隆
雅

一一六八

*
ナ
シ
j
定
隆
、
二
七
五

*
ナ
シ
l
通
、
二
七
六

定
隆
j
隆
雅
、
二
七
八

通
定
l
通
有
、
一
ニ
O
五

有
隆
雅
l
定

有
隆
雅
j
*
ナ
シ
、
ご
一
三

定

l
隆

プて

定
l
*
ナ
シ
、
一
ニ
ヨ
一
七

定
雅

定

同
巻
コ
一
一
夫
以
下
巻
第
十
五
巻
末
迄
、
天
理
本
撰
者
名
注
記
ヲ
欠
ク
、
従
ツ
テ
東
北
大
本
ノ
同
記
ヲ
掲
グ

一二一ニ八
雅
、
コ
一
四
六

隆
、
=
一
五
五

定
、
=
一
三
一

一一一七一
定
、
=
歪

定
雅
、
主
主

雅
、
一
一
喜
一

定
隆
雅
v

一一一一三

雅
、
三
一
八

巻
第
十
五

一三四五

定
雅
、
コ
一
一
完

有
定
隆
、
三
四
O

出足、士一四一

定
、
コ
一
昭
一

定、ゴ一四一一一

通
定
‘
三
四
回

通
有
定
隆
雅
、
コ
百
五

通
有
定
隆

有
定
、
三
四
七

有
定
、
一
二
四
八

定
雅
、
三
四
九

定
雅
、
一
二
五
O

定
、
ゴ
一
五
一

定
、
三
五
ニ

定
v

コ一五一一一

定
、
三
五
四

隆
、
士
一
五
六

定
雅
、
コ
五
七

有
定
隆
雅
、
三
五
八

定
隆
、
一
二
五
九

定
隆
雅
、
一
二
六
O

定
隆
雅
、
士
一
六
一

定
隆
、
=
一
さ
一

定
、
三
六
回

有
、
=
宗
一
品

定
、
=
一
六
六

有
、
三
六
七

有
定
隆
、
士
宍
九

定
・
不
明
、
三
六
八

定
隆
、
三
七
Q

定
隆
雅
、

有
定
隆
雅
、
二
一
七
一
ニ

有
定
雅
、
一
二
七
回

定
、
コ
一
八
一

定
隆
雅
、
三
七
五

定
隆
雅
ー
一
二
七
六

定
隆
雅
、
三
七
七

通
雅
、
一
一
一
七
九

定
雅
、
コ
穴
六

定
隆
雅
、
三
八
七

定
隆
、
ゴ
穴
九

通
、
=
完
(
)

定
、
コ
一
九
二

定、コ一九一一一

通
有
定
隆
雅
、
一
ニ
九
四

通
有

有
定
雅
、
ご
一
九
六

定
雅
、
三
九
七

定
雅
、
三
九
八

定
雅
、
=
元
九

通
有
定
隆
雅
、
一
一
一
一
0
0

有
定
、
三
O

一

有
定
隆

通
有
定
隆
雅
、
一
一
ニ
O

コ一

通
有
定
隆
雅
、
三
O

四

有
定
隆
雅
、
=
一
一
室

定
雅
、
=
一
一

2
1
二
東
北
大
本
落
丁
、

通
有

通
定
隆
雅
、
三
一
回

定
雅
、
=
二
九

通
定
雅
、
一
一
云
一
一

有
定
隆
雅
、
二
一
三
ニ

定
雅
‘
=
一
一
二
O

定雅、=一一一一七

定
、
三
一
九

通
有
隆
雅
、
三
一
三

定、二一一一一三

隆
雅
、

通、一一ニ一一一回

定
隆
雅
、
=
一
一
ニ
五

有
定
隆
雅

一一一一一一一一J、
隆雅、一一一一一一一七

有
雅

y

コ一一一二八

1
8東
北
大
本
切
取
リ
、
一
一
面

定
隆
、
三
曹
一

雅、三四一一一

定
、
三
四
四

通、

雅
、
三
回
一
〈

定
、
三
四
七

定
、
三
一
回
八

通
、
三
四
九

有
定
隆
、
三
五
O

有
定
隆
、
三
五
一

有
、
三
五
一

通、三五一一一

雅

円。

有



雅雅定、 三f5.
zョ

一一.一一。一ーバ，二、、一
二一一七一

一一一一八
Q

有
定
隆
雅
、

{疋、一一ニ九九

一四
O
八

一四一七
一回ニ穴

隆

一四一重

巻
第
十
六

通巻
第
十
七

取
リ
、

./、、
ノ、、

Cコ
巻
第
十
八

三五二

有
隆

l
定
隆
、

定
峰
、

三
五
五
雅
、

定、

ヨ玉

一/ 、

有
定
隆
雅
、

定

i
長
ナ
シ
、

一一ハ九()

一山田

隆

一]
ノ、

三三

一一一一七ニ

有
隆
、

二一一七一一一

定
経
雅
1

通一一一一八九
有、

通
定
、

有
隆
、

通

一回ニ」]
三八一

通、

一一一一八一一

隆

定
隆

一五八九

雅

一三九()

有
、
コ
一
一
九
一

一四
0
0

有、

雅
、
一
四
O
一

一四
O

一四
O
九

雅

定※四

雅ー通
有
定※函

o 

一四一九

一四一八
雅

隆、

一四ニ九

一四一一八

一五七

有
定
隆
雅
、

一一一一吾川

定、

/ 、

o 

隆
、
一
一
一
百
八

隆

./、、
プミ

有
隆
、

一一一一六七

隆
、
三
六
八

有
定
隆
、

有、

一一一一七四

雅

一三七五

定
雅
、

定
隆
、

一一一一八一一一

通
雅
、

一一一一七六

一一一一八五

定、

一_-一一一ノ、、
一
一
ニ
六
九
定
隆
雅
、

一一一一主〕

隆

一一一一七八

通

一一一一八四

一一一一八六

定
隆
雅
、
一
一
一
一
八
七

通

一一一一九四

定
隆
、

ブu
Z玉

有
雅
、

隆

一四
O
四

有

一四
O
五

一一一元ニ

定
雅
、

有、

一回一一一一

定
隆
、

一四
O
一一一

通
定
、

一四一ニ

通
定
、有、

一四一一ニ

有、

一四ニ一ニ

一四一一。

定
隆
、

一回一二

定
隆
、

一四一一一ニ

定
隆
、

一四一一六)

定
隆
、
一
四
一
三

隆
雅

1
#ナ
シ
、

一
四
歪
・
一
ハ
東
北
大
本
落
丁
、
一
四
六
七

i
七
一
東
北
大
本
落
丁
、

一五一一七

通
j
勢
ナ
シ
、

主主

有
定
隆

l
定
隆
、

一五回

後
ナ
シ
!
雅
、

一五六八

定

i
者
ナ
シ
、

一五七

定
雅
j
定
、
一
五
九
八

i
一
広
三
東
北
大
本
落
丁
、

一
六
一
重
?
ナ
シ

i
通、

エ(四一一一

隆
雅

l
雅、

一一(六七

一_<_ ノ、、

一五四一一一

有
隆
i
有
定
、

雅

l
特
ナ
シ
、

一五八七

有

l
定、

一一一ノ 、

定
、
一
一
一
五
(

定
隆
、

一四一四

雅
有
隆
ー

一四八九一五四五

i
九

有

一回ニ四
一四百一一一一 一四

O
六

一四一五
雅

一一一一九七 隆
1

一一一一六一定
雅
、

通
有
隆
雅
、

ご一一七()

定
隆

有
定

一一一一七九
一一ニ八八

有、一一一一九八

1並

一四
O
七

有、
隆

一四ニ五

有
定
隆
雅
、

隆
I
有
、
一
四
九
八

四一六

雅雅
通
隆
、

一四宮一回
不
明

東
北
大
本
落
丁
、
五
五
一
一
一

有
・
不
明

i
有
雅

有
隆

i
定
隆
、

一一(一六

1
八
東
北
大
本
切

ノ 、

ヨ三L.
ノ 、

定
隆
雅
j
有
隆
雅
、
一
六
五
八

有
定
隆
雅
j
定
隆
雅
、
一
六
五
九

有
定
隆
雅
j
有
定
隆
、

一六八回

有
定
!
有
隆

定
雅
i

定
隆
、

一六九九

一四四去※一

有
定
i
有
定
、

定
隆
※

i
定
隆
、

一七
(
)
O

定

i
隆、

伊じ

※
雅
1
1
有
定
、

一七一ニ

定
隆
雅

i
定、

定
隆
[
※
隆
、
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一七ニ八

定
隆
l
有
、
一
七
豆
四

有
定
雅

l
有
定
隆
、
一
七
一
〈
九

有
隆
雅
l
有
定
雅
、
一
七
七
一
一
一

有
定
雅
l
勢
ナ
シ
、

有
定

l
有
定
隆
、
一
七
七
ニ

一七七回

有
雅
l
定
隆
、
一
七
八
九

有
l

持
ナ
シ
、
一
室
一
一

{疋
j
骨
ナ
シ
、
一
八
O
四

雅

l
#
ナ
シ
、
一
八
宕

通
定
隆

通
定
、有

ス 定
ス"[ 

有

手時
シー
|七

'己

有五

/、

定
雅
!
隆
雅
、
一
八
一
一

E
iハ
東
北
大
本
落
丁
、
一
八
四
一
一
一

定
!
有
定
、
一
八
九
九

有
定
隆
雅
l
有
定

隆

l
定
、
一
九
O

一
有
隆

l
定
隆
、
一
九
O
一一

巻
第
十
九

一八七七

有
隆

l
有
定
、
一
八
八
七

持
ナ
シ
j
定
隆
、
一
八
九
七

定
隆

l
有
隆
、
一
九
O
四

巻
第
二
十

定
隆
|
勢
ナ
シ
、
一
空
一
一

有

l
#
ナシ

有
隆
雅

l
有
定
雅
、
一
九
四
九
j
き
東
北
大
本
切
取
リ
、
一
九
五
五

定
隆
j
特
ナ
シ
、
一
九
六

一九一七

定
雅
j
#
ナ
シ
、
一
九
百
一
回

定
雅

i
定
隆

両
書
各
と
に
所
見
す
る
撰
者
名
注
記
の
異
同
は
如
上
の
一
三
八
例
で
あ
る
。
そ
の
内
、
「
不
明
」
箇
処
一
一
例
、
〔

例
、
後
符
註
記
箇
処
五
例
を
除
く
と
略
一
二

O
箇
処
が
確
実
に
両
書
の
異
同
と
し
て
対
処
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

両
書
は
同
注
記
の
移
写
付
注
の
源
を
同
じ
く
す
る
も
、
未
だ
各
と
の
転
-
写
経
過
は
分
明
で
な
く
、
相
互
の
書
写
上
に
於
け
る
錯
誤
を
想

定
す
る
と
当
然
の
事
と
し
て
予
測
さ
れ
る
結
果
で
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〕
圏
推
定
箇
処
三

且
つ
、
両
書
に
採
用
し
た
同
注
記
符
五
箇
中
、
一
(
有
家
)
、
二
(
定
家
)
、

せ
な
ど
は
誤
記
・
錯
誤
・
看
過
な
ど
の
過
程
も
予
想
さ
れ
、
転
写
上
の
異
同
を
惹
起
す
る
由
因
と
も
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
一

右
表
か
ら
其
れ
を
拾
う
と
二
七
例
を
数
え
る
ー
そ
の
執
れ
を
認
む
べ
き
か
は
同
類
本
に
よ
る
対
比
を
以
っ
て
校
勘
し
得
る
も
の
で
は
も
と

よ
り
な
い
が
、
右
一
一
七
例
も
相
互
の
誤
写
と
し
て
-
訂
さ
れ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
付
載
一
覧
表
に
穂
久
週

註
二

文
庫
本
(
甲
)
の
そ
れ
を
併
せ
対
照
し
た
の
は
、
そ
の
故
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
し
た
ご
と
く
俄
か
に
は
判
断
し
が
た
い
。

三
(
家
隆
)
、

一
-
一一、
一一. 
一一一、

の
ご
と
き
は
、

の
組
合

又
、
右
表
中
に
*
符
を
付
し
た
の
は
、
両
書
の
一
方
に
同
注
記
を
欠
く
処
で
あ
る
。
五
二
例
が
所
見
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
東
北
大
本
は



註

三

註

四

一
一
例
、
天
理
本
は
四
一
例
、
と
相
互
に
注
記
を
見
ぬ
の
で
あ
る

i
一
五
う
ま
で
も
な
く
天
理
本
の
巻
第
十
四
・
五
の
無
注
記
両
巻
、
落
丁

一
葉
、
叉
東
北
大
本
の
欠
三
巻
、
落
丁
数
葉
は
除
外
す
る

l
。
東
北
大
本
に
比
し
、
天
理
本
の
此
の
四
一
例
は
如
何
に
も
多
い
の
が
注
目

さ
れ
る
。
関
み
に
穂
久
、
運
文
庫
本
ハ
甲
〉
と
の
当
該
箇
処
を
対
比
す
る
に
、

右
記
の
天
理
本
の
無
注
記
箇
処
四
一
例
は
次
の
一
例
を
除
き

東
北
大
本
と
同
じ
く
向
注
記
を
所
見
す
る
。
そ
の
一
例
は
、
一
七
八
九
番
の
歌
で
あ
る
が
、

穂
久
適
文
庫
本
(
甲
〉
に
は
同
注
記
を
欠
き
天
理

「
有
隆
」
・

本
と
同
じ
く
す
る
に
と
ど
ま
る
。
右
四
一
例
中
の
七
八
番
・
一
七
七
一
一
一
番
の
両
歌
に
は
、
穂
久
遡
文
庫
本
(
甲
)
に
は
各
ミ

「
有
隆
雅
」
と
注
記
す
る
が
、
東
北
大
本
に
は
「
有
定
」
・
「
有
定
雅
」
と
相
違
す
る
の
ほ
か
に
異
同
は
認
め
ら
れ
ず
、

見
る
伺
注
記
の
不
載
は
今
後
に
問
題
を
残
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

叉、

こ
の
天
理
本
に

一
方
、
東
北
大
本
に
欠
く
、

無
法
記
筒
処
一
一
例
は
六
例
1
ニ
七
六
・
五
八
一
・
二
六
八
・
一
茜
一
・
二
(
一
一
一
五
・
一
八
八
七

l
を
穂
久
週
文
庫
本
(
甲
)
と

同
じ
く
し
、
他
一
五
例
、
一
O
七
八
「
定
隆
」
、
一
O
七
九
「
定
隆
」
、
一
O
八O

「
有
定
隆
雅
」
、
二
七
五
「
通
」
、

は
天
理
本
・
穂
久
週
文
庫

一
八
一
八
「
有
」
、

本
(
甲
〉
と
向
注
記
を
全
く
同
じ
〈
し
て
い
る
。

上
述
の
例
か
ら
は
、
前
者
に
於
て
両
書
の
差
異
の
著
る
し
き
が
看
取
さ
れ
る
が
、
穂
久
誠
一
文
庫
(
甲
)

し
か
も
東
北
大
本

一
本
と
の
、

-
天
理
本
相
互
の
異
同
箇
処
に
限
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
即
天
理
本
の
欠
陥
、
不
備
と
し
て
対
処
し
得
な
い
の
は
言
及
す
る
ま
で
も

な
い
が
、
本
書
、
類
同
本
た
る
東
北
大
本
に
拠
っ
て
補
訂
を
示
唆
す
る
処
も
叉
砂
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
両
本
に
観
る
撰
者
名
注
記
の
異
同
の
概
要
で
あ
る
が
、
前
述
撰
抄
歌
符
の
項
で
綾
述
し
た
ご
と
く
、
或
る
蓋
然
性
を
簡
素
化

し
て
提
示
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
更
に
精
査
と
考
察
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
異
同
は
祖
を
同
じ
く
す
る
同
類
本
系

の
撰
者
名
注
記
で
あ
る
こ
と
は
認
知
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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註

以
下
に
、
参
照
の
た
め
、
そ
の
歌
番
号
の
み
を
誌
す
。

一
一
八
・
一
四
五
・
ニ
六
六
・
四
ニ
四
・
E

ニニ・五七六・九一一一五・九一一一六・一
O
一
毛
・
一
一
七
八
・
一
二
(
)
五
・
三
一
三
・
一
五
四
一
一
一
・
一
五
五
一
ニ
・
ニ
ハ
一
一
・
一
六
一
一
ニ
・
ニ
〈
五
六
・
一
六
八
四
・
一
七
(
)
0

・一七七ニ・

一
七
七
回
・
一
八
ニ
ニ
・
一
八
七
七
・
一
八
九
九
・
一
九
(
)
一
・
一
九
(
)
一
?
一
九
三
回

の
二
七
例
で
あ
る
。

註
以
下
に
穂
久
適
文
庫
本
(
甲
〉
の
書
誌
概
要
を
誌
す
。

綴
葉
装
、
四
帖
。
蔚
黄
色
地
金
泥
雲
形
野
毛
撒
布
目
表
紙
、
竪
二
十
四
・
一
糎
、
横
十
七
・
八
糎
。
見
返
し
、
本
文
共
紙
。
料
紙
、
鳥
子
紙
。
毎
半

葉
十
行
。
字
面
高
サ
約
二
十
・
五
糎
。
歌
本
文
は
上
下
旬
二
行
書
き
、
詞
書
略
二
字
下
げ
に
書
写
し
て
い
る
。

題
築
〈
左
肩
)
、
香
色
地
金
泥
雲
形
紋
短
冊
に
、
「
新
古
今
和
歌
集

上
上
(
上
下
・
下
上
・
下
下
ご
と
墨
書
。
内
題
は
「
新
古
今
和
詩
集
巻
第

(
i廿
〉
/
春
寄
上
ハ
1
釈
教
寄
〉
」
と
記
す
。
各
帖
墨
付
本
文
は
、
第
一
帖

七
折
百
六
丁
・
第
二
帖

六
折
八
十
八
丁
、
第
三
帖
七
折
七
十
八
丁
、

第
四
帖

七
折
百
四
丁
(
内
二
丁
奥
書
併
び
に
加
証
識
語
)
。

奥
書
・
加
証
識
語
は
第
四
帖
の
末
に
、

件
本
奥
書
一

承
元
三
年
六
月
十
九
日
書
之
同
七
月
廿
二
日
/
依
重

勅
定
被
改
直
之

文
永
六
年
二
月
九
日
以
京
極
黄
門
自
筆
/
本
校
合
早

雅
・
脊
卿

左
近
次
将
在
判
」

此
新
古
今
和
詩
集
全
部
四
策
者
/
侍
従
為
親
卿
納
蹴
欄
一
時
子
筆
跡
也
可
謂
/
希
代
之
珍
宝
末
世
之
奇
観
者
子
/
伴
久
金
所
持
之
一
覧
之
次
記
喬

特
進
源

と
誌
し
て
い
る
。
奥
書
に
依
れ
ば
承
元
三
年
七
月
廿
二
日
の
被
改
直
本
の
定
家
自
筆
本
系
で
あ
り
、
特
進
源
加
証
か
ら
為
世
孫
為
親
書
写
本
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
本
文
又
左
近
次
将
奥
書
の
筆
跡
は
共
に
特
進
源
加
証
筆
跡
と
全
く
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
此
の
加
証
奥
書

本
か
ら
の
転
写
一
本
と
推
定
さ
れ
る
。
且
つ
、
特
進
源
は
中
院
通
茂
(
寛
永
八
1
宝
永
七
〉
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
書
写
年
択
は
自
ら

- 39-



限
定
さ
れ
る
が
、
江
戸
前
期
、
寛
文
か
ら
延
宝
前
後
の
頃
か
と
推
測
さ
れ
る
。

本
書
に
は
、
朱
墨
両
筆
の
数
種
の
答
'
付
、
書
入
れ
、
校
合
等
の
跡
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
撰
者
名
注
記
に
限
る
と
、
四
帖
各
冊
に
は
各
歌
上

辺
に
墨
書
さ
れ
、
初
出
例
に
か
、
ぎ
り
、
「
定
家
朝
臣
/
家
隆
朝
臣
/
雅
経
」

1
、
「
右
衛
門
督
源
朝
臣
/
雅
」

4
、

と
く
に
記
し
て
い
る
。
が
以
下
は
「
通
有
定
隆
雅
」
と
略
記
す
る
。
但
し
、
第
三
帖
(
巻
第
十
二
ら
同
十
五
)
の
四
巻
は
「
衛
庁
内
H
5
4
」
と
部
首
略

「
右
衛
/
有
家
朝
臣
」

6
、
の
ご

号
に
代
え
て
い
る
。

註

同
様
に
そ
の
歌
番
号
は
、

ニ七六・
E

八一・一
O
也八・一
O
完
・
一
O
八0
・
三
〈
八
・
二
芸
・
一
五
四
一
・
一
六
一
一
一
千
一
八
一
八
・
一
八
八
七

一
一
例
が
見
出
さ
れ
る
。

の
註
四

天
理
本
の
四
一
例
は
、

七・主]・
E

八
・
吾
川
・
七
八
・
古
川
・
一
O
五
・
二
七
・
一
四
九
・
ニ
四
0

・一一口一・一一一一五・一一一六耳・一一芸一・一九()四・
E

四
一
・
五
五
一
一
一
・
五
一
九
七
・
塁
王
・
一
夫
ニ
・
六
三
四
・
一
〈
四
六
・
九
一
三
・
九
六
四

し一
O
五五・二一一石・一一一
O
穴
・
一
ニ
ウ
一
六
・
一
四
四
五
・
一
空
七
・
一
五
一
(
八
・
一
五
七
一
・
一
一
尖
(
)
・
一
也
主
一
・
一
甘
八
九
・
一
也
九
一
一
一
・
一
八
O
四・一九
O
四
・
一
九
一
一
で
一
九
一
七
・
一
九
五
五

で
あ
る
。

偶
作
者
勘
物
併
び
に
朱
筆
書
入
れ

本
書
の
本
文
に
就
ド
て
の
検
討
に
さ
き
だ
ち
、
既
述
の
撰
抄
歌
符
・
撰
者
名
注
記
と
共
に
天
理
本
と
叉
よ
く
類
同
す
る
墨
・
朱
両
筆
の

書
入
れ
、
朱
筆
校
記
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
一
つ
は
、
的
作
者
の
出
自
・
経
歴
を
略
記
す
る
勘
物
(
墨
)
で
あ
り
、

次
に
数
砂
い
が
防
本
歌
・
類
歌
を
主
と
す
る
ん
所
謂
書
入
れ

ハ
朱
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
様
に
間
と
散
見
す
る
に
す
、
ぎ
ぬ
が
、
付
壬
生
自
筆
本
・
京
極
自
筆
本
と
明
記
す
る
朱
校
記
の
三
項
で
あ
る
。
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ま
ず
、
そ
の

ωほ
、
天
理
本
に
於
け
る
と
同
様
に
本
書
も
本
文
書
写
筆
跡
と
同
筆
で
あ
り
、
両
書
は
各
そ
そ
の
書
写
時
期
を
同
じ
く
し

て
書
入
れ
ら
れ
た
勘
物
で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
ご
と
く
両
書
の
類
同
は
否
定
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
依
拠
本
に
既
に
存

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
祖
本
に
於
て
は
源
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
両
書
に
看
る
奥
書
群
か
ら
推
測
す
る
に
、

両
書
の
底
本
の
校
合
本
た
る
梶
井
宮
御
本
の
校
合
奥
書

1
2
1に、

「
以
梶
井
宮
御
所
御
本
一
校
了
井
作
者
名
注
了
」

と
あ
る
「
作
者
名

注
」
が
恐
ら
く
其
れ
に
該
当
す
る
記
述
で
も
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
勘
物
は
梶
井
宮
御
所
本
に
既
に
存
し
、
延
応
元
年
四
月
九
日

を
遡
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
円
嘉
本
校
合
以
前
、
両
書
の
祖
本
た
る
原
態
に
か
く
注
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
り
留
意
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
本
書
と
天
理
本
併
に
そ
の
転
写
本
の
ほ
か
に
も
、
書
陵
部
蔵
本
中
に
、
時
代
は
降
る
が
室
町
議
頃
の
写
本
、
旧
鷹
司
城
南
条

(
鷹
例
〉
四
冊
が
存
す
る
の
で
、
以
下
に
聞
と
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
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天
理
本
に
所
見
す
る
此
の
注
記

l
東
北
大
本
は
欠
巻
が
存
し
総
数
は
不
明
で
あ
る
!
は
お
よ
そ
三

O
O筒
処
に
及
び
、
そ
の
過
半
は
本

註
二

書
と
同
じ
く
し
且
つ
一
・
二
字
の
相
違
は
散
見
す
る
処
も
存
す
る
が
全
く
同
注
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
尾
に
別
記
し
た
五
十
余
項
は
本
書

に
移
写
さ
れ
な
が
ら
に
天
理
本
に
見
ぬ
勘
物
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
そ
の
五
十
余
例
を
各
巻
別
に
記
す
と

l
上
記
は
天
理
本
注
記
数
、

下
記
は
天
理
本
類
同
の
注
記
数
以
外
に
東
北
大
本
の
み
に
所
見
す
る
注
記
数
で
あ
る
ι

巻

第

一

回

1
1、
巻
第
二

n
l
o、
巻
第
三
ぬ

l
o、
巻
第
四
況

1
1、
巻
第
五
回

1
1、
巻
第
六

ロ
ー
不
明
(
東
北
大
本
欠
巻
)
、
巻
第
八

m
l不
明
(
向
上
)
、
巻
第
九

7
1不
明
(
向
上
〉
、
巻
第
十

。lm、
巻
第
十
四

ロ
l
3、
巻
第

七

ロj
3

巻
第
十
一

7
1
3
、
巻
第
十
三

9
1
0、
巻
第
十
八
ロ

1
4、
巻
第
十
九

0
1
8、
巻
第
こ
十

の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
異
同
の
著
し
き
は
、
巻
第
十
一
ニ
・
十
四
・
十
五
・
十
九
の
四
巻
に
蝿
集
し
て
他
巻
の
そ
れ
と
は
別
し
て
い

日

1
1、
巻
第
十
二

第
十
七

0
1
7
、
巻
第
十
五

0
1
6、
巻
第
十
六

お

1
0、
巻

同

h
u
f
t
l
τ
i



る
。
そ
の
こ
と
は
、
一
一
一
一
口
換
え
れ
ば
、
天
理
本
は
既
に
依
拠
本
が
か
く
不
注
記
の
伝
本
で
あ
っ
た
と
す
る
か
、
或
は
意
図
的
に
省
制
し
た
か

の
い
ず
れ
か
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
天
理
本
の
巻
第
十
四
・
十
五
両
巻
に
見
る
撰
抄
歌
符
・
撰
者
名
注
記
の
不
載
の
ご
と

き
と
同
様
に
で
あ
る
。
因
み
に
別
註
尾
に
*
符
を
付
し
た
の
は
鷹
司
城
南
館
本
に
所
見
す
る
同
勘
物
で
あ
る
。
本
書
に
比
し
紗
い
が
、
上

記
四
巻
中
に
十
三
例
を
数
え
略
同
文
で
あ
る
。
同
本
は
書
写
期
も
降
り
其
後
の
追
補
と
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
本
書
の
そ
れ
は
天
理
本
と
は

相
接
し
立
つ
注
文
形
式
も
全
く
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
天
理
本
と
共
に
す
る
祖
本
の
原
態
に
は
、
本
書
の
ご
と
く
に
全
巻
に
一
旦
る

此
の
勘
物
は
存
L
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
叉
天
理
本
を
相
補
う
ひ
と
つ
で
も
あ
ろ
う
。

註
三

叉
、
上
記
事
項
と
は
別
に
、
本
書
は
次
の
七
箇
処
に
略
同
一
勘
物
を
重
記
す
る
。
即
ち
、

一
五
俊
成
(
五
前
出
)
、
一
八
太
上
天
皇
(
二
同
上
)
、
ニ
一
一
一
摂
政
太
政
大
臣
(
一
向
上
)
、
一
一
七
四
行
(
七
向
上
)
、

一O
一
式
子
内
親
王
ハ
コ
一
伺
上
〉
、
ご
一
八
宮
内
卿
(
四
向
上
)

石
家
隆
(
一
七
向
上
〉
、

で
あ
る
。
鷹
司
城
南
館
本
に
は
一
八
に
そ
の
一
部
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
か
く
重
複
し
移
写
す
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
や
は
り
本

書
の
依
拠
本
に
存
し
、
其
億
転
写
し
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
唐
突
な
臆
測
を
馳
せ
れ
ば
、
重
複
注
付
の
ご
と
き
に
原
態
を

想
う
の
は
蛇
足
で
あ
ろ
う
か
。
又
重
記
勘
物
に
は
縫
か
な
が
ら
も
誤
写
と
は
思
わ
れ
ぬ
異
同
が
一
・
二
散
見
さ
れ
る
。

次
に
、
例
の
朱
筆
書
入
れ
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
九
箇
処

i
内
二
筒
処
墨
書
j
に
散
見
し
、
次
掲
の
一
例
を
除
き
天
理
本
と
は
記
述
共

に
殆
ん
ど
同
じ
く
す
る
。
一
八
五
ニ
番
(
墨
)
の
記
事
の
ほ
か
は
、

註
四

ご
と
く
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
本
歌
又
は
類
歌
を
付
注
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
に
別
註
し
た

ら

本
書
に
の
み
所
見
す
る
一
筒
処
は
、
巻
第
十
三
恋
部
一
三
八
成
富
門
院
大
輔
歌
「
な
に
か
い
と
ふ
よ
も
な
か
o

へ
し
一
去
と
」
に

御
本
一
一
な
に
か
い
と
ふ
と
あ
り
し
か
は
あ
れ
と
音
大
輔
ニ
あ
ひ
て
侍
し
時
、
、
と
な
り
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自
讃
寄
を
少
と
て
つ
か
ら
か
き
て
た
ひ
た
り
し
に
た
し
か
に
な
に

h
M〆
と
あ
り
ハ
墨
)

の
注
記
を
見
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
記
に
云
う
「
御
本
」
は
何
れ
の
本
を
指
す
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
両
本
共
通
の
書
入
れ
八
例
中
、
七
例
に
は
す
べ
て
「
或
本
こ

「
或
本
」
も
叉
両
書
の
奥
書
群
よ
り
類
推
す
る
こ
と
も
出
来
が
た
く
同
様
に
未
詳
で
あ
る
が
、

と
記
さ
れ
る
。

両
書
の
本
文
校
合
の
中
に

も
聞
と
散
見
し
、
右
項
の
ご
と
き
注
付
書
入
れ
と
共
に
校
勘
対
象
と
な
っ
た
一
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
も
卒
爾
に
は
勿
論

決
め
が
た
い
が
建
長
四
年
円
嘉
本
校
合
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
叉
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
本
書
本
文
に
就
い

て
後
述
す
る
処
に
て
併
せ
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
し
て
付
項
は
京
極
自
筆
本
・
壬
生
自
筆
本
と
明
記
す
る
次
掲
の
朱
筆
校
記
で
あ
る
が
両
書
は
異
同
を
示
し
な
が
ら
も
略
同
じ
く
し
、

そ
の
来
由
も
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
本
奥
書
群
よ
り
す
れ
ば
、
上
下
帖
の

7
-
T
・
8
・
8
、
両
奥
書
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
家

註
五

隆
自
筆
本
・
定
家
自
筆
本
に
拠
る
朱
校
記
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
き
田
中
裕
氏
は
「
朱
書
は
別
人
の
わ
ざ
と
思

わ
れ
る
か
ら
、
円
嘉
本
の
奥
書
と
は
関
係
な
く
、
そ
れ
以
外
の
本
か
ら
後
に
写
し
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

天
理
本
の
書
写
状
態
か
ら
見
れ
ば
、
本
文
と
は
精
と
書
跡
も
異
る
印
象
を
受
け
、
前
記
書
入
れ
と
同
筆
の
ご
と
く
で
あ
る
。
も
っ
と
も
天

理
本
二
十
巻
を
同
一
筆
者
の
書
体
と
断
ず
る
に
は
踏
い
が
あ
り
、
複
数
の
書
写
者
の
一
人
に
よ
る
朱
校
も
想
像
さ
れ
な
く
も
な
い
。
そ
れ

は
と
も
か
く
と
し
て
、
天
理
本
と
書
写
を
程
隔
て
ぬ
本
書
に
撰
抄
歌
符
以
下
作
者
勘
物
に
至
る
ま
で
大
筋
に
於
て
同
じ
く
す
る
の
は
如
何

に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
円
嘉
本
系
奥
書
の
、

7
・
7
・
8
・
8
、
両
奥
書
に
拠
る
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
上
記
諸
事
項
を
併
せ
付
載
す

る
書
写
本
よ
り
の
移
写
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
も
本
書
が
天
理
本
か
ら
の
転
写
本
で
な
い
と
す
れ
ば
猶
更
で
あ
る
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

- 43ー



以
下
に
河
書
を
対
照
し
一
覧
す
る
と
、

1 2 3 

ーノ、

4 

一(七

5 

九
二
(

6 

九
五
五

7 

0
0九

8 

一O
一四

9 

一O
一七

10 

一一一一一七
一一一一一八

11 12 

一一穴四

日
三
一
八

M

一一一一九

日
一
ニ
宕

東
北
大
本

地
京
極
本
如
此

と
を
ち
に
は

如
前
走
姓
京
極
本
同
イ

藤
原
清
輔
朝
臣

京
極
自
筆
本
無
姓

道
信
朝
臣

南
本
無
姓

藤
原
定
家
朝
臣

京
極
本
無
姓

藤
原
実
方
朝
臣

彼
本
無
姓
京
極
本
同

藤
原
雅
経

壬
生
自
筆
姓
無
之

清
原
深
養
父

(
O七

大
中
臣
能
宣
朝
臣

無
姓
字
京
極
無
姓

大
中
臣
能
宣
朝
臣

壬
生
京
協
慨
無
姓
也

藤
原
定
家
朝
臣

同
前藤

原
有
家
朝
臣

京
極
無
姓

源
俊
頼
朝
臣

丙
本
無
姓
イ

源
重
之

丙
本
無
姓

紀
貫
之

京
本
無
姓

藤
原
有
家
朝
臣

天
理
本

同
上

定車道喜;清妻
家義信書輔首
朝性朝霊朝筆
臣臣寵臣茶

性

実
方
朝
臣

大安清走
中苧原言

毘京塗童
日巴極費無

宣控父之雅
朝日京経

臣雲
生E

之
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向
上

定
家
朝
臣

有
家
朝
臣

源車
重芸
之姓俊

頼
朝
臣

貫
之

藤
原
有
家
朝
臣



右
記

藤去 の
同姓 ほ

経子雅笠合
経経菜、

聖書次
円の

例
は

向
上

藤

原

二

字

無

雅
経
朝
臣

と
記
さ
れ
、
九
五
八
は
「
彼
本
」
、
後
者
二
例
は
前
記
諸
例
と
精
と
異
る
が
付
記
し
た
。

日
一
二
七
九

17 

一一一二四

再
本
無
桧

藤
原
家
隆
朝
臣

丙
本
無
姓

藤
原
有
家
朝
臣

両
本
無
姓

藤
原
雅
経

河
本
然
姓

藤
原
雅
経

京
本
無

藤
原
有
家
朝
臣

京
本
無
姓
イ

藤
原
家
隆
朝
臣

京
極
無
姓
イ

藤
原
雅
経

両
本
無
姓

源
順

両
本
無
姓
イ

藤
原
定
家
朝
臣

両
本
無
姓

大
中
臣
能
宣
朝
臣

家
隆
朝
臣

有
家
朝
臣

雅
経

雅
経

有
家
朝
臣

家
隆
朝
臣

雅
経

源
I1民

- 45ー

18 

豆王.

と木

能面定
宣家
朝朝
臣臣

19 20 

一-J 、、
一

同
上
(
但
シ
墨
注
)

落
丁

の
ご
と
く
で
あ
る
。

21 

一一(六回

以
上
二
五
箇
処
に
散
見
さ
れ
、
そ
の
異
同
の
過
半
数
一
七
例
は
天
理
本
に
於
て
朱
校
記
を
欠
き
、
本
書
は
わ
ず
か
に
一
例
を
所
見
す
る

22 

一六六八

23 

一七()九

24 

一七二五

お一一九一四

l' 

九五八

2' 

一O
九四一

3' 

一四五六



に
と
ど
ま
る
。

し
か
も
一
七
例
中
一
五
例
は
壬
生
・
京
極
両
自
筆
本
に
一
五
う
「
無
姓
)
の
表
記
j
例
え
ば
5
「
実
方
朝
臣
」
、

6
「
雅
経
」

の
ご
と
き

i
箇
処
で
あ
っ
て
敢
え
て
校
注
を
必
要
と
せ
ぬ
処
で
あ
る
。

且
つ
天
理
本
に
見
ら
れ
る
2
・
3
・
4
の
ご
と
き
は
上
例
に
準
ず

れ
ば
寧
ろ
其
の
校
記
は
無
用
で
す
ら
あ
り
、
何
故
に
其
処
に
付
記
さ
れ
た
の
か
理
解
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
比
の
朱
校
注
に
関

す
る
限
り
で
は
姓
氏
を
共
に
記
す
本
書
の
ご
と
き
が
自
然
で
あ
り
、
或
は
原
態
を
と
ど
め
て
い
る
か
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
共
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
例
二
五
例
の
な
か
で
、
両
本
に
於
け
る
姓
氏
の
表
記
が
一
八
例
に
わ
た
り
相
違
し
、

い
ず
れ
後
述

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
両
本
の
本
文
の
異
同
が
既
に
此
処
に
も
所
見
さ
れ
、
そ
の
各
と
の
転
写
経
緯
の
複
雑
さ
が
予
見
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
両
書
は
同
一
奥
書
群
を
共
有
し
な
が
ら
に
各
と
相
異
る
集
本
文
を
有
し
、
且
つ
上
述
し
た
諸
事
項
を
略
同
じ
く
す
る
と
い
う

理
解
を
超
え
た
組
合
せ
で
あ
る
。
そ
の
執
れ
か
の
一
本
が
集
本
文
を
別
本
に
拠
り
書
写
し
、
そ
の
上
に
上
掲
奥
書
群
と
抄
符
・
諸
注
記
を

具
備
す
る
伝
本
に
拠
る
移
写
の
ご
と
き
の
経
過
を
予
想
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

又
‘
追
記
し
た
1
1
2
は
い
ず
れ
も
朱
注
し
、

一O
九
四
・
一
四
五
六
番
の
両
例
は
比
校
本
の
注
記
を
欠
く
が
、

前
例
と
の
関
聯
を
思
い
参
考
ま

で
に
掲
示
し
た
。
九
五
八
番
は
「
朝
臣
」
表
記
の
存
否
か
ら
一
四
五
六
番
の
校
記
を
併
せ
思
い
付
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
彼
本
」
も
叉
未
詳
で

あ
る
。

註

書
陵
部
蔵
〔
室
町
後
期
〕
写

四
冊

l
鷹
m
l。
各
巻
首
に
捺
す
「
鷹
司
城
南
館
図
書
印
」
記
に
よ
り
一
般
に
呼
称
さ
れ
る
。
同
書
は
天
理
本

-
東
北
大
本
に
誌
す
奥
書
群
を
載
せ
ぬ
が
、
両
書
同
様
に
撰
抄
歌
符
・
撰
者
名
注
記
と
共
に
略
同
一
の
作
者
勘
物
を
移
写
す
る
。

同
書
の
頭
注
・
校
訂
本
に
、
岸
上
慎
二
・
橋
本
不
美
男
・
有
吉
保
三
氏
編
「
校
訂
新
古
今
和
歌
集
」
(
昭
和
三
十
九
〉
が
あ
る
。
参
酌
さ
せ
て
い
た

z-
、台
}
0

4
J
I
V
4
J
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巻
第

./¥. 

藤
原
定
家

四
十
六
首
、
子
時
正
四
位
下
左
近
中
将
、
俊
成
卿
三
男
、
母
前
若
狭
守
藤
親
忠
ノ
帯

巻
第
四

四
一
四

道
因
法
師

俗
名
前
馬
助
藤
敦
頼
、
藤
敦
輔
孫
清
隆
男

* 

来
語
帰
五

四
四
三

土
御
門
内
大
臣

ム
ハ
ノ
、
通
親
、
内
大
臣
雅
通
ノ
、
母
典
薬
助
長
信
女

* 

巻
第
六

六八一

寂
然
法
師

十
四
ノ

俗
名
頼
業
、
丹
後
守
藤
為
忠
ノ
、
前
石
見
守

守E

完一

上
西
門
院
兵
衛

神
祇
伯
顕
仲
卿
女

- 47-

ヲ勺
ブh
Eヨ

大
納
言
隆
季

* 

一
首
、
正
二
位
中
納
言
家
成
/
、
母
高
階
宗
章
女

巻
第
十

九
六
一
〈

禅
性
法
師

* 

一
ノ
、
前
左
近
少
将
童
ノ

九
七
四

僧
正
雅
縁

一
首
、
興
福
寺
別
当
、
内
大
臣
雅
通
ノ
、
普

遊
女
妙

ブu
tコ
ブし

江
口
長
者

者

巻
第
十

一
O
恒一八

一
首
、
従
三
位
皇
后
宮
権
大
夫
、
右
大
臣
俊
一
局
四
ノ
、
師
忠
卿
為
子
、
母
大
和
守
主
紘
一
文

権
中
納
言
師
俊

巻
第
十
二

一O九(
)

近
衛
院

首

首鳥
、羽

正第
二八
位皇
大子
納、

言御
公母
通美
卿福
/門
、院

霊長贈
実左

基女主
朝比
臣
/ 

一一一一七

大
納
言
実
宗

一一一一九

正
三
位
経
家

二
首
、
大
宰
大
弐
重
家
卿
男



一一四九支毛
一一豆四

一一古川
一一七ニ

一一七日]

一一八
O

一一八七
一一八八

一一九()

二
九
ニ

一一一一一一
一一一一-=r.:::'" -ι:L. o 

一一三凶
一一一一-~-~ J 、 巻

第
十
三

儀
同
三
司
母

廉
義
公

源
正
清
朝
臣

大
宰
帥
敦
道
親
王

更
衣
源
周
子

大
納
言
清
蔭

九
条
入
道
右
大
臣

賀
茂
成
助

左
大
将
朝
光

藤
原
道
経

藤
原
知
家

安
法
と
師
女

権
中
納
言
敦
忠

平
定
文

鳥
羽
院

左
兵
衛
督
家
通

久
我
内
大
目

藤
原
定
家
母

一
首
、
従
二
位
成
忠
女

一
首
、
号
三
条
関
白
、
清
慎
公
男
、
母
左
大
臣
時
平
女

一
首
、
正
四
位
下
摂
津
守
元
蔵
人
頭
左
近
中
将
、
無
口
問
有
明
親
王
男
、
母
仲
平
大
臣
女

一
首
、
一
二
品
冷
泉
院
皇
子
、
母
贈
皇
后
官
超
子
、
東
三
条
入
道
摂
政
一
ノ

一
首
、
左
大
弁
源
唱
朝
臣
杭
近
江
、
号
近
江
更
衣
、
高
明
成
明
親
王
母

一
首
、
正
三
位
、
陽
成
院
第
五
ノ
、
母
紀
氏

一
首
、
師
輔
、
貞
信
公
男
、
母
右
大
臣
能
有
女

一
首
、
賀
茂
別
当
社
神
主
、
神
主
成
実
男

- 48-

兼

通

三
首
、
正
二
位
大
納
言
前
関
院
大
将
、
堀
川
関
白
忠
義
公
ノ
、
母
三
口
問
式
部
卿
有
明
親
王
女

三
首
、
前
和
泉
守
、
前
讃
岐
守
顕
綱
ノ
、
母
隆
経
朝
臣
女

一
首
、
子
時
正
五
位
下
左
兵
衛
佐
、
正
三
位
顕
家
男
、
乱
収
納
言
師
膨
ダ
院
女
房
新
大
夫

二
首
、
俗
名
越
、
内
匠
頭
況
綜
ド
/
、
母
神
祇
伯
大
中
臣
安
則
ノ
、
大
納
言
日
舛
孫

二
首
、
左
大
臣
時
平
一
一
一
男
、
母
左
衛
門
佐
在
原
棟
梁
女

一
首
、
従
五
位
上
左
兵
衛
佐
、
右
近
衛
権
中
将
好
風
一
/

二
首
、
堀
川
院
第
一
皇
子
、
御
母
贈
呈
貯
宮
古
一
子
、
大
納
一
一
一
一
口
実
季
女

二
首
、
正
二
位
中
納
言
、
大
納
一
一
一
一
口
重
通
男
、
母
大
納
一
一
一
口
師
頼
女

一
首
、
雅
通
、
右
大
臣
雅
定
為
一
男
、
母
大
納
言
能
佼
女
、
実
大
納
言
基
忠
ノ
、
実
大
納
言
顕
通
男

一
首
、
若
狭
守
親
忠
女
、
母
美
福
門
院
女
房
伯
宮



一一一一一一八
一一一一一一九

一一一四
O

一一一四八
一一一四九

一一一一色
一一一八
O

一一一一四九ヨ三
一一ニ八一

一三八一一一
一t
f
m

一一一
一四一回 巻

第
十
四

恵
子
女
王

右
大
将
道
綱
母

陽
明
門
院

朱
雀
院

女
御
照
子

後
朱
雀
院

法
眼
宗
門

巻
第
十
五

光
孝
天
皇

六
条
右
大
臣
室

一
条
摂
政
口
代
明
親
王
女
各

二
首
、
陸
奥
守
論
寧
女
、
母
刑
部
大
輔
源
諸
女

一
首
、
三
条
院
皇
子
、
母
皇
大
后
研
子
設
計

二
首
、
醍
醐
天
皇
第
一
皇
子
、
御
母
皇
大
后
宮
藤
穏
子

贈
皇
后
宮
母
、

一
首
、
朱
雀
院
女
御
、
昭
宣
公
女
、
延
喜
太
子
保
明
女
、
母
左
大
臣
時
平
女

三
首
、

一
条
院
第
三
皇
子
、
御
母
上
東
門
院
彰
子
、
法
成
寺
入
道
摂
政
一
女

* 

二
首
、
従
三
位
左
大
弁
、
参
議
大
宰
大
弐
峯
守
男

盛
明
親
王
一
首
、
正
四
位
下
経
大
蔵
批
一
一
J

V

野
太
守
等
、
延
喜
第
十
五
王
子
、
母
更
衣
源
周
子
、

t
p
E更
衣

弁
石
清
水
別
当
成
清
女
、
光
親
卿
為
妻

兵
部
卿
致
平
親
王

参
議
室

き
穴門委
僧=十
賀v 八

聖
ノ¥

一八三日]

山
田
法
師

巻
第
十
九

宗
真
弟
子

三
首
、
仁
明
天
皇
第
三
皇
子
、
母
贈
皇
后
宮
藤
原
沢
子
、
紀
伊
守
総
継
女

一
首
、
中
納
言
隆
俊
女

* * 

一
首
、
四
品
、
天
暦
第
三
王
子
、
母
左
大
臣
在
衡
女

* 

一
首
、
参
議
恒
平
卿
子

女
蔵
人
内
匠

一
首
、
延
喜
御
宇
女
蔵
人

一
七
四
五

一
首
、
後
撰
作
者

一
八
六
(
〕

蝉
丸

二
首

* 

普

ーを

- 49-
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註一
一八一八五

大
江
千
古

一
首
、
伊
与
権
守
、
参
議
従
三
位
音
人
男

守合

一八一(一(

法一三円紀
印縁3淑
成理u 望
清平

一
首
、
従
五
位
上
東
官
学
士
等
、
中
納
言
長
谷
雄
一
男

告を

一
八
六
七

一八八七
一八九一一一

賀
茂
幸
平

一
首
、
元
夏
父
也
、
正
四
位
下
式
部
大
輔

一
首
、
石
清
水
別
当
僧
都
光
清
男
、
母
小
大
進

守幸

一八九五

中
納
言
資
仲

藤
原
伊
家

一
首
、
正
四
位
下
神
主
、
神
主
家
平
男

守告

一八九九
一九()九

徳
大
寺
左
大
臣

一
首
、
正
二
位
大
宰
帥
、
大
納
言
資
平
二
男
、
母
近
江
守
知
章
女

守を

巻
第
二
十

一九一九

行
基
菩
薩

一
首
、
正
五
位
下
蔵
人
右
中
弁
、
周
防
守
正
四
位
上
公
基
朝
臣
男
、
母
範
、
水
朝
臣
女

一
首
、
実
能
、
大
納
言
公
実
男
、
母
従
二
位
隆
方
朝
臣
女

守を

巻
第
-

一
首
、
和
泉
大
鳥
郡
人

告を

皇
太
皇
宮
大
夫
俊
成

正
三
位
、
権
中
納
言
俊
忠
男
、
母
敦
家
相
臨
時

o ヨ王f¥. 

太
土
天
皇

摂
政
太
政
大
臣

-t;; 

藤 西
原行
家法
隆師

4ニコ

巻
第

式
子
内
親
王

三
十
三
首
、
尊
成
、
高
倉
院
第
四
皇
子
、
御
母
七
条
院

後

法

性

寺

七
十
九
首
、
良
経
、
九
条
入
道
前
関
白
二
男
、
母
従
二
位
藤
季
行
女

告+

九
十
四
首
、
散
位
康
清
男
、
佐
藤
也
、
俗
名
憲
清
左
兵
衛
尉

子
時
従
四
上
前
上
総
介
、
前
中
納
言
光
隆
四
男
、
母
実
兼
女
、
公
実
孫

前
斎
院
、
准
三
位
、
後
白
河
院
御
子
第
二
皇
女
也
、
御
母
儀
高
倉
一
二
位
、
従
一
一
一
位
成
子

* 

- 50-



註
四 一一一八

十
五
首
、
左
京
権
大
夫
師
光
女
、
母
後
白
河
院
女
房
安
芸
筆
弾
、
円
配
冊
宗
茂
女

宮
内
卿

一
四

O

俊
成
女
歌
「
う
ら
み
す
ゃ
う
き
ょ
を
は
な
の
云
E

」
に
、

古
今
雑
下

或
本

小
町

ワ
ヒ
ヌ
レ
ハ
身
ヲ
ウ
キ
ク
サ
ノ
ネ
ヲ
タ
エ
テ
サ
ソ
ウ
水
ア
ラ
ハ
イ
ナ
ン
ト
ソ
ヲ
モ
フ

一五八

慈
円
歌
「
む
す
ふ
て
に
か
け
み
た
れ
ゆ
く
云
E

」
に
、

古
今
別

或
本

貫
之

ム
ス
フ
テ
ノ
シ
ッ
ク
ニ
、
コ
ル
ヤ
マ
ノ
ヰ
ノ
ア
カ
テ
モ
人
ニ
ワ
カ
レ
ヌ
ル
カ
ナ

一七六

前
太
政
大
臣
歌
「
し
ら
っ
ゅ
の
な
さ
け
を
き
け
る
云

f
一
に

- 51ー

源
氏

オ
リ
テ
コ
ソ
、
レ
カ
ト
モ
ミ
メ
タ
ソ
カ
レ
ニ
ホ
ノ
/
〈
1
ミ
エ
シ
ソ
ナ
ノ
ユ
フ
カ
オ

或
本

ヒ
カ
り
ア
リ
ト
ミ
シ
ユ
フ
カ
ホ
ノ
ウ
ハ
ツ
ユ
ハ
タ
ソ
カ
レ
ト
キ
ノ
ナ
カ
メ
ナ
リ
ケ
リ

f¥. 

宮
内
卿
歌
「
か
た
え
さ
す
お
ふ
の
う
ら
な
し
去
t

」
に
、

古
今
秋

或
本

イ
セ
ウ
タ

オ
フ
ノ
ウ
ラ
カ
タ
エ
サ
シ
オ
ホ
ヒ
ナ
ル
ナ
シ
ノ

以
下
綴
白
、
不
明

〔
ナ
ル
モ
ナ
ラ
ス
モ
ネ
テ
カ
タ
ラ
ハ
ン
〕

=八ニ

慈
円
歌
「
な
つ
衣
か
た
へ
す
ふ
し
く
云
ミ
」
に
、

古
今
夏

或
本

期
恒

ナ
ッ
ト
ア
キ
ト
ユ
キ
カ
ウ
ソ
ラ
ノ
カ
ヨ
イ
チ
ニ
カ
タ
エ
ス
、
シ
キ
風
ヤ
フ
ク
ラ
ン

プて
プて

鴨
長
明
歌
「
あ
き
か
せ
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
云
t

」
に
、



古
今
春
下

読
人
不
知

或
本

ハ
ル
ノ
イ
ロ
ノ
イ
タ
リ
ー
勺
タ
ラ
ヌ
サ
ト
ハ
ア
ラ
シ
サ
ケ
ル
サ
カ
サ
ル
ハ
ナ
ノ
ミ
ユ
ラ
ン

百
一
八
九
家
隆
歌
「
に
ほ
の
う
み
や
月
の
ひ
か
り
の
云
t

」
に
、

古
今
秋
下

或
本

ヤ
ス
ヒ
テ

グ
サ
モ
キ
モ
イ
ロ
カ
ハ
レ
ト
モ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
ナ
ミ
ノ
ハ
ナ
コ
ソ
ア
キ
ナ
カ
リ
ケ
レ

一
八
五
ニ

日
吉
明
神
歌
「
し
る
ら
め
や
け
ふ
の
ね
の
ひ
の
一
去
と
」
に
|
但
シ
前
者
ト
異
リ
墨
書

l

此
神
寄
日
吉
祢
宜
祝
部
成
仲
所
給
也
の
任
大
舎
頭
今
九
十
一
ニ
云
t

阪
審
問
一
善
本
叢
書

註
五

「
新
古
今
和
歌
集
烏
丸
本
」
解
題

昭
和
四
十
九
年
九
月

V今

文

本

拠
、
此
処
で
両
書
本
文
に
視
点
を
転
じ
て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
繰
返
し
記
し
た
ご
と
く
に
両
者
一
日
奥
書
か
ら
は
其
の
本
文
は
転
写
経

過
に
於
け
る
異
同
を
超
え
る
も
の
と
は
予
想
さ
れ
ず
、
寧
ろ
全
く
同
一
本
文
た
る
べ
き
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
掲
示

し
た
作
者
名
表
記
に
於
け
る
績
か
な
所
引
本
文
に
於
て
も
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
に
雨
量
日
本
文
の
相
違
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。

従
つ

て
、
以
下
に
は
、
本
書
本
文
の
特
賞
を
表
示
す
る
た
め
に
も
i

綾
と
と
し
た
例
示
に
と
ど
ま
る
が

l
両
書
の
本
文
異
同
に
つ
き
比
較
し
て

ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
両
書
の
歌
序
排
列
は
次
の
一
例
の
異
同
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
即
ち
、
天
理
本
、
巻
第
六
冬
寄
に
、

時
雨
を

前
大
僧
正
慈
円

や
よ
し
く
れ
も
の
お
も
ふ
袖
の
な
か
り
せ
は
こ
の
葉
の
斗
ち
に
な
に
を
そ
め
ま
し

忠
八
〔
)
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題
不
知

人
麿

時
雨
の
あ
め
ま
な
く
し
ふ
れ
は
ま
き
の
は
も
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
い
ろ
っ
き
に
け
り

五
八
一

冬
寄
中
に

太
上
天
皇

そ

ふ
か
み
と
り
あ
ら
と
ひ
か
ね
て
い
か
な
ら
む
ま
な
く
し
く
れ
の
ふ
る
の
神
す
き

五
八

註一

の
順
次
が
あ
る
。
当
排
列
は
伝
存
本
の
中
で
は
天
理
本
と
そ
の
転
写
本
に
か
ぎ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
天
理
本
に
は
、

七
五
三
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
歌
・
七
五
五
式
部
大
輔
光
範
歌
・
七
五
四
権
中
納
言
兼
光
一
軒
「
と

巻
第
七
賀
豆
町
に
於
て
、

書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
七
五
五
歌
頭
に
七
五
回
歌
移
行
符
を
付
し
て
い
る
一
例
が
所
見
さ
れ
る
。
同
一
筆
跡
で
あ
り
校
合
注
記
も
欠
く
と
こ
ろ
か

詮
三

ら
砂
く
と
も
依
拠
原
本
か
ら
の
痕
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
後
藤
氏
の
御
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
諸
本
に
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
別
し
て
対
処

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
が
本
書
は
記
し
た
ご
と
く
に
欠
巻
部
に
当
り
不
明
で
あ
る
。

次
に
本
書
は
、
天
理
本
の
上
帖
に
見
出
さ
れ
る
本
集
切
出
歌
十
一
首
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
一
首
も
書
写
さ
れ
ず
却
除
さ
れ
て
い

る
。
天
理
本
に
看
る
の
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

べ
中
納
言
家
持

ω
ぺ
ふ
る
さ
と
に
花
は
ち
り
つ
・
ふ
み
よ
し
野
の
山
の
さ
く
ら
は
ま
た
さ
か
す
な
り

巻
第

一
己
ノ
次

下
旬
右
傍
ニ
、
「
承
元
四
年
九
月
止
之

不
可
書
之
」
ト
付
記

ぺ
大
神
宮
に
百
首
寄
た
て
ま
つ
り
し
中
に

ぺ
太
上
天
皇

ωぺ
い
か
に
せ
む
よ
に
ふ
る
な
か
め
し
は
の
戸
に
ぺ
う
つ
ろ
ふ
は
な
の
春
の
く
れ
か
た

同

一
四
六
ノ
次

同
傍
-
一
、
「
被
留
了
今
も
不
可
書
也
」
ト
付
記
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ヘ
顕
昭
法
師

ゆ
ぺ
ほ
と
t
A

き
す
む
か
し
を
か
け
て
し
の
へ
と
や
お
い
の
ね
さ
め
に
一
声
そ
す
る

同
傍
-
一
、
「
被
止
了

不
可
書
也
」
ト
付
記

ぺ
題
し
ら
す

赤
染
衛
門

ω
へ
さ
み
た
れ
の
そ
ら
た
に
す
め
る
月
か
け
に
な
み
た
の
雨
は
は
る
与
ま
も
な
し

同
傍
ニ
、
「
止
了
」
ト
付
記

ヘ
増
基
法
し

的

w
ぺ
ほ
と
ふ
き
す
花
た
ち
は
な
の
か
は
か
り
に
な
く
や
む
か
し
の
な
こ
り
な
る
ら
む

上
旬
右
傍
一
一
、
「
或
本
無
之
」
ト
付
記

ぺ
大
神
宮
に
た
て
ま
つ
り
し
五
首
豆
町
中
に

ぺ
太
上
天
皇

川

w
ヘ
あ
さ
露
の
を
か
の
か
や
は
ら
山
か
せ
に
み
た
れ
で
も
の
は
あ
き
そ
か
な
し
き

下
旬
右
傍
ニ
、
「
被
止
了

即
無
或
本
」
ト
付
記ヘ

宇
治
前
関
白
大
政
大
臣

の
ぺ
契
け
む
ほ
と
は
し
ら
ね
と
た
な
は
た
の
た
え
せ
ぬ
け
ふ
の
あ
ま
の
か
は
か
せ

同
傍
一
一
、
「
或
本
有
欺
」
ト
付
記

ぺ
恵
慶
法
し

ω
べ
た
か
ま
と
の
お
の
へ
に
た
て
る
鹿
の
ね
に
こ
と
の
ほ
か
に
も
ぬ
る
人
袖
か
な

巻
第

同

三

一
七
ノ
次

同
ニ
四
四
ノ
次

巻
第
四

同巻
第
五
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同
傍
-
一
、
「
可
除
也
」
ト
付
記

ぺ
題
し
ら
す

和
泉
式
部

ω
ぺ
た
れ
な
り
と
お
く
れ
さ
き
つ
ほ
と
あ
ら
は
ぺ
か
た
み
に
し
の
へ
み
つ
く
き
の
あ
と

巻
第
八

八
一
一
プ
次

同
傍
ニ
、
「
被
留
了
」
ト
付
記
、
作
者
名
合
点
ナ
シ

醍
醐
の
御
門
か
く
れ
給
て
の
こ
ろ
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

ぺ
盛
明
親
王

ω
ぺ
世
中
の
は
か
な
き
こ
と
を
見
る
こ
ろ
は
ね
な
く
に
ゆ
め
の
心
ち
こ
そ
す
れ

同

八
一
回
ノ
次

同
傍
-
一
、
「
被
留
之
了
」
ト
付
記
、
詞
書
合
点
ナ
シ

ぺ
延
喜
御
時
扉
風
寄

ぺ
白
羽
恒

ω
ぺ
な
み
の
う
へ
に
ほ
の
に
見
え
つ
ふ
ゆ
く
舟
は
う
ら
ふ
く
か
せ
の
し
る
へ
な
り
け
り

巻
第
十

九
O
回
ノ
次

上
旬
右
傍
-
一
、
「
被
出
之
」
ト
付
記

天
理
本
載
録
の
切
出
歌
十
一
首
が
如
何
な
る
事
情
に
よ
り
、
同
一
伝
本
た
る
べ
き
本
書
に
除
去
さ
れ
て
い
る
の
か
、
素
朴
な
疑
問
が
当

然
の
こ
と
な
が
ら
に
起
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
天
理
本
に
か
え
っ
て
み
て
も
、
切
出
歌
は
上
帖
に
か
ぎ
ら
れ
下
帖
に
は
お
よ
ば
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
此
の
十
一
首
は
、
後
藤

註

四

註

五

氏
の
「
異
本
所
収
歌
・
歌
順
異
同
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
石
津
二
ハ
氏
旧
蔵
本
と
同
じ
く
す
る
が
、
下
帖
に
猶
六
首
を
載
録
す
る
由
で
あ

り
、
奇
し
く
も
前
半
の
一
致
に
対
し
後
半
の
全
き
欠
如
は
一
書
写
本
と
し
て
も
如
何
に
も
均
整
を
欠
く
不
自
然
さ
は
免
れ
が
た
い
。
天
理

詮
六

本
に
つ
き
、
そ
の
点
に
も
論
及
さ
れ
た
田
中
裕
氏
は
、

そ
れ
ら
が
上
冊
、
巻
十
ま
で
に
局
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
不
自
然
な
の
で
、
も
と
は
巻
十
一
以
下
に
も
切
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出
歌
は
含
ま
れ
て
い
た
の
が
、
あ
る
下
冊
特
有
の
事
情
の
た
め
に
転
写
の
過
程
で
整
理
さ
れ
、
現
形
に
至
っ
た
と
推
定
し
た
い
。

と
述
べ
ら
れ
、
更
に
文
、
石
津
本
に
つ
い
で
、
承
元
三
年
七
月
二
十
二
日
の
修
訂
本
た
る
定
家
自
筆
本
系
!
第
二
種
j
の
唐
招
提
寺
蔵

伝
正
徹
本
に
一
一
一
一
口
及
さ
れ
、
同
本
は
、

巻
二
の
家
持
の
歌
一
首
(
二
O
番
の
次
)
を
除
い
て
切
出
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
が
(
融
課
…
炉
提
-4
翠
虫
、

そ
れ
は
本
書

の
下
冊
と
同
様
の
処
理
を
経
た
も
の
と
見
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
推
論
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
是
非
は
未
だ
狭
小
な
諸
本
繕
関
の
途
次
に
あ
る
私
に
云
ミ
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
天
理
本
に
看
取

さ
れ
る
此
の
異
形
態
は
、
「
下
冊
特
有
の
事
情
」
を
考
慮
せ
ず
し
て
は
決
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
一
特
有
な
事
情
」
が

具
体
的
に
如
何
様
な
経
緯
で
あ
る
か
は
無
論
推
測
す
べ
く
も
な
い
が
、
天
理
本
は
書
写
の
段
階
或
は
更
に
依
拠
本
の
過
程
に
於
て
祖
型
の

形
態
か
ら
離
れ
、
制
省
の
経
過
を
辿
っ
た
伝
存
本
で
あ
り
、

且
つ
上
下
両
帖
が
相
互
に
偏
頗
な
修
訂
を
経
た
も
の
と
し
て
想
定
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
本
書
に
か
え
る
と
、
同
一
奥
書
群
を
共
有
す
る
本
書
は
、
右
記
の
伝
正
徹
本
の
如
き
推
論
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
上
下
両
帖
に

わ
た
り
、
寸
特
有
の
事
情
」
が
配
さ
れ
、

両
帖
の
切
出
歌
一
切
が
排
除
さ
れ
た
伝
存
本
と
し
て
措
定
J

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

"
で
ご
-

中
J

中
J

石
津
本
・
伝
正
徹
本
共
に
、
天
理
本
・
本
書
と
異
る
定
家
自
筆
本
系
統
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
を
無
視
す

れ
ば
寧
ろ
所
謂
隠
岐
本
系
統
と

L
て
切
出
歌
を
一
切
所
収
し
な
い
定
家
自
筆
本
系
統
の
、
合
点
本
の
ご
と
き
が
本
書
と
の
比
較
に
於
て
は

参
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
書
陵
部
蔵
〔
近
世
初
〕
写
本
の
ご
と
き
が
。
し
か
し
此
処
に
言
及
す
る
を
差
控
え
た
い
。

一
方
、
家
隆
自
筆
本
系
統
に
つ
い
て
み
る
と
、
天
理
図
書
館
蔵
藤
原
隆
祐
奥
書
本
は
江
戸
前
期
頃
の
書
写
本
な
が
ら
家
隆
直
系
の
書
承

註
七

記
述
か
ち
一
応
は
家
隆
自
筆
本
系
と
目
さ
れ
る
伝
存
本
で
あ
る
。
該
本
の
切
出
歌
の
状
況
を
見
る
と
、
そ
れ
は
上
帖
に
か
ぎ
り
下
帖
に
は
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詮
八

全
く
所
収
せ
ず
、
天
理
本
と
同
一
形
態
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
天
理
本
の
十
一
首
中
七
首
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
書
写
歌

序
は
精
と
異
な
る
の
で
(
)
圏
内
に
そ
れ
を
註
す
る
と
、

ω
〈
一
一
一
ノ
次
、
天
理
本
二
(
)
ノ
次
)
、

ω(一
四
六
ノ
次
、
天
理
本
同
)
、

ω
(ニ
完
ノ
次
、
天
理
本
三
ニ
ノ
次
)
、

ω
〈
二
四
七
ノ
次
、
天
理

本
二
四
四
ノ
次
〉
、

ω
ハ
ニ
九
八
ノ
次
、
天
理
本
同
〉
、

ω
(八
二
ノ
次
、
天
理
本
八
一
ニ
ノ
次
)
、

ω(九O
四
ノ
次
、
天
理
本
同
〉

で
あ
る
。
天
理
本
と
隆
祐
本
と
の
関
聯
は
更
に
精
査
を
必
要
と
す
る
が
、
切
出
歌
に
係
る
か
ぎ
り
は
其
の
近
似
関
係
は
否
定
し
が
た
い

も
の
が
あ
る
。
天
理
本
本
文
が
家
隆
自
筆
本
系
と
措
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
此
の
類
向
性
は
や
は
り
一
顧
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

た
だ
該
書
が
近
世
期
に
降
る
写
本
で
あ
り
、
そ
の
伝
写
経
由
が
猶
明
ら
か
で
な
く
単
に
奥
書
の
記
述
に
拠
つ
て
の
推
測
で
あ
れ
ば
、
天
理

本
の
底
本
本
文
を
そ
の
系
統
本
と
し
て
推
論
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
軽
卒
で
あ
ろ
う
。

結
句

1

此
処
で
唯
云
い
得
る
こ
と
は
天
理
本
が
何
故
か
上
下
帖
を
異
に
す
る
変
則
的
な
形
態
を
遺
す
伝
存
本
で
あ
る
こ
と
ふ
、
本
書
が

そ
の
意
味
で
は
逆
に
両
帖
斉
整
さ
れ
た
伝
存
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
猶
解
し
が
た
い
こ
と
に
は
両
本
が
そ
の
奥
書
を
共
有
し
且

つ
家
隆
自
筆
本
系
統
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
何
れ
が
両
本
本
来
の
原
態
を
と
ど
め
て
い
る
か
は
や
は
り
未
だ
帰
結
し
が
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

叉
、
両
書
の
本
文
上
の
異
同
は
、
以
下
の
ご
と
く
に
全
巻
に
わ
た
り
普
く
数
と
に
散
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
全
て
を
掲
示
す
る
こ

と
は
他
の
機
会
を
侠
ち
、
此
処
で
は
歌
句
の
異
同
を
中
心
に
詳
記
し
、
詞
書
・
作
者
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
し
き
を
例
示
す
る
に

と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
ρ

天
理
本
以
外
の
諸
本
本
文
と
の
検
討
は
未
だ
狭
隆
な
視
点
を
以
っ
て
立
言
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
両
書

本
文
の
異
同
に
よ
り
本
書
の
概
略
図
を
辿
る
こ
と
に
す
る
。

ハ
門
詞
書
の
異
同
に
つ
い
て
ー
そ
の
顕
著
な
る
を
次
に
あ
げ
る
。
例
示
本
文
は
上
辺
記
は
本
書
東
北
大
本
、
下
辺
記
は
天
理
本
の
各
本
文
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で
あ
る

Q
ー
千
五
百
番
寄
合
に

l
千
五
百
番
寄
合
に
春
一
骨

巻
第

-t::; 
tzg 

2

山
家
に
ま
か
り
で
よ
み
侍
け
る
j
ナ
シ

巻
第

一一一..-、、

3

或
本
云
ハ
ナ
ミ
侍
ケ
ル
人
一
一
サ
ソ
ハ
レ
テ
ヨ
ミ
侍
ケ
ル
(
朱

)
l花
見
侍
け
る
人
に
さ
そ
は
れ
て
よ
み
侍
け
る

同
二
八

4 

ナ
シ
ー
あ
ふ
日
を
よ
め
る

巻
第
三

一八一一一

5
題
不
知

i
ナ
シ
同
三
四

(

朱

)

イ

本

6

入
道
前
関
白
ぺ
太
政
大
臣
に
侍
け
る
時
:
:
:
i
入
道
前
関
白
右
大
臣
に
侍
け
る
時
:
:
:

太
政
大
医
イ
本
(
朱
)

此
詞
或
本
ニ
無
之
(
朱
)
同
四
=
一
一

7 

ナ
シ

l
崇
徳
院
に
百
首
豆
町
た
て
ま
つ
り
け
る
に

8
千
五
百
番
詩
合
に
冬
寄
j
千
五
百
番
寄
合
に
巻
第
六

家
イ

9

同
家
に
て
所
の
名
を
さ
く
り
て
:
:
:
j
お
な
し
所
に
て
名
所
を
さ
く
り
て
:
:
:

五八七

日
百
首
寄
た
て
ま
つ
り
し
時
旅
寄
j
百
首
寄
た
て
ま
つ
り
し
時

巻
第
十

同
六
七
三

ブレ~ / 、

プじ

巻
第
四

日
入
道
前
関
白
家
寄
合
に
旅
の
こ
ふ
ろ
を

i
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
家
百
首
寄
に
旅
の
こ
ふ
ろ
を

ロ
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
家
寄
合
に

l
入
道
前
関
自
家
一
骨
合
に

巻
第
十
二

日
中
関
白
か
よ
ひ
そ
め
て
侍
け
る
こ
ろ

l
中
関
白
か
よ
ひ
そ
め
け
る
こ
ろ

14 

ナ
シ

l
二
条
院
御
時
艶
書
合
帯
め
し
け
る
に

巻
第
十
四

一一一九五

お
摂
政
太
政
大
臣
家
百
首
帯
合
に
尋
恋

i
摂
政
太
政
大
臣
家
百
首
帯
合
に

巻
第
十
一
ニ

巻
第
十
四

一一四九
一一一一三〕

同九七一ニ

或
本
此
詞
無
也
(
朱
)

区ヨ
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ツ
カ
ハ

γ
ケ
ル
イ
(
朱
)

日
春
夜
女
の
も
と
に
ま
か
り
で
あ
し
た
に
。
!
春
夜
女
の
も
と
に
ま
か
り
で
あ
し
た
に
つ
か
は
し
け
る

巻
第
十
五

一一ニ八五

ロ
月
前
述
懐
と
い
へ
る
こ
L
ろ
を
よ
め
る

l
月
前
懐
旧
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る

巻
第
十
六

ヨ玉

18 

ナ
シ

j
題
し
ら
す

巻
第
十
七

一一(八一

印
題
し
ら
す

l
ナ
シ

巻
第
十
八

一七七九

イ
(
朱
)

初
:
:
:
時
託
宣
し
た
ま
ひ
け
る
と
な
ん
い
ひ
っ
た
へ
た
る
i
:
:
:
時
詫
宣
し
給
け
る
と
な
む

み
侍
け
イ

幻
神
楽
を
よ
め
る
j
神
楽
を
よ
み
侍
け
る

巻
第
十
九

一
八
六
回
左
注

同一八六九

お
な
し
時
外
宮
に
て
よ
み
侍
け
る

l
ナ
シ

講

堂

イ

〈

朱

)

の

イ

(

朱

)

お
井
寺
の
は
し
ら
に
む
し
o

く
ひ
た
り
け
る
寄
j
菩
提
寺
の
講
堂
の
は
し
ら
に
む
し
の
く
ひ
た
り
け
る
う
た

22 

同一八七ニ

巻
第
二
十

一九ニニ

M
家
に
百
首
寄
よ
み
侍
け
る
時
十
界
の
心
を
よ
み
侍
け
る
に
縁
覚
の
こ
ふ
ろ
を

l
家
に
百
首
寄
よ
み
持
け
る
時
縁
覚
の
心
を

同一九一一一五

お
:
:
:
寄
た
て
ま
つ
る
へ
き
よ
し
侍
け
る
に
よ
み
侍
け
る
と
き
に
大
衆
法
を
開
て
弥
歓
喜
謄
仰
せ
ん
l
i
-
-
-
寄
た
て
ま
つ
る
へ
き

よ
し
侍
け
る
に
大
衆
法
を
き
ふ
て
弥
歓
喜
謄
仰
せ
ん

五
百
弟
子
品
イ
(
朱
〉

お
薬
草
喰
品
の
こ
ふ
ろ
を

l
五
百
弟
子
品
の
心
を

同一九六七

同一九七一

そ
の
他
、
小
異
は
猶
多
く
散
見
す
る
が
、

例
え
ば
、

四
六
八
:
:
:
野
草
露
繁
と
い
へ
る
心
を
:
-
i
l
i
-
-
-
野
草
露
繁
と
い
ふ
こ
ふ
ろ
を
:
・

-、

E
C
八
:
:
:
と
て
む
す
ひ
っ
け
侍
け
る
j
i
-
-
-
と
て
む
す
び
つ
け
ふ
る
、
九
一
九
:
:
:
よ
み
侍
け
る

l
:・
よ
め
る
、
二
四
一
:
:
:
祈
恋
と
い
へ

る
こ
と
を
)
:
:
:
祈
恋
と
い
へ
る
こ
ふ
ろ
を
、
等
の
同
類
例
は
他
例
と
異
り
閉
そ
所
見
さ
れ
る
異
同
で
あ
る
。

右
記
二
十
六
例
が
詞
書
に
見
出
す
主
な
る
処
で
あ
る
が
例
示
の
か
、
ぎ
り
に
於
て
は
格
別
に
異
文
と
云
い
得
る
も
の
は
!
数
例
を
除
き

l
- 59ー



詮
九

砂
く
、
寧
ろ
雨
書
本
文
の
誤
写
・
誤
脱
と
し
て
対
処
し
得
る
で
あ
ろ
う
、
他
数
本
と
の
対
照
結
果
に
は
す
ぎ
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
し
か

し
、
雨
量
岡
本
文
は
詞
書
に
於
て
も
明
白
な
相
違
を
示
し
て
い
る
。
且
つ
両
書
に
付
注
す
る
朱
墨
の
イ
本
校
記

1
6
・
9
・
m
-
m
・
幻
・

お

-
m
l、
或
本
校
記

1
3
・
7
1等
は
相
互
本
文
の
対
比
を
表
示
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら
が
各
と
補
欠
し
対
偶
し
て
い
る
の
は
留
意
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
の
作
者
名
"
歌
句
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
の
で
付
言
し
た
。

更
に
、
両
書
詞
書
の
異
同
の
詳
細
は
繁
雑
を
避
け
省
略
し
た
が
寧
ろ
其
の
中
に
却
っ
て
適
例
を
検
出
し
得
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

ω作
者
名
表
記
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
両
書
に
見
ら
れ
た
朱
筆
書
入
中
、
壬
生
・
京
極
両
自
筆
本
に
よ
る
作
者
名
表
記
に
係
る

校
記
と
同
じ
く
、
各
姓
氏
の
表
記
異
同
を
採
拾
し
例
示
す
る
こ
と
に
す
る
。
誌
す
ま
で
も
な
く
前
者
と
の
共
通
す
る
関
聯
で
あ
る
。
そ
の

掲
示
は
、
各
作
者
別
と
し
、
上
記
に
本
書
、
東
北
大
本
、
ア
記
に
天
理
本
を
記
し
、
同
一
作
者
名
は
各
表
記
に
従
っ
て
統
一
し
た
。
叉
、

*
符
を
付
し
た
の
は
東
北
大
本
に
於
て
姓
氏
の
欠
を
右
上
傍
に
細
補
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
に
比
し
檎
と
細
筆
、
後
補
の
印
象
が
あ

り
、
他
例
と
別
す
ベ
く
参
考
ま
で
に
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
次
の

藤
原
イ

藤
原
家
隆
朝
臣
!
と
家
隆
朝
臣

-
菩
一
七
(
向
上
〉
、

巻
第
四

元
一
一
・
一
一
一
七
六
・
一
一
一
九
二
(
但
シ
「
イ
」
ナ
シ
〉
、
巻
第
五

四
七
一
ニ
(
向
上
)

巻
第

-'-
/'¥ 

穴一一一九(向上
V

藤
原
家
隆
朝
臣
j
家
隆
朝
臣

巻
第
五

1
0
一
〈
、
巻
第
十

九
一
一
一
五
、
巻
第
十
七

一一-'、、

藤
原
家
隆
朝
臣
j
家
隆
朝
臣

ロ
ロ
イ
(
朱
)

藤

原*
家
隆
朝
臣
j
家
隆
朝
臣

巻
第
十
六

一五七九

巻
第
十
四

一
ニ
九
四
・
一
一
一
一
一
一
五
、
巻
第
十
五

一一一一八七

藤
原
定
家
朝
臣
!
定
家
朝
臣

藤
原

藤
原
定
家
朝
臣
ー
と
定
家
朝
臣

巻
第
四

四ニ
O

、
巻
第
五

四八
0

・
五
一
一
一
ニ
、
巻
第
十

九
一
一
一
四
、
巻
第
十
九

一八七ニ

巻
第
五

四八七
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藤 *普藤書
原定郎原?
定家定宗
家朝家v

朝臣朝
臣|臣
母 定 i
l家定
定朝家
家臣朝
朝臣
臣巻
母 第

十
四

藤藤
原原
雅雅
経経

j藤キ
雅原雀

経
巻
第
六

巻
第
六

*警藤藤
有郎原原
家有有
朝家家
臣 朝 朝

去臣臣
J J 

家 ミ警有
朝有師家
臣家朝

朝臣
臣

山
辺
赤
人
j
赤
人

巻
第
四

巻
第
四

藤
原
イ

藤
原
清
輔
朝
臣
ー
と
清
輔
朝
臣

篠
原

藤
原
基
俊
l
ミ
基
俊
巻
第
五

藤
原*

基
俊

l
基
俊
巻
第
十
五

源
俊
頼
朝
臣

l
俊
頼
朝
臣

源
イ

源
重
之
ー
と
重
之

紀
貫
之

l
貫
之

巻
第
六

巻
第
十

*警興
輿郎風
風 1
1 ヒ藤
興ヒ原
風窓興

韮風
巻
第
十

巻
第
十
二

一一回ニ・一一九六

一二八四・一ニ九一・一一一一二()・一一ニニ四

巻
第
十
三

穴一
O
、
巻
第
十
八

一七六三

ハ
O
四
・
六
五
ニ
〈
但
シ
「
イ
」
本
ト
ア
リ
〉

巻
第
六

七O
四
、
巻
第
十
七

一六三八・一六五一一一

巻
第
六

六七一一一

巻
第
十
四

一一一八一一一・一一ニ
O
五

-'-61ー

二回

一
三
七
、
巻
第
五

四
八
ニ
、
巻
第
十

九()五

巻
第
四

四O
、
巻
第
六

五
五
八
(
但
シ
「
藤
原
イ
」
ナ
シ
)

四六七

一一ニ八八

巻
第
六

E
五
七
、
巻
第
十
八

一八一六

(四回
一O
ニ四

一
一
塁
]



ヘ*聾*さ*竪
源深芸能E道駅
具え養会宣信
親さ父朝朝
J J 臣臣
具深 J J 

親養大道
父中信

臣朝
巻能臣
第宣
十朝
五臣

巻
第
十
五

一一一一四一一

巻
第
十
五

ご一一八五

一四
O
一一
一

巻
第
十
六

一五五九

*警へ * 
実肌藤実在
方 原 ) 原
朝実業
臣方平

i J 朝朝
突九臣臣

方 J . J 

朝実奮
医方出業

朝平
臣朝

臣

巻
第
十
七

巻
第
十
七

互ヨ己
ブu

cコ

.-'、、

主主
三E

が
、
そ
の
全
て
で
あ
る
。

が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一一五八、一一一(七

*
符
を
除
く
と
凡
そ
四
十
余
箇
処
に
一
旦
り
散
見
さ
れ
、
両
書
は
此
処
に
も
基
底
本
文
を
異
に
す
る
各
依
拠
本

- 62ー

巻
第
十
三

そ
し
て
、
両
書
の
異
同
の
特
徴
を
な
す
も
の
は
、
前
記
朱
校
の
壬
生
・
京
極
両
自
筆
本
の
校
注
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
東
北
大
本
は
天
理

本
と
は
対
照
的
に
姓
氏
を
兼
添
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
上
例
の
異
同
に
か
、
ぎ
る
こ
と
で
あ
り
、
両
書
共
に
姓
氏
省

筆
の
傾
向
は
寧
ろ
意
図
的
な
も
の
L
A

ご
と
く
随
処
に
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
記
四
十
余
例
は
、
さ
き
の
朱
校
と
併
せ
、
両
書
異
同

の
顕
著
な
特
質
を
な
し
て
い
る
。

註
十

上
述
の
詞
書
と
同
様
に
、
倫
腕
か
同
数
本
を
以
っ
て
比
較
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
両
書
の
表
記
と
は
個
と
一
致
す
る
例
は
所
見
さ
れ
る
が

全
て
同
じ
く
す
る
伝
本
は
存
せ
ず
)
両
書
本
文
の
各
依
拠
本
文
系
の
伝
本
は
寡
聞
に
し
て
識
ら
な
い
。
た
だ
比
較
数
本
は
幾
つ
か
の
例
外

は
所
出
す
る
が
、
概
ね
じ
於
て
は
共
通
す
る
パ
タ
ー
ン
を
呈
示
し
、
様
式
的
な
意
味
を
含
め
て
の
削
除
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
古
川
で
は
本
書
、
東
北
大
本
は
粉
々
異
質
な
気
味
を
と
ど
め
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



註
十
一

そ
の
他
、
両
書
の
作
者
名
表
記
の
異
向
は
一
括
別
注
し
た
が
、
相
互
の
書
写
上
の
異
同
叉
誤
写
・
誤
脱
、

イ
校
記
の
存
否
等
、
些
細
な

相
違
に
と
ど
ま
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

白
両
書
の
歌
句
上
に
於
け
る
異
同
は
煩
雑
な
が
ら
嘱
目
す
る
処
の
大
概
を
掲
出
し
、
爾
後
の
調
査
の
一
依
拠
資
料
た
る
を
目
し
た
の

で
、
雑
然
棲
と
た
る
を
免
れ
な
い
が
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
本
集
本
文
の
基
礎
研
究
の
不
備
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
紹
介
の
意
図
も

当
面
に
期
し
た
の
は
か
ふ
る
意
味
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
も
、
此
の
項
に
於
て
は
、
漢
字
・
仮
名
、
叉
は
仮
名
遣
等
の
相
違

を
除
き
成
可
く
多
例
を
挙
げ
る
こ
と
と
し
た
。
以
下
が
そ
れ
で
あ
る
。

巻
第

、itf. 寸コ

ゐ筆
中有
IZBI 

第

句

ロ
ハ
イ
(
朱
)

く
も
ら
ぬ
に

l
く
も
ら
ね
は
、

な
に
は
え
の

l
難

な
り
イ

み
ち
も
と
む
な
り
!
み
ち
も
と
む
ら
む
、
ニ
O
第
三
句

わ
か
イ

た
れ
と
も
わ
か
す
j
た
れ
と
も
し
ら
す
、
き
第
五
句

春
』ま

き

け
り

春
め与美
子第

け句
り

巻
第

一ニ
O
第
五
句

花
も
の
こ
ら
す

l
花
も
の
こ
ら
ぬ
、
二
三
第
四
句

一
一
量
第
四
句

き
え
す

お
の
へ
の
か
せ
に

l
お
の
へ
の
か
ね
に
、

は
あ
り
と
も

j
き
え
す
は
あ
り
と

巻
第
三

か立三
せ;f思

?Z 
カミ ~.J 

せ
ふ〉

け
は

第
五
句

ふ
イ

た
け
の
葉
す
さ
む

l
竹
の
葉
す
さ
ふ
、

か
せ
ふ

ふ
く

二
五
七
第
三
句

ね
こ
そ
た
え
せ
ね

l
ね
こ
そ
な
か
る
れ
、
二
五
六
第
二
句

つ
イ

た
ち
と
ま
り
け
れ
ー
た
ち
と
ま
り
つ
れ
、
三
ハ
八
第
二
句

く
も
ふ
と
ま
ら
ぬ

j
雲
も
た
ま
ら

ぬ
、
ニ
七
八
第
五
句

お
き
の
を
と
か
な

j
お
き
の
う
へ
か
な

巻
第
四
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一O
一一一初旬

く
イ

ゆ
ふ
さ
れ
は

l
ゆ
ふ
く
れ
は
、
一
号
一
七
第
四
句

あ
き
ふ
り
た
ち
て

l
か
は
き
り
た
ち
て
、

づ一一一一五第三句

う
つ
り
つ
t

A

l

し
ほ
れ
つ
t
A

一
七
第
四
句

っ
ゅ
よ
り
け
な
る
j
露
よ
は
け
な
る
、

や
と
り
し
む
し
の

i
や
と
り
の
む
し
の
、
一
一
一
四
一
ニ
第
四
句

第
二
句

よ
も
に
ふ
き
く
る

i
よ
そ
に
ふ
き
く
る
、
一
毛
八
初
句

に
イ

お
ほ
か
た
の
j
お
ほ
か
た
に

や
と
る
月
か
け
j
や

む
さ
し
の
は

l
む
さ
し
野
や
、
四
一
ニ
一
一
一
第
五
句

と
る
月
か
な
、
四
一
一
一
五
初
旬

巻
第
五

さ

れ

は

ロ

ヘ

し

あ

れ

ば

イ

あ
き
し
あ
れ
は

l
秋
さ
れ
は
、
四
八
一
第
五
句
な
き
て
つ
く
ら
む

i
な
き
て
ゆ
く
ら
む
、

を

と

く

た

く

る

に
l
き
ぬ
た
の
こ
ゑ
に
、
同
第
五
句
露
そ
く
た
く
る

l
つ
ゆ
そ
こ
ほ
る
ふ
、
四
八
六
第
五
句
露
そ
を
き
け
る

i
露
そ
こ
ほ
る
午
、

へ
さ
口

四
九
九
第
五
句
こ
ろ
も
か
さ
ね
ぬ
i
こ
ろ
も
か
へ
さ
ぬ
、
五
一
エ
ハ
第
四
句
や
ま
た
の
は
ら
の
i
山
田
の
は
ら
に
、

そ

ニ

ケ

イ

て
や
み
ま
し
!
な
く
て
見
ま
し
、
五
三
回
第
三
句
な
り
ぬ
な
り

l
成
に
け
り
、
五
五
O
第
五
句

四
五
八
初
旬

き
ぬ
た
の
を
と

四
八
四
第
二
句五

一
一
八
第
二
句

な
く

あ
き
の
か
き
り
を

i
秋
の
わ
か
れ
を

巻
第
六

五
五
一
孟
局
二
句

ナ
イ

や
そ
せ
の
な
み
そ
i

ゃ
な
せ
の
浪
そ
、
歪
五
第
二
句

あ
き

も
み
ち
な
か
れ
ぬ
l
も
み
ち
な
か
る
ふ
、
美
穴
第
二
句

マ
ツ
イ

月
を
み
る
ら
む

l
月
を
ま
つ

の
か
た
み
や
l

秋
の
か
た
み
を
、
若
八
第
二
句

ら
む
、
六
一
一
ニ
第
五
句
を
き
ま
よ
ふ
ら
む
j

を
き
ま
さ
る
ら
む
、
六
二
(
第
四
句

へ
た
え
/
¥

た
え

y
¥こ
ほ
る

l
か
つ
/
¥
こ
ほ
る
、
君
主
第
二
句

き
く
イ

し
る
、
六
九
O
第
四
句

ま
た
で
し
く
れ
と

l
ま
た
き
時
雨
と
、
五
九
六
第
五
句

み
や
ま
も
そ
ょ
に

l
み
山
も
さ
や
に
、

ハ一一一四第二句

袖
の
こ
ほ
り
と

l
袖
の
こ
ほ
り
も
、
六
一
ハ
五
初
句

い
ま
そ
き
く

l
い
ま
そ

に
は
に
う
き
t
A

を
i
庭
に
た
き
与
を

け
ふ
り
も
さ
ひ
し

i
け
ふ
り
も
さ
む
し
、
パ
九
七
第
二
句

巻
第
十

九O
一
第
五
句

ら
し

に
し
に
あ
る
覧
i
に
し
に
あ
る
ら
し
、

け
ふ
や
こ
え
な
ん
j
け
ふ
や
わ
た
ら
む
、

九
宕
第
二
句

ャ

さ
よ

九O
一
〈
第
五
句

寸二コ
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イ
〈
朱
〉

の
な
か
山
l
さ
や
の
な
か
山
、
九
三
第
二
句

か
り
ふ
く
し
つ
の

l
か
り
し
く
し
つ
の
、
九
一
一
一
ニ
第
二
句

と
イ

は
ま
ち
よ
り
ー
は
ま
ち
と
り
、
九
五
四
第
五
句

へ
た
る
』
イ

し
ほ
れ
ぬ
る
哉
l
し

あ
し
の
た
ひ
ね
も

l
あ
し
の

か
り
ね
も
、

九
三
一
一
一
第
二
句

ま
た
も
ま
て
み
ん

l
ま
た
も
き
て
み
む
、

九
一
一
一
四
第
三
句

さ
よ
の
な
か
山

l
さ
や
の
な
か
や
ま
、
九
六
一
第
五
句

ひ
と
は
L
か
り
に

l
ひ
と
夜
は
か
り
に
、
九
七
三
第
五
句

ほ
た
る
ふ
か
な

巻
第
十

の究
山せ六

|き第
寸四

あ 句
~ 
さ
カミ

の
せ
き

ヨ
リ
イ
(
朱
)

み
る
も
の
は
!
見
る
よ
り
は
、

も

品
C

い
つ
み
き
と
て
か
ー
い
っ
み
き
o

と
て
か
、
一
C
O
五

第

三

句

同

第

五

句

あ

ふ

さ

か

ヒ

イ

ヤ

ト

イ

(

朱

)

ノ

イ

ハ

朱

)

・

に

ナ

シ

イ

(

朱

)

た
つ
ね
け
り
と
は

l
た

つ

ね

け

り

ゃ

と

、

ふ

し

ま

に

も

l
ふ
し
の
ま

お

へ

な

み

を
き
っ
し
ほ
か
せ

l
お
き
つ
し
ほ
風

、
J

・

一O
四
九
第
三
句

一O
七
一
第
五
句

一O
O
六
第
五
句

、
も
イ

こ
ひ
の
み
ち
か
な

i
こ
ひ
の
み
ち
か
も
、

一O
七
一
一
一
第
五
句

巻
第
十
二

一O
八
五
初
句

へこ
L
ろ

か
斗
る
こ
ふ
ろ
の

i
か
ふ
る
お
も
ひ
の
、

ヒ

ヒ

ヒ

イ

し
の
は
し
よ
ー
し

る

き
み
こ
ふ
と

l
君
こ
ふ
。
、
一
O
九
四
第
四
句

し
る
し
イ

の
は
す
よ
、
二
四
ニ
第
二
句
い
の
る
ち
き
り
は

l
い
の
る
し
る
し
は

一0
2初
旬

巻
第
十
三

二
五
四
第
二
句

へ
き

け
さ
そ
た
つ
ぬ
る

l
け
ふ
そ
た
つ
ぬ
る
、

ヒ

イ

ゆ
め
み
て
の
ち
も
l

ゆ
め
み
て
の
ち
は
、

り
む
イ

か
ひ
な
か
り
け
る
う
は
た
ま
の
j
か
ひ
な
か
り
け
り

へ
も
の
か
ら
に

も
の
か
ら
に
!
な
か
な
れ
は
、

、
、
、
、
、
d
e

二
一
宅
第
二
・
三
句

む
は
た
ま
の
、

二
六
一
第
四
句

人
の
と
か
と
も2二
I • -!:コ
l ブし

人第
のニ
と句
カミ

と
tヱ

一
三
八
第
五

句
か
こ
た
さ
ら
な
ん
ー
か
た
ら
さ
ら
な
む
、

一
二
一
三
第
二
句

巻
第
十
四

ゴ
一
四
一
第
五
句

覧

イ

(

朱

〉

や

ふ
り
ま
さ
る
か
な

l
ふ
り
。
ま
さ
る
ら
む
、

ヒ

ス
イ
(
朱
)

ほ
と
を
も
し
ら
て

i
ほ
と
を
も
し
ら
す
、

三
四
七
第
五
句

一
ニ
四
六
第
二
句
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る
イ

も
み
ち
な
り
け
り
!
も
み
ち
な
り
け
る
、
一
ニ
五
一
一
一
第
三
句

へ
け
し

ふ
け
し
よ
の
月

l
ふ
か
き
よ
の
月
、

、J
H
.

乃
イ
(
朱
〉

あ
り
あ
け
や
!
あ
り
曙
の
、

あ
を
や
き

あは
り|
ぬであ
ヘJをミ
し宗きエ

ぶ々
な
ま
し

一
一
一
五
七
第
三
匂

一ニ八
O
第
五
句

一一一一
O
四
第
三
句

巻
第
十
五

一
一
一
一
四
一
第
五
句

こ
と
の
は
も
み
し

l
こ
と
の
は
も
な
し
、
一
一
一
一
塁
第
三
句

た
の
め
を
く
ら
ん
!
た
の
め
を
き
け
む
、
一
一
一
一
四
一
一
一
第
五
句

キ
ノ
、
(
朱
)

み
や
ま
き
の
1
み
や
木
の
ふ
、

ヨヨし
ノ、、

一
一
ニ
歪
第
三
句

き
え
に
し
を

i
か
れ
に
し
を
九

ふ
り
み
ち
て

i
ふ
り
お
ち
て
、

三
四
六
第
三
句

第
三
句

一
一
一
一
六
四
第
四
句

つ
ら
き
か
た
め
は

l
つ
ら
き
人
に
は
、

三
一
(
七
初
句

や
ま
み
つ
を
[
た
ま
水

へ
と
き

か
は
く
と
き
な
き
j
か
は
く
ま
も
な
き
、

へ
し
ほ
へ
み
つ
ら

し
ほ
や
み
つ
ら
ん

l
う
み
ゃ
あ
る
ら
む
、

ニ
イ
(
朱
〉

か
t
A

り
け
る
よ
を

l
か
ふ
り
け
る
よ
に
、

つ
り
さ
ほ
の

l
つ
り
舟
の
、

も

く

み
つ
t

A

o

を
。
ら
む

l
見
つ
t
A

を
こ
え
む
、
一
一
一
一
芸
第
五
句

を
、
一
一
三
(
九
第
二
句そ

四
句
い
の
り
て
わ
た
る

j
い
の
り
そ
わ
た
る
、

へ

そ

へ

き

は
か
な
き

l
ほ
と
も
は
か
な
し
、
=
一
一
九
ニ
第
五
句

ヒ

イ

ヒ

イ

は
す
成
つ
る
、
一
四
O
O
第
三
句
つ
ら
か
ら
て
!
つ
ら
か
ら
す
、

一一ユ七一(第

一一一一八四第五句

三
七
七
第
五
句

ほ
と
そ

二
一
五
九
第
五
句

と
は
す
な
り
ぬ
る
!
と

一
四
室
第
二
勾

あ
ら
ぬ
か
と
の
み

l
あ
ら
ぬ
か
と
ま
で
、

一
回
宍
第
四

句

た
え
に
し
な
か
と

i
た
え
ぬ
る
な
か
と
、

一
四
三
初
旬

な
け
く
と
も

i
な

け

〈

ら

む

、

お

も

ひ

や

る

i
お
も
ひ
た

コ
、
ロ
イ
(
朱
〉

お
も
ふ
お
も
ひ
を
!
お
も
ふ
こ
t

ふ
ろ
を

一
四
一
四
初
旬

っ
、
一
四
一
八
第
三
句

こ
と
っ
て
も
ー
を
と
つ
れ
も
、

一
四
三
八
第
二
句

巻
第
十
六

一
四
四
五
第
二
句

カ

フ

イ

〈

朱

〉

ヘ

ヲ

イ

(

朱

)

花
そ
ち
り
か
ふ

l
花
そ
ち
り
け
る
、
一
四
五
九
初
旬
み
る
人

こ
ゑ
イ

ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら
j
ゆ
ふ
く
れ
の
声
、

お
も
ひ
も
い
れ
す
1

お
し
ひ
も
い
れ
す
、
一
四
五
一
ニ
第
五
句

ミ
ハ
墨
〉
・
身
イ
(
朱
〉

い
ま
は
こ
の
よ
を
j
い
ま
は
こ
の
み
を
、

の
i
お
る
人
の
、

一
四
六
五
第
四
句

一
四
毛
第
五
句

はち高、q ノ:"¥，.
/司、

高第
ブL 二三

第句
五
句 み

よ
な
れ
と

l
御
代
な
れ
は
、
一
四
九
O
第
二
・
一
ニ
句

を
ち
こ
ち
ひ
と
に
こ
と
斗
へ
と

i
お
ち
か
た
人
に
こ
と
ふ
へ

ナ
イ
(
朱
)

あ
ま
り
ふ
る
ま
て

l
あ
ま
り
な
る
ま
て
、
一
四
室
第
五

は
る
斗
よ
も
な
L
J
j
は
る
る
ま
も
な
し
、
一
四
九
二
第
四
句
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句

ひ
か
り
な
り
け
ん

l
ひ
か
り
な
る
ら
む
、
一
四
九
六
第
三
句

雲
の
う
ゑ
に
て

ま
か
ふ
か
と

l
ま
か
ふ
と
も
、
一
四
九
七
第
四
・
五
句

露
(
朱
)

す
L
し
か
ら
な
ん

l
く
も
の
う
へ
ま
で
す
斗
し
か
る
ら
む
、
一
四
九
八
第
二
句
ゆ
き
や
ま
か
ふ
と
j
つ
ゆ
や
ま
か
ふ
と
、
一
五
O

四
第
五
句

リ

イ

(

朱

)

サ

イ

(

朱

)

い
て
う
か
り
け
る

i
い
て
う
か
り
け
り
、
一
五
完
初
句
わ
す
れ
し
ょ

l
わ
す
れ
す
よ
ー
一
五
コ
一
第
五
句
そ
て
に
や
と
ら
ん

i
袖
に
や

ソ
イ
〈
朱
)

な
か
め
て
も
!
な
か
め
て
そ
、
一
五
二
五
第
二
句れ

イ

こ
ふ
ろ
う
か
り
し

と
さ
む
、
一
五
五
第
五
句

モ
イ
(
朱
)

よ
そ
の
う
き
く
も

l
よ
も
の
う
き
雲
、
一
五
一
三
第
四
句

と
こ
ろ
か
ら
か
も

l
こ
ふ
ろ
か
ら
か
も
、
一
五
三
第
三
句

ま
た
も
こ
の
よ
の

l
ま
た
も
こ
よ
ひ
の
、
一
五
一
三
一
第
二
句

へ
き
ょ
く

!
心
う
か
れ
し
、
一
五
ゴ
一
回
第
二
句
こ
斗
ろ
を
き
よ
く

l
こ
斗
ろ
を
ふ
か
く
、
一
五
四
一
ニ
第
二
旬
月
よ
り
ほ
か
に

l
月
よ
り
ほ
か
は
、

ア

イ

(

朱

)

ヒ

ヒ

イ

一
五
四
回
第
二
句
な
れ
た
る
や
と
に

l
あ
れ
た
る
や
と
に
、
一
五
六
八
第
二
句
わ
け
て
も
を
か
し

l
わ
き
て
も
を
か
し
、
一
五
八
ニ
第
五
句

口
口
イ
(
朱
)

み
を
く
た
く
か
な

l
身
を
く
た
く
ら
む
、
一
五
八
三
第
二
句

し
も
に
き
え
に
し

l
し
も
に
か
れ
に
し
、
一
五
八
五
初
旬

み
し
ゅ
め
も

l
見
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し
ゅ
め
を

巻
第
十
七

ノ
イ

わ
か
す
む
か
た
に

l
わ
か
す
む
か
た
の
、
一
五
九
八
初
旬

さ
イ

や
ま
!
伊
勢
し
ま
や
、
二
〈
ニ
七
第
五
句
風
も
か
は
ら
す
l
風
も
さ
は
ら
す
、
一
さ
一
九
第
四
・
五
句

ま
(
朱
)

さ
j
い
か
に
さ
た
め
て
人
の
い
り
け
む
、
二
(
一
一
一
O
第
四
句
か
ヘ
る
み
や
口
の

j
か
へ
る
み
山
の
、
ニ
(
一
ニ
八
第
四
句

ヲ
イ
(
朱
)

く
さ
の
い
ほ
t
A
t
a
-
-

草
の
い
ほ
を

一
五
九
一
第
四
句

す
ま
の
う
ら
の

l
す
ま
の
あ
ま
の
、
一
六
三
一
第
三
句
い
せ
し

イ
カ
ニ
サ
タ
メ
テ
ヒ
ト
ノ
イ
リ
ケ
ム
イ
(
朱
)

か
へ
る
み
や
ま
の
み
ち
の
つ
ゆ
け

グ
ル
、
ィ

そ
て
に
し
ほ
る
ふ

ー
そ
て
に
し
く
る
ふ
、
一
六
六
一
初
旬

巻
第
十
八

よ
か
は
の
み
っ
そ

l
よ
河
の
み
つ
は
、
一
三
一
第
五
句

ひ
ら
や
ま
か
せ
の

l
ひ
ら
の
山
か
せ
、
一
七
O
九
第
五
句

ヤ
イ

か
け
す
も
あ
り
け
ん

i
か
け
す

ヤ
イ

よ
そ
に
か
は

二
元
一
一
雰
三
句

〈
朱
)

み
る

l
よ
そ
に
や
は
見
る
、
一
七
一
八
第
四
句

か
へ
り
く
る

j
か
へ
り
ゆ
く
、
一
七
O
一
一
第
二
句



や
有
け
む
、
一
七
一
一
四
第
五
句

ト
イ
(
朱
〉

き
み
た
つ
ね
け
ん
j
君
た
つ
ね
み
む
、
一
吉
一
八
第
五
句
な
か
れ
な
ら
ね
は
!
な
か
れ
な
ら
ね
と
、
一
七
一
一
一
五

ス
カ
タ
イ
(
朱
)

人
の
こ
L
ろ
に

l
人
の
す
か
た
に
、
一
七
五
一
ニ
第
五
匂
な
ほ
す
こ

か
ひ
イ

ょ
に
す
む
ひ
と
は
!
ょ
に

第
五
句

つ
ゆ
を
み
ま
し
ゃ

i
露
を
見
ま
し
や
は
、
一
七
五
一
第
二
句

す
か
な

l
な
を
す
く
す
か
な
、
一
七
否
第
五
句
み
を
お
も
ふ
と
て
!
身
を
い
の
る
と
て
、

テ
イ
(
朱
)

す
ま
す
あ
覧
!
す
ま
て
あ
ら
む
、
一
七
八
一
一
第
四
句

一
七
一
(
八
第
二
句

す
む
か
ひ
は
、
一
七
八
O
第
三
句

あ
ふ
け
は
そ
で
に
ー
あ
ふ
け
は
そ
ら
に
、
一
七
八
九
第

一
七
九
三
第
二
句

ひ
さ
し
く
そ
ょ
を

l
ひ
さ
し
く
ょ
に
そ
、
一
七
九
丑
第
三
句

こ
ほ
れ
ぬ
る
!
こ
ほ

三
句
く
さ
の
な
よ

l
草
の
な
の
、

ぬ
イ

れ
け
る
、
一
八
O
E
第
二
句
か
せ
ふ
き
よ
は
る

i
風
ふ
き
す
さ
む
、

ツ
ユ
イ
(
朱
〉

せ
ま
つ
の
へ
(
露
ト
重
書
キ
)
の
j
か
せ
ま
つ
露
の
、
同
第
五
句

ニ

イ

(

朱

)

モ

イ

(

朱

)

へ
と
!
な
に
ゆ
へ
に
、
一
八
一
一
一
八
第
五
句
ょ
を
は
う
ら
み
ん
j
ょ
を
も
う
ら
み
む
、
一
八
四
五
第
三
句

み
の
ほ
と
を

l
身
の
う
さ
を
、
一
八
二
一
一
第
二
句

お
も
ひ
を
く
か
な

l
お
も
ひ
や
る
か
な
、
一
八
ニ
六
初
旬
な
に
ゆ

ヤ
イ
(
朱
)

人
も
あ
ら
ん

l
人
や
あ
ら
む

一
八
二
ハ
第
三
句

巻
第
十
九

ユ
イ
(
朱
)

さ
か
ふ
ヘ
し
と
は

i
さ
か
ゆ
へ
し
と
は
、
一
八
五
六
第
五
句
を
ひ
か
は
り
ぬ
る

l
お
い
か
は
り
け
る
、
一
八
五
七
第
五
句

へ

い

は

ひ

ヘ

イ

(

朱

)

ウ

イ

(

朱

)

う

ら

に

い
は
ひ
そ
め
て
き

i
た
の
み
そ
め
て
き
、
一
八
六
回
初
旬
に
し
に
の
。
み

l
に
し
の
う
み
、
一
八
六
八
第
四
匂
い
つ
れ
の
し
ま
に
ー
い
っ

、

ィ

、

こ

と

の

イ

れ
の
う
ら
に
、
一
八
七
一
第
四
・
五
句
ち
き
り
し
こ
と
の
す
ゑ
を
た
か
ふ
な

i
契
し
よ
斗
の
す
ゑ
を
わ
す
る
な
、
一
八
七
八
第
三
句
ち
か

あ

り

イ

キ

イ

(

朱

)

へ

き

ま

ひ
あ
り
て

i
ち
か
ひ
に
て
、
一
八
九
一
第
二
句
こ
t
A

ろ
の
い
る
を

l
心

の

う

ち

を

、

か

け

て

す

ま

し

i
か
け
て
す
ま
斗

し

カ

イ

〈

朱

)

し
、
一
八
九
八
第
二
句
を
と
ろ
の
み
ち
の

j
お

と

ろ

の

し

た

の

、

一

九

O
五
第
二

、

ィ

テ

イ

(

朱

)

句
お
も
ひ
あ
は
せ
そ

l
お
も
ひ
あ
は
せ
て
、

カ
イ
(
A
A
)

は
や

i
い
か
に
ほ
せ
は
か

一
八
五
ニ
第
五
句

一
八
九
ニ
第
五
句

一九
O

一
第
二
句

一九一
O
第
二
句

か
け
そ
ふ
も
と
に

j
か
せ
そ
ふ
も
と
に
、

は
イ

か
み
は
し
る
ら
ん
|
神
の
し
る
ら
む
、

一
九
五
第
四
句

い
か
に
ほ
せ

巻
第
廿

台、
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ニ
イ
(
朱
)

わ
か
よ
の
な
か
の

l
わ
か
よ
の
な
か
に
、
一
九
一
七
第
二
・
三
句

へ
イ
(
朱
)

わ
れ
を
み
そ
な
え

l
わ
れ
を
み
そ
な
へ
、
一
九
二
九
第
三
句

サ
イ
(
朱
)

の
り
そ
う
れ
し
き
l
の
り
の
う
れ
し
さ
、
一
九
四
七
第
四
・
五
句

一
九
一
六
第
四
句

は
イ

の
中
に
、
一
九
三
第
五
句

ユ
イ
(
朱
〉

さ
と
り
て
き
i
さ
と
り
に
き
、
一
九
一
一
一
六
第
五
句

の
は
ち
す
イ

と
り
。
を
も
み
む
j
い
か
ふ
さ
と
り
の
は
ち
す
を
も
見
む
、
一
九
四
八
第
三
句

リ
イ
(
朱
〉

き
み
か
れ
い
つ
か

l
き
み
か
り
い
っ
か
、
一
九
六
O
第
三
句

ハ
テ
イ
(
朱
)

う
ら
み
さ
ら
ま
し

l
う
ら
み
は
て
ま
し
、
一
九
七
Q

第
二
句

な
に
と
か
な
け
く
よ
の
中
は
!
な
に
と
か
お
も
ふ
世

見
わ
た
せ
は
イ
(
朱
)
な
か
む
れ
ば
イ

な
か
む
れ
ば

l
見
わ
た
せ
ば

i

一九一一一五第三句

い
か
ふ
が
ち
す
の
さ

い
さ
や
さ
は
j
い
さ
や
河
、
同
第
五
句

も
は
ん
!
い
の
ち
と
お
も
へ
は
、
一
九
五
九
第
二
句

い
の
ち
と
お

-
一
イ
(
朱
)

こ
ひ
し
き
を
j
こ
ひ
し

き
に
、
一
九
六
一
第
三
句

い
さ
り
せ
て
j
い
き
り
せ
は
、
一
九
六
五
第
五
句

っ
こ
に
て
と
か
ー
い
っ
く
に
て
と
か
、
一
九
七
一
第
五
句
こ
ふ
ろ
を
は
し
る
j
こ
ふ
ろ
を
も
し
る
、

や

イ

ハ

朱

〉

ツ

キ

イ

(

朱

〉

そ
ー
ま
た
ぬ
け
し
き
や
、
一
九
七
八
第
三
句
す
む
へ
き
は

l
す
む
月
は

一
九
七
一
〈
第
四
句

ま
た
ぬ
け
し
き

以
上
が
、
両
書
に
嘱
目
し
た
異
同
で
あ
る
が
、
本
集
約
二
千
首
の
所
収
歌
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
転
写
伝
本
上
の
複
雑
性
か
ら
推
し
て
必

ず
し
も
甚
し
き
淫
庭
を
示
す
数
値
と
は
云
い
が
た
い
。
且
つ
、
書
写
上
の
錯
誤
、
例
え
ば
東
北
大
本
巻
第
十
七
・
三
一
九
番
歌
の
下
旬
の
ご

と
き
、
次
歌
の
下
旬
を
誤
写
し
当
該
歌
の
同
句
を
イ
本
傍
記
す
る
な
ど
著
し
き
例
で
は
あ
る
が
、
加
え
て
疎
調
軽
微
な
誤
写
・
誤
脱
を
検

出
す
れ
ば
、
両
書
相
互
の
本
質
的
な
異
同
計
数
は
更
に
下
回
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
綾
述
は
避
け
て
結
論
か
ら
云
え
ば
、
両
書
の

異
同
は
単
に
転
写
経
過
上
の
偶
発
的
な
結
果
と
し
て
は
容
認
し
が
た
い
異
質
本
文
を
各
と
が
呈
示
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
寧
ろ
敢

て
云
え
ば
其
れ
其
れ
が
別
系
本
文
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
両
書
は
上
述
の
切
出
歌
の
存
否
、
次
い
で
排
列
の
差
異
、
更
に

付
・

0
の
詞
書
・
作
者
名
表
記
か
ら
し
て
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
が
、
猶
も
歌
本
文
に
於
け
る
本
質
的
な
異
同
が
系
統
論
上
の
鍵
鎗
で
あ

る
か
ら
と
思
う
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

両
書
に
看
る
此
の
異
同
本
文
は
、
そ
の
個
と
に
渉
れ
ば
自
ら
歌
解
の
上
に
各
と
に
そ
の
意
義
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
繁
綾
な し、
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言
及
は
徒
ら
な
混
乱
を
招
く
倶
れ
も
あ
り
、
拙
論
の
主
旨
で
も
な
い
の
で
然
る
べ
き
学
究
の
論
証
を
ひ
と
ま
ず
侠
つ
こ
と
に
し
て
、
一
向
垂
直

本
文
の
特
色
の
ご
と
き
を
付
一
一
一
目
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

そ
れ
は
上
掲
例
凡
そ
一
九

O
例
中
、
両
書
相
互
に
所
見
す
る
朱
墨
両
イ
本
校
記
九

O
余
例
、
無
註
校
記
二
ハ
例
ほ
ど
が
見
出
さ
れ
、
其

の
過
半
数
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
各
校
記
本
文
は
相
互
に
対
者
本
文
と
符
合
し
対
偶
す
る
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
朱
墨
を
別
し
て

の
校
合
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
校
本
は
当
然
複
数
の
伝
本
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
余
り
も
の
吻
合
か
ら
自
ら
両
者
の
相
互
関
係

が
提
起
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
も
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
既
述
ハ
円
・

0
の
詞
卦
一
回
・
作
者
名
表
記
に
於
て
も
同
様
な
特
徴
が
看
取
さ
れ
た
こ

と
か
ら
も
単
な
る
偶
然
の
結
果
と
し
て
対
処
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
又
一
方
、
両
本
の
直
接
な
交
渉
経
過
を
推
測
す
る
に

は
、
そ
の
論
拠
が
薄
弱
で
あ
る
。
だ
が
猶
そ
の
相
互
補
足
と
対
偶
関
係
を
否
定
し
が
た
い
と
す
れ
ば
、
両
書
は
何
れ
か
の
経
由
の
途
次
に

於
て
逢
遇
す
る
機
会
が
存
し
た
と
想
像
す
る
の
ほ
か
は
な
い
、
と
で
も
思
う
の
で
あ
る
。
既
に
事
実
を
窺
見
す
る
こ
と
が
不
可
能
'
と
す
れ

ば
、
敢
て
稚
拙
な
想
像
を
馳
せ
て
砂
論
を
蛇
足
す
る
と
、
雨
童
日
本
文
の
底
本
は
、
そ
の
執
れ
が
奥
書
に
云
う
家
隆
自
筆
本
系
で
あ
る
か
否

か
を
現
時
点
で
は
認
定
し
が
た
い
こ
と
、
当
然
の
事
な
が
ら
各
祖
系
を
淵
源
じ
が
た
く
、
そ
の
転
写
経
由
も
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く

も
同
一
奥
書
群
を
共
有
し
な
が
ら
に
各
本
文
に
は
顕
著
な
相
違
が
呈
示
さ
れ
る
伝
存
本
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
両
書
に
所
見
す
る
校
合

傍
記
か
ら
は
否
定
し
が
た
い
交
渉
経
過
が
予
測
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
両
事
一
一
回
は
各
書
写
時
点
或
は
そ
の
依
拠
本
の
時
点
に
於
て
同
一
奥
書
群

且
つ
叉
派
生
転
写
伝
本
を
生
み
な
が
ら
に
、
そ
の
聞
に
其
等
伝

を
具
有
す
る
別
派
生
伝
本
と
し
て
鎌
倉
末
よ
り
南
北
朝
に
か
け
て
存
し
、

本
と
の
校
合
経
過
の
も
と
に
間
接
な
が
ら
に
相
互
関
聯
が
見
出
さ
れ
る
の
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
妄
想
す
る
の
で
あ

る
。
と
も
か
く
も
両
章
一
回
に
散
見
す
る
イ
本
を
主
に
或
本
校
記
も
猶
判
然
と
し
な
い
な
が
ら
も
、
両
書
本
文
の
何
等
か
の
対
応
関
係
を
示
峻

し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
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註
十
二

倍
、
其
処
で
両
書
の
上
掲
本
文

l
H
W
lを
例
に
倣
い
同
じ
く
績
か
数
本
を
以
っ
て
対
比
す
る
に
、
比
校
数
本
と
は
両
書
は
普
く
一
致
あ

る
い
は
類
同
す
る
伝
本
は
な
く
、
天
理
本
か
東
北
大
本
か
の
執
れ
か
一
方
に
而
も
上
例
各
句
毎
に
過
半
が
交
互
に
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
、
そ
の
共
通
歌
句
は
比
較
数
本
共
に

i
多
少
の
例
外
は
瞥
見
さ
れ
る
が

l
同
じ
く
し
て
相
反
す
る
こ
と
が
砂
な
い
。
そ
れ
は
両
書

本
文
の
誤
謬
と
し
て
、
す
べ
て
を
整
理
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
謂
わ
ば
両
書
の
持
つ
異
文
的
要
因
を
構
成
し
て
い
る
と
も
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
真
に
わ
ず
か
な
が
ら
の
比
校
か
ら
軽
と
な
推
測
と
し
て
即
断
す
る
の
で
は
な
い
が
、
唯
単
に
書
写
伝
存
本
各
個
の
併
せ
持
つ

本
文
変
化
と
し
て
の
み
対
処
し
え
な
い
諸
点
が
存
す
る
か
と
愚
考
す
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
結
句
両
書
本
文
は
現
在
の
本
文
比
較

の
上
か
ら
は
同
一
系
統
上
の
派
生
伝
存
本
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
ほ
か
は
な
い
。

翻
っ
て
、
再
び
両
書
の
奥
書
群
を
顧
る
と
、
上
下
両
帖
の
1
・
γ
、
2
・
r、
の
奥
書
か
ら
は
両
書
の
基
底
本
文
を
家
隆
自
筆
本
系
と
し

て
規
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
系
統
本
本
文
が
如
何
な
る
事
情
を
介
し
て
か
二
様
の
本
文
系
統
を
伝
存
す
る
に
い
た
っ
た
か
に
就
い
て

は
、
そ
の
経
由
は
解
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
単
に
奥
書
群
の
転
写
と
い
う
な
ら
ば
、
両
書
に
略
同
じ
く
す
る
撰
者
名
注
・
隠
岐
本
撰
抄

歌
符
以
下
諸
注
書
入
れ
は
叉
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
の
疑
問
も
同
時
に
提
起
さ
れ
る
。
よ
し
ん
ば
、

か
り
に
両
書
中
の
何
れ
か
の

一
本
が
該
奥
書
群
を
有
す
る
伝
本
に
拠
り
上
記
諸
注
を
す
べ
て
移
写
し
た
結
果
と
す
れ
ば
一
通
り
の
筋
道
は
立
つ
の
で
あ
る
が
、
綾
述
を

重
ね
て
き
た
相
互
本
文
の
交
流
の
ご
と
き
の
説
明
は
困
難
で
あ
る
。

た
と
え
、
そ
の
仮
説
を
是
認
す
る
と
し
て
も
両
書
何
れ
が
真
で
あ
る

か
偽
で
あ
る
か
は
叉
決
し
が
た
い
。
且
つ
書
写
年
代
に
然
し
た
る
懸
隔
を
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
猶
更
で
あ
る
。
さ
き
に
、
両
本
は
別

系
の
本
文
と
諸
注
書
入
れ
と
の
組
合
せ
を
想
定
せ
ず
し
て
は
説
明
し
が
た
い
と
付
言
し
、
叉
あ
ら
た
め
て
繰
返
し
な
が
ら
に
脈
絡
は
頓
挫

し
て
不
明
と
い
う
の
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
寡
聞
に
加
え
不
備
な
る
調
査
の
自
ら
招
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
敢
て
誌
妄
す
れ
ば
本
集
の

基
礎
的
本
文
研
究
の
未
だ
充
全
な
ら
ざ
る
現
状
に
も
其
の
一
半
は
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
あ
る
と
思
わ
れ
も
す
る
の
で
あ
る
。
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付
記

両
書
の
本
文
に
は
、
例
示
し
た
ご
と
く
に
、
各
と
に
「
或
本
」
(
両
木
、
朱
〉
、

「
イ
」
本
ハ
東
北
大
本
、
朱
墨
)
、

又
無
註
記
の
校
合
傍
記

が
散
見
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
上
述
し
た
ご
と
く
否
認
し
が
た
い
相
互
関
係
が
想
定
さ
れ
る
が
、
猶
未
だ
釈
然
と
し
が
た
い
諸
点
を

残
し
て
い
る
の
も
又
事
実
で
あ
る
。

一
方
、
雨
量
同
の
奥
書
群
か
ら
、
延
応
元
年
の
梶
井
宮
御
本
、
建
長
四
年
の
阿
閣
梨
円
嘉
本
校
合

l
該
本
に
は
壬
生
・
京
極
両
自
筆
本
の

対
校
を
誌
す

l
、
家
長
自
筆
本
の
校
合
、
と
再
三
に
渉
る
校
勘
の
記
を
誌
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
両
書
中
の
校
記
は
、

す。

れ
を
以
っ
て
、

こ
れ
に
当
る
か
と
す
る
に
残
念
な
が
ら
殆
ど
手
懸
り
を
得
ず
し
て
寧
ろ
上
記
の
ご
と
き
結
果
へ
と
導
び
か
れ
る
の
で
あ

る
。
更
に
精
査
、
検
討
を
必
要
と
す
る
旨
、
付
一
一
一
目
す
る
次
第
で
あ
る
。

註

後
藤
重
郎
氏
前
掲
書
「
歌
順
異
同
一
覧
表
」

註

天
理
本
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

平

イ

碍

仁
安
元
年
大
嘗
会
悠
紀
方
た
て
ま
つ
り
け
る
に
稲
春
苛

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

へ
あ
ふ
み
の
や
さ
か
た
の
い
ね
を
か
け
つ
み
て
み
ち
あ
る
御
代
の
は
し
め
に
そ
っ
く

一
克
暦
イ

建
久
一
五
年
大
嘗
会
悠
紀
奇
青
羽
山
を

賀
司
章
一
一

式
部
大
輔
光
範

っ
た
ち
よ
れ
は
す
ふ
し
か
り
け
り
水
鳥
の
あ
を
は
の
山
の
ま
つ
の
ゆ
ふ
か
せ

七
五
五

同

寿
永
一
五
年
大
嘗
会
主
基
方
稲
春
寄
丹
波
国
長
田
村
を
よ
め
る

権
中
納
言
兼
光

神
代
よ
り
け
ふ
の
た
め
と
や
ふ
っ
か
ほ
に
な
か
た
の
い
ね
の
し
な
ひ
そ
め
け
む

七
五
回

同
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註

向
上
掲
書
に
よ
れ
ば
、
同
排
列
は
烏
丸
木
系
三
本
の
他
に
五
十
余
例
を
挙
げ
ら
れ
、
寧
ろ
天
理
本
の
校
訂
以
前
の
列
序
が
一
般
と
想
定
さ
れ

る。

註
四

向
上
掲
書

註
五

小
島
吉
雄
氏
「
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
」
|
星
野
書
庖

昭
和
十
九
年
五
月
|
『
石
津
氏
本
新
古
今
和
歌
集
と
そ
の
類
本
』
掲
出
の
石
津
本
下

帖
切
出
歌
は
、

除
目
の
の
ち
、
か
り
の
な
き
け
る
を
き
き
て
よ
め
る

身ヲ
a恒

宮
こ
に
て
春
を
た
に
や
は
す
く
し
え
ぬ
い
つ
ち
か
雁
の
な
き
て
行
く
ら
む

雑
上
一
四
七
五
ノ
次

題
し
ら
す

貫
之

い
く
よ
へ
し
磯
へ
の
松
そ
む
か
し
よ
り
立
よ
る
波
の
数
は
し
る
ら
む

題

し

ら

す

能

宣

朝

臣

雑
中
一
穴
O
五
ノ
次

水
茎
の
あ
と
に
残
れ
る
玉
の
こ
ゑ
い
と
し
も
寒
き
秋
の
か
せ
か
な

雑
下
一
八
O
O
ノ
次

題
し
ら
す

西
行
法
師

ね
か
は
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
む
そ
の
き
さ
ら
き
の
も
ち
月
の
比

同
一
八
四
五
ノ
次

奉
幣
使
に
て
住
吉
に
ま
ゐ
り
て
背
住
み
け
る
と
こ
ろ
の
あ
れ
た
り
け
る
を
み
て
よ
み
侍
け
る

津
守
有
基

住
み
よ
し
と
思
ひ
し
宿
は
荒
れ
に
け
り
神
の
し
る
し
を
ま
っ
と
せ
し
ま
に

神
祇
歌
一
九
三
ノ
次

依
釈
迦
遺
教
念
弥
陀
と
い
ふ
心
を

肥
後

お
し
へ
お
き
て
い
り
に
し
月
の
な
か
り
せ
は
西
に
こ
こ
ろ
を
い
か
て
か
け
ま
し

釈
教
歌
一
九
七
四
ノ
次

と
誌
さ
れ
て
い
る
。

阪
書
鯛
叢
書
善
本
「
新
古
今
和
歌
集
烏
丸
本
」
所
掲
「
解
題
」

昭
和
四
十
九
年
九
月

註
六
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註
七

同
日
章
註
一
参
照

註
八

中
納
言
家
持

参
考
ま
で
に
岡
本
の
切
出
歌
本
文
を
掲
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
歌
頭
に
付
し
た
番
号
は
所
掲
天
理
本
と
共
通
す
る
。

ωふ
る
郷
に
花
は
ち
り
つ
ふ
み
よ
し
野
の
山
の
さ
く
ら
は
ま
た
さ
か
ぬ
な
り

太
神
宮
に
百
首
寄
奉
侍
し
に

ωい
か
に
せ
ん
世
に
ふ
る
な
久
ど
黙
の
一
戸
に
う
つ
ろ
ふ
花
の
春
の
く
れ
か
た

太
上
天
皇

不
知
題

山
辺
赤
人

恋
し
く
は
か
た
見
に
せ
ん
と
わ
か
宿
に
う
ヘ
し
藤
な
み
花
さ
か
り
な
り

顕煩
昭
法
師

ω鴇
む
か
し
を
か
け
て
し
の
へ
と
や
老
の
ね
覚
に
一
声
そ
す
る

橘

に

郭

公

の

鳴

け

れ

ば

よ

め

る

増

基

法

師

巻
第
三

ω時
鳥
は
な
た
ち
は
な
の
香
は
か
り
に
鳴
や
む
か
し
の
余
波
な
る
ら
ん

太
神
宮
巴
一
平
し
時
秋
の
苛
中
に

太
上
天
皇

紛
あ
さ
露
の
を
か
の
か
ぞ
原
山
か
せ
に
み
た
れ
て
物
は
秋
そ
か
な
し
き

題
し
ら
す

紛
誰
な
れ
と
を
く
れ
さ
き
た
つ
程
あ
ら
は
形
見
に
し
の
へ
水
く
き
の
跡

和
泉
式
部

延
喜
御
時
間
俳
風
苛

守
叫

U
刊刊
J

勺
J

日
J

一ヨ一

γ
ド
ノ
認
が
け

v'白
品
河
市

1

ω波
の
う
ヘ
に
ほ
の
に
見
え
つ
ふ
ゆ
く
舟
は
捕
ふ
く
風
の
し
る
ヘ
な
り
け
り

巻
第

一
一
一
ノ
次

同
一
四
六
ノ
次

同
一
穴
一
ア
次

一一C
九
ノ
次

同
ニ
四
七
ノ
次

巻
第
四

一一九八ノ次

巻
第
八

八
二
ノ
次

巻
第
十

色
凶
ノ
次

の
八
首
中
の
七
首
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
天
理
本
等
に
見
え
ぬ
助
詞
書
が
存
す
る
ほ
か
小
異
が
散
見
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、
各
切
出
歌
に
付
す
「
被
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註
九 出

之
」
の
ご
と
き
註
記
を
一
切
誌
し
て
い
な
い
。

本
集
の
本
文
研
究
は
、
未
だ
充
全
な
る
本
文
集
成
を
見
ず
、
定
家
自
筆
本
系
又
は
家
隆
自
筆
本
系
の
呼
称
も
多
く
は
各
本
に
載
録
す
る
奥
書
・

識
語
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
此
処
に
で
も
対
照
校
本
の
選
択
も
自
ら
適
切
な
判
断
に
欠
き
、
便
宜
的
且
つ
参
考
ま
で
に
と
以
下
机

辺
の
数
本
を
参
照
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
直
接
原
本
の
未
見
の
伝
本
は
影
印
又
は
翻
刻
に
拠
っ
た
も
の
も
あ
る
。

-
穂
久
適
文
庫
蔵
伝
二
条
為
氏
本
・
書
陵
部
蔵
〔
室
町
後
期
〕
写
鷹

小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
文
明
七
年
写
本
・
書
陵
部
蔵
〔
近
世
初
〕
写
本
(
合
点
本
)

司
城
南
館
本
・
東
京
大
学
綜
合
図
書
館
蔵
大
永
七
年
橋
本
公
夏
筆
写
本
・
尊
経
関
蔵
伝
為
親
本
・
天
理
図
書
館
蔵
〔
江
戸
前
期
]
写
藤
原
隆
祐
奥
書

註
十 本

・
谷
山
茂
氏
蔵
〔
室
町
〕
写
本
(
新
編
国
歌
大
観
〉
、
等
で
あ
る
。

註
九
上
掲
諸
本

註
十委巻

第
四

巻
第
五

巻
第
六

巻
第
十

巻
第
十

巻
第
十
二

巻
第
十
五

巻
第
十
六

巻
第
十
八 以

下
の
例
示
は
、
本
叙
述
文
中
の
掲
出
と
同
じ
く
、
上
記
は
東
北
大
本
本
文
、
下
記
は
天
理
本
本
文
で
あ
る
。

一
六
一
原
見
王

l
落
丁

秀
イ

一
九
(
)
藤
原
秀
能
|
藤
原
季
能

四
五
七
中
納
言
家
持
l
権
中
納
言
家
持
、
喜
一
六
春
宮
権
大
夫
公
継
|
春
宮
大
夫
公
継
、
吾
一
中
納
言
長
方
|
権
中
納
一
一
一
ロ
長
方
、

左
衛
門
督

六五
O
権
大
納
言
通
光
l
権
大
納
言
通
光
、
一
八
六
九
藤
原
家
隆
朝
臣
l
藤
原
家
経
朝
臣

九
四
回
宜
秋
門
院
丹
後
|
ナ
シ

一O
主
権
中
納
言
長
方
|
中
納
言
長
方

卿

一C
九
七
春
宮
権
大
夫
公
継
l
春
宮
大
夫
公
継
、
三
一
六
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
|
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
。
女

藤
原
イ
ハ
朱
)

=
一
元
八
源
仲
文
朝
臣
|
藤
原
仲
文

朝
臣
イ
(
朱
)

一五回
O
藤
原
隆
信

l
藤
原
隆
信
朝
臣

一七
C
穴
僧
賀
上
人
|
増
賀
上
人
、
一
七
一
回
枇
杷
皇
大
后
官
l
枇
杷
太
皇
大
后
官
、
一
七
一
ユ
C
藤
原
為
忠
朝
臣
!
藤
原
為
忠
、
一
七
八
四
ナ
シ
l
八
条
院
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巻
第
十
九

源
イ

高
倉
、
一
芸
一
俊
頼
朝
阻
!
俊
頼
朝
臣
、
一
八
一
八
西
宮
左
大
臣
i
西
宮
前
左
大
臣

紀

イ

(

朱

)

読

人

不

知

イ

(

朱

)

一八一ハ九貫之
i
貫
之
、
一
八
知
一
一
一
・
・
・
・
・
!
よ
み
人
し
ら
す
、
一
八
首
春
官
権
大
夫
公
継
1

春
宮
大
夫
公
継
、
一
九
宍
白
川
院
御
苛
l
白
河

院
御
製

へ性

一
九
毛
法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣
i
法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣

'
l
J
・

上
掲
の
ご
と
く
、
そ
の
異
同
筒
処
は
砂
く
且
つ
既
述
し
た
様
に
転
写
上
に
於
け
る
錯
誤
に
起
因
す
る
処
が
主
で
あ
る
。

巻
第
廿

註
十

註
九
所
掲
諸
本

本
稿
は
、
序
言
に
述
べ
た
ご
と
く
東
北
大
学
附
属
図
書
館
御
蔵
書
の
閲
覧
・
調
査
、
並
び
に
撮
影
等
の
御
厚
意
に
よ
る
其
の
一
部
の
結
果
報
告
で
あ
る
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
又
、
同
書
と
の
比
較
照
合
に
際
し
、
原
本
披
閲
の
好
機
を
賜
っ
た
天
理
図
書
館
、
穂
久
適
文
庫
他
各
御
所
蔵
機
関
に
対
し
、
感

謝
の
念
を
申
添
え
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
別
し
て
、
後
藤
重
郎
民
「
新
古
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
」
に
は
、
巨
細
に
わ
た
り
、
そ
の
御
論
考
に
預
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
併
せ
て
深
謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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。

付

表

隠
岐
本
撰
抄
歌
符
併
び
に
撰
者
名
注
記
一
覧

以
下
に
、
東
北
大
本
に
見
る
、
付
御
鳥
羽
院
撰
抄
歌
符
策
、

ω撰
者
名
注
記
、
の
両
項
を
一
覧
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
上
述
の
比
校
本

l

天
理
本
を
対
比
し
、
参
考
ま
で
に
、
ハ
円
に
就
い
て
は
小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
本
の
撰
抄
歌
符
を
併
掲
し
、

ωに
就
い
て
は
五
名
の
撰
者
名
を
有

す
る
穂
久
週
文
庫
甲
本
の
向
注
記
を
対
照
し
て
相
補
足
す
る
こ
と
に
し
た
。

付
表
は
、
両
三
本
に
於
け
る
符
簸
を
並
記
し
た
が
、
天
理
本
の
そ
れ
は
、
数
種
の
色
紙
の
細
片
を
以
っ
て
貼
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
既

げ
い
そ
の
相
当
数
は
剥
離
逸
脱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
時
、
繕
閲
の
時
宜
を
得
て
、
そ
の
剥
離
後
の
痕
跡
を
調
査
検
討
し
た
が
、
夙
に
そ

の
剥
落
は
、
該
書
の
転
写
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
嘉
永
六
年
書
写
本
の
時
代
に
遡
り
、
厳
密
な
る
確
認
は
期
し
が
た
い
。
現
時
点
に
於
て
略

識
認
し
得
る
も
の
は
「
跡
」
と
記
し
、
粉
と
疑
し
き
も
痕
跡
を
識
別
し
得
る
も
の
を
「
跡
」
と
し
て
表
中
に
記
入
す
る
こ
と
と
し
参
考
に

供
し
た
。
既
に
後
藤
重
郎
氏
に
よ
る
検
証
結
果

l
「
新
古
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究
」

l
も
存
す
る
の
で
、
現
時
点
に
於
け
る
調
査
結
果

と
そ
の
遺
漏
を
補
足
す
る
意
味
で
、
当
該
部
に
ム
片
倉
を
以
っ
て
対
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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叉、

「
阪
恥
…
善
本
叢
書
」
所
収
の
同
本
影
印
後
、
新
た
に
綴
繕
い
な
ど
の
事
が
あ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
、
そ
の
痕
跡
部
に
遺
留
し
た

該
切
紙
を
再
貼
付
す
る
処
、
あ
る
い
は
、
逆
に
離
脱
す
る
処
な
ど
、
同
影
印
本
と
現
時
原
本
と
の
間
に
は
緯
か
な
が
ら
に
異
同
が
散
見
さ

れ
る
。
本
表
中
で
は
、
そ
れ
ら
を
「
現
」
と
記
し
て
両
者
を
識
別
す
る
こ
と
に
し
た
。

更
に
、
隠
岐
本
に
見
る
歌
尾
の
削
除
歌
符
は
、
本
書
東
北
大
本
に
は
所
見
し
な
い
が
、
天
理
本
下
冊
部
分
に
若
干
朱
書
し
て
い
る
の
で

併
せ
て
掲
示
し
、
前
者
の
「
¥
」
符
に
対
し
「
/
」
符
を
以
っ
て
誌
す
こ
と
に
し
た
。

ω表
は
、
本
軍
国
東
北
大
本
に
於
け
る
撰
者
名
注
記
は
初
出
部
に
限
り
、

i
通、

一
有
、
二
定
、
三
隆
、
四
雅
、
と
各
名
を
略
補
す
る

が
、
以
下
は
略
符
を
以
て
代
え
て
い
る
。
し
か
し
、
表
中
で
は
、
各
撰
者
名
略
記
、
即
ち
、
通
・
有
・
定
・
隆
・
雅
、
と
し
、
対
照
両
本

も
之
に
倣
い
統
一
し
た
。

両
三
本
の
対
照
に
於
い
て
は
、
。
表
の
場
合
は
、
前
表
の
符
簸
並
記
と
異
り
、
底
本
東
北
大
本
各
注
記
に
対
す
る
両
本

l
天
理
本
・
穂

久
週
文
庫
本
(
甲
)
j
の
異
同
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

付
・

ω両
表
中
に
お
い
て
、

ω東
北
大
本
は
既
述
の
ご
と
く
に
改
装
時
に
書
脳
近
き
本
文
が
綴
込
め
ら
れ
、
現
在
解
綴
以
外
に
は
、
両

符
の
存
否
も
判
別
し
が
た
い
処
が
ま
斗
見
出
さ
れ
る
。
表
中
に
は
、
従
っ
て
「
不
」
と
記
し
今
後
の
調
査
を
倹
つ
こ
と
に
し
た
。

又
、
両
表
中
に
、

※
符
を
付
し
た
の
は
、
東
北
大
本
・
天
理
本
の
両
符
に
於
け
る
不
審
・
疑
点
・
不
明
等
、
存
疑
の
註
記
事
項
で
あ

る
。
併
せ
て
精
査
を
期
す
も
の
で
あ
る
。

猶
、
小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
本
は
披
閲
の
機
を
得
ぬ
の
で
、
大
久
保
正
氏
校
「
新
古
今
和
歌
集
(
隠
岐
本
と

i

古
典
文
庫
l
に
、
叉
、
就
中

両
符
に
つ
い
て
は
後
藤
重
郎
氏
前
掲
書
に
負
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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以
下
、
註
記
事
項
は
※
符
印
を
付
し
、
そ
の
当
該
歌
番
号
|
新
編
国
歌
大
観
ー
を
以
っ
て
付
註
箇
処
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

※八四
l
天
理
本
の
撰
抄
歌
符
切
紙
は
、
現
在
同
歌
上
旬
と
下
旬
の
行
問
、
中
央
部
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
「
献
匙
善
本
叢
書
」
l
以
下
「
天
理
本
影
印
」

と
す
ー
に
は
影
印
さ
れ
ず
、
同
書
影
印
後
に
遺
片
切
紙
が
貼
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
。
当
該
歌
は
上
掲
両
本
共
に
撰
抄
歌
符

※
註を

欠
く
の
を
み
る
と
、
剥
落
し
た
遺
片
の
切
紙
符
が
紛
れ
込
ん
だ
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
同
様
に
下
冊
一
六
九
丁
裏
に
も
、
剥
落
遺
片
四
枚
が
一
括
し

貼
付
さ
れ
て
い
る
。

※
夫
一
l
l
天
理
本
巻
六
の
当
該
部
歌
序
は
、
夫
0

・豆八ニ・
E
八
一
と
配
し
て
い
る
。

※
七
五
四
|
天
理
本
巻
第
七
の
当
該
部
歌
序
は
、
主
一
ニ
・
七
五
五
・
七
五
回
と
書
写
す
る
。
但
し
、
七
五
五
歌
頭
に
七
五
回
歌
移
行
符
を
誌
し
て
い
る
。

※七九八
l
天
理
本
影
印
に
於
て
は
、
撰
抄
歌
符
切
紙
は
明
ら
か
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
剥
落
の
痕
跡
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

コ
ニ
」
即
ち
家
隆
符
は
、
現
在
墨
の
跡
を
薄
く
と
ど
め
て
い
る
が
、
註

※九
O
一〈l
東
北
大
本
の
当
該
歌
撰
者
名
注
記
は
「
二
・
三
・
四
」
と
記
す
が
、

付
の
後
、
誤
記
を
訂
し
消
去
し
た
残
痕
と
推
測
さ
れ
る
。

※一
O

一八
l
天
理
本
の
当
該
歌
に
は
撰
抄
歌
符
切
紙
貼
付
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
が
、
同
時
に
同
歌
と
尾
に
は
隠
岐
本
被
除
符
ハ
朱
〉
を
印
し
て
い
る
。

※一完一一一・二四一一一
l
両
歌
は
前
者
と
異
り
明
ら
か
に
撰
抄
歌
符
切
紙
を
貼
付
し
な
が
ら
に
、
両
歌
と
尾
に
は
被
除
符
(
朱
〉
を
付
し
て
い
る
。
両
符
簸
の

混
入
す
る
経
由
は
審
ら
か
に
し
が
た
い
。

コ
ニ
」
又
は
コ
こ
の
執
れ
と
も
見
徹
さ
れ
る
。
し
か
し
、
恐
ら
く
コ
こ
の
初

※
一
四
一
八
|
東
北
大
本
の
当
該
歌
撰
者
名
注
記
は
一
見
す
る
と
こ
ろ
、

筆
部
分
を
重
ね
書
き
し
た
た
め
に
コ
ニ
」
の
字
型
の
ご
と
く
に
も
所
見
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
上
掲
表
中
で
は
コ
こ
即
ち
定
家
符
と
し

た
。
同
様
な
類
例
は
※
符
を
付
し
た
、
一
四
一
九
・
一
五
三
の
両
例
が
見
出
さ
れ
る
。

※一六六五
l
天
理
本
の
当
該
歌
に
は
撰
抄
歌
符
築
を
欠
く
が
、
そ
の
剥
落
痕
が
看
取
さ
れ
る
。
が
、
同
歌
詞
書
上
方
に
、
現
在
遺
片
切
紙
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
|
影
印
本
に
は
所
見
せ
ず
|
。
あ
る
い
は
、
同
歌
の
符
惹
が
誤
っ
て
再
付
さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

※
一
六
究
l
東
北
本
の
当
該
歌
撰
者
名
注
記
は
「
二
L

、
「
三
」
、
「
四
」
と
付
し
、

「
四
」
雅
経
符
を
塗
抹
消
除
し
て
い
る
。



※
一
七
二
!
東
北
大
本
の
同
歌
撰
者
名
注
記
符
は
「
四
」
の
右
に
わ
ず
か
に
「
一
」
通
具
符
の
ご
と
き
が
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
仔
細
に
検
す
る
と
、

当
初
、

っ
こ
を
「
四
」
に
ω

訂
す
る
に
よ
り
隣
接
す
る
「
一
」
と
重
な
り
、
単
一

「
四
」
符
の
み
が
残
る
結
果

「
ご
、
つ
こ
と
印
し
、
次
い
で
、

と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
訂
正
は
「
こ
、
「
一
こ
の
両
符
に
お
よ
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
諸
本
は
「
一
」
、
「
一
ご
符

の
み
で
あ
り
猶
未
詳
。

※
一
七
三
l
天
理
本
の
同
歌
撰
者
名
注
記
は
、

一
瞥
す
る
に
、

「
こ
、
「
一
ニ
」
符
と
所
見
さ
れ
る
が
、
原
本
照
合
の
結
果
は
、

「
二
」
、
「
一
ニ
」
符
で
あ

る。
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